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〈蛹〉

同一系統（同じRACコード）の薬剤を連用すると薬剤抵
抗性獲得の懸念があるので、ローテーション散布を心が
ける。

合成ピレスロイド剤は種類や人によって、鼻、のど、皮
膚等を刺激するおそれがあるので、使用に当たっては十
分注意する。

有機リン剤はアルカリで分解するので、アルカリ性の製
剤(ボルドー液、石灰硫黄合剤など)との混用を避ける。

(2)発生生態等

【被害の特徴及び周年経過】

発生生態等を参考にして、発生初期から庭木等をよく見
回り、巣網の早期発見、早期処分に努める。　幼虫が小さいうちは巣網を枝ごと切り取って処理す

る。

[薬剤による防除法]

　幼虫が小さいうちに、発生している樹種でアメリカシ
ロヒトリ又はケムシ類に適用のある薬剤を散布して防除
する。

適用作物が「さくら」、「プラタナス」、「樹木類」等
に分かれているので、樹種に農薬登録がある薬剤を使用
する。「樹木類」は、薬剤によって樹種や散布量が異な
るので、登録内容を確認する。「樹木類」は、さくら及
びプラタナスも含む。

体長13～15mm、茶褐色で、樹皮の割れ目、浅い土中や周辺の材木の隙間等で蛹になる。

１　アメリカシロヒトリ

アメリカシロヒトリの一生と防除時期(模式図)

【形態的な特徴】

通常、屋根型に翅を閉じて静止する。体長は10～12mmである。体色は基本的には純白であるが、春に発生する越冬世代成
虫(第１回成虫)の雄では、前翅に黒色または褐色の不規則な斑紋が見られることが多い。

淡緑色、球形で光沢がある。卵は数百～千粒の卵塊として葉の裏に産みつけられる。卵は一層に産みつけられ、卵塊の表
面には雌成虫の腹部の白い鱗毛が付着しており、これが本種の卵塊の特徴でもある。

頭は黒いが、体全体は淡黄色であり、体の背中には黒い縞があり、体全体に白色の柔らかくて長い毛と短い黒色の毛が多
数生える。老熟幼虫は体長30㎜内外で、活発に動き回る。７齢を経過して蛹になる。

(1)防除方法

防除時期 防除方法 参考及び注意事項

幼虫はくもの巣のような巣網を張って、この中で集団で生活する。幼虫が大きくなるにしたがって大きな巣網をつくるようになる。
1.5cm前後までの小さな幼虫(１～５齢)は、巣網の中の葉を網目のように食害し、中の葉を食い尽くすと、別の場所に巣網をつくり直
す。この際ひとつの集団が複数の巣網に分かれることもある。２cm以上の大きな幼虫(６～７齢)は巣網をつくらなくなり、分散するよう
になる。このころになると太い葉脈だけを残して暴食するようになる。被害が著しい場合は、葉が食い尽くされ、木が丸裸になることも
稀ではない。

　本種は、蛹で越冬し、年に２世代を経過する。青森県における周年経過を模式的に下図に示した。

[耕種的防除法]

幼虫は、多くの広葉の植物を食害し、300種以上の植物に寄生するが、発生は森林では少なく、街路樹や庭木で多い傾向がある。特に
発生が目立つ樹種は、プラタナス、ポプラ、やなぎ、さくら、あんず、くるみ、くわ、かき等である。
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作物名 改正事項 改正内容

移植水稲 初期除草
剤

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

パデホープ１キロ粒剤を削除

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワンベストフロアブルを削除

一発剤 移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

シーゼットフロアブルを削除

移植直後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレッサフロアブルを削除

移植3日後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ネビロス－ラジカルジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サラブレッドフロアブル、サラブレッドＲＸフロアブルを削
除

移植後３日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サスケ－ラジカルジャンボを削除

移植後5日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

イッテツ１キロ粒剤を削除

移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

シェリフ１キロ粒剤、ゼータファイヤフロアブル、ブルゼー
タジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ラオウジャンボを追加

中・後期
除草剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで

有効成分表、
使用方法

ウィードコア１キロ粒剤を追加

後期除草
剤

有効分げつ終止期～
幼穂形成期前

有効成分表、
使用方法

グラスジンＭナトリウム粒剤を削除

直播水稲 は種時
湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープ１キロ粒剤を削除

湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープフロアブルを削除

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ハードパンチＤＦを削除

一発剤 は種後５日～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

キックバイ１キロ粒剤を削除

中・後期
除草剤

イネ３葉期～
ノビエ５葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワイドアタックＳＣを削除

野菜除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

スイートコーン ロロックス（水和剤） 農薬名、有効
成分

削除

果樹除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

りんご
ぶどう

項目、農薬名
等

削除

りんご 投薬量／10a、
備考

投薬量／10a及び備考の一部を訂正

改正事項一覧表

水稲除草剤使用指針

除草剤の区分

除草剤の名称

シマジン

カソロン粒剤6.7

初期除草
剤

除草剤の名称

－ 除草剤2 －

水稲

1 水稲除草剤使用指針

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用一発剤）
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ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

イマゾスルフロン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

ピラクロニル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

テフリルトリオン ○ ○

ピラクロニル ◎ ◎ ◎ ◎ ～ ◎ ～ ◎ ○

メタゾスルフロン ◎ ◎

ダイムロン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ベンスルフロンメチル

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

テフリルトリオン

フェントラザミド

メタゾスルフロン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

ブロモブチド

イプフェンカルバゾン

テフリルトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

メタゾスルフロン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。
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□
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□
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バッチリＬＸジャンボ

◎

バッチリＬＸ400ＦＧ
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デルタアタック１キロ粒剤

バッチリ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎

バッチリＬＸ１キロ粒剤

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎ ◎

デルタアタック400ＦＧ

アカツキ豆つぶ250 ◎ ◎ ◎

イッポンフロアブル ◎ ◎ ◎

メガゼータフロアブル

コメット１キロ粒剤

◎ ◎
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葉
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除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草
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シグナスフロアブル ◎ ◎ ◎
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ベッカク１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎
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○ ◎
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◎ ◎ ◎
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除草剤

作物名 改正事項 改正内容

移植水稲 初期除草
剤

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

パデホープ１キロ粒剤を削除

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワンベストフロアブルを削除

一発剤 移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

シーゼットフロアブルを削除

移植直後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレッサフロアブルを削除

移植3日後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ネビロス－ラジカルジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サラブレッドフロアブル、サラブレッドＲＸフロアブルを削
除

移植後３日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サスケ－ラジカルジャンボを削除

移植後5日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

イッテツ１キロ粒剤を削除

移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

シェリフ１キロ粒剤、ゼータファイヤフロアブル、ブルゼー
タジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ラオウジャンボを追加

中・後期
除草剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで

有効成分表、
使用方法

ウィードコア１キロ粒剤を追加

後期除草
剤

有効分げつ終止期～
幼穂形成期前

有効成分表、
使用方法

グラスジンＭナトリウム粒剤を削除

直播水稲 は種時
湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープ１キロ粒剤を削除

湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープフロアブルを削除

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ハードパンチＤＦを削除

一発剤 は種後５日～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

キックバイ１キロ粒剤を削除

中・後期
除草剤

イネ３葉期～
ノビエ５葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワイドアタックＳＣを削除

野菜除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

スイートコーン ロロックス（水和剤） 農薬名、有効
成分

削除

果樹除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

りんご
ぶどう

項目、農薬名
等

削除

りんご 投薬量／10a、
備考

投薬量／10a及び備考の一部を訂正

改正事項一覧表

水稲除草剤使用指針

除草剤の区分

除草剤の名称

シマジン

カソロン粒剤6.7

初期除草
剤

除草剤の名称

－ 除草剤2 －

水稲

1 水稲除草剤使用指針

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用一発剤）
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ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
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年
生
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マ
ツ
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イ
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タ
ル
イ
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ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

イマゾスルフロン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

ピラクロニル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

テフリルトリオン ○ ○

ピラクロニル ◎ ◎ ◎ ◎ ～ ◎ ～ ◎ ○

メタゾスルフロン ◎ ◎

ダイムロン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ベンスルフロンメチル

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

テフリルトリオン

フェントラザミド

メタゾスルフロン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

ブロモブチド

イプフェンカルバゾン

テフリルトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

メタゾスルフロン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

○

□ ○

◎

◎ ○

□
～
○

□
～
○

◎ ○

バッチリＬＸジャンボ

◎

バッチリＬＸ400ＦＧ

◎

デルタアタックジャンボ

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ○

○
～
◎

□
○
～
◎

○

デルタアタック１キロ粒剤

バッチリ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎

バッチリＬＸ１キロ粒剤

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎ ◎

デルタアタック400ＦＧ

アカツキ豆つぶ250 ◎ ◎ ◎

イッポンフロアブル ◎ ◎ ◎

メガゼータフロアブル

コメット１キロ粒剤

◎ ◎

分
類

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草
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○
～
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□
○
～
◎

○トップガンＲ豆つぶ250 ◎
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～
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◎

○
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◎ ○ ◎ □ ◎
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◎

◎ ○◎
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○

◎◎

○

トップガンＲ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ○
○
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◎

□トップガンＲフロアブル ◎

○
～
◎

○

○○
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□

◎ ○
○
～
◎

□

◎

ベッカク豆つぶ250
○
～
◎

◎ ◎ ◎

キマリテフロアブル

シグナスフロアブル ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎◎ ◎ ◎ ◎

ベッカク１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎

◎

アッパレＺフロアブル

○
～
◎

〇
～
◎

○

○◎ ◎ ◎

○

◎

○ ◎

○
～
◎

○

○
○
～
◎

□
○
～
◎

○

◎

○
～
◎

◎

◎

○
～
◎

2.0
葉期
まで

－
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

ラオウジャンボ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

□
～
○

◎
○
～
◎

◎

○

2.5
葉期
まで

－ 除草剤3 －

－除草剤2－ －除草剤3－

水稲
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作物名 改正事項 改正内容

移植水稲 初期除草
剤

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

パデホープ１キロ粒剤を削除

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワンベストフロアブルを削除

一発剤 移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

シーゼットフロアブルを削除

移植直後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレッサフロアブルを削除

移植3日後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ネビロス－ラジカルジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サラブレッドフロアブル、サラブレッドＲＸフロアブルを削
除

移植後３日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サスケ－ラジカルジャンボを削除

移植後5日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

イッテツ１キロ粒剤を削除

移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

シェリフ１キロ粒剤、ゼータファイヤフロアブル、ブルゼー
タジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ラオウジャンボを追加

中・後期
除草剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで

有効成分表、
使用方法

ウィードコア１キロ粒剤を追加

後期除草
剤

有効分げつ終止期～
幼穂形成期前

有効成分表、
使用方法

グラスジンＭナトリウム粒剤を削除

直播水稲 は種時
湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープ１キロ粒剤を削除

湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープフロアブルを削除

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ハードパンチＤＦを削除

一発剤 は種後５日～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

キックバイ１キロ粒剤を削除

中・後期
除草剤

イネ３葉期～
ノビエ５葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワイドアタックＳＣを削除

野菜除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

スイートコーン ロロックス（水和剤） 農薬名、有効
成分

削除

果樹除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

りんご
ぶどう

項目、農薬名
等

削除

りんご 投薬量／10a、
備考

投薬量／10a及び備考の一部を訂正

改正事項一覧表

水稲除草剤使用指針

除草剤の区分

除草剤の名称

シマジン

カソロン粒剤6.7

初期除草
剤

除草剤の名称

－ 除草剤2 －

水稲

1 水稲除草剤使用指針

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用一発剤）
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ミ
ズ
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ヤ
ツ
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ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
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ロ

シ
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イ

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

イマゾスルフロン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

ピラクロニル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

テフリルトリオン ○ ○

ピラクロニル ◎ ◎ ◎ ◎ ～ ◎ ～ ◎ ○

メタゾスルフロン ◎ ◎

ダイムロン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ベンスルフロンメチル

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

テフリルトリオン

フェントラザミド

メタゾスルフロン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

ブロモブチド

イプフェンカルバゾン

テフリルトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

メタゾスルフロン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

○

□ ○

◎

◎ ○

□
～
○

□
～
○

◎ ○

バッチリＬＸジャンボ

◎

バッチリＬＸ400ＦＧ

◎

デルタアタックジャンボ

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ○

○
～
◎

□
○
～
◎

○

デルタアタック１キロ粒剤

バッチリ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎

バッチリＬＸ１キロ粒剤

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎ ◎

デルタアタック400ＦＧ

アカツキ豆つぶ250 ◎ ◎ ◎

イッポンフロアブル ◎ ◎ ◎

メガゼータフロアブル

コメット１キロ粒剤

◎ ◎
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ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草
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○

トップガンＲ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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◎

□トップガンＲフロアブル ◎
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◎

ベッカク豆つぶ250
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◎ ◎ ◎

キマリテフロアブル

シグナスフロアブル ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎◎ ◎ ◎ ◎

ベッカク１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎

◎

アッパレＺフロアブル

○
～
◎

〇
～
◎

○

○◎ ◎ ◎

○

◎

○ ◎
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○

○
○
～
◎

□
○
～
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○

◎

○
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○
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2.0
葉期
まで

－
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

ラオウジャンボ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

□
～
○

◎
○
～
◎

◎

○

2.5
葉期
まで

－ 除草剤3 －

－除草剤2－ －除草剤3－

除草剤

作物名 改正事項 改正内容

移植水稲 初期除草
剤

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

パデホープ１キロ粒剤を削除

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワンベストフロアブルを削除

一発剤 移植直後～
ノビエ1.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

シーゼットフロアブルを削除

移植直後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレッサフロアブルを削除

移植3日後～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ネビロス－ラジカルジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サラブレッドフロアブル、サラブレッドＲＸフロアブルを削
除

移植後３日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

サスケ－ラジカルジャンボを削除

移植後5日～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

イッテツ１キロ粒剤を削除

移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

シェリフ１キロ粒剤、ゼータファイヤフロアブル、ブルゼー
タジャンボを削除

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで

有効成分表、
使用方法

ラオウジャンボを追加

中・後期
除草剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで

有効成分表、
使用方法

ウィードコア１キロ粒剤を追加

後期除草
剤

有効分げつ終止期～
幼穂形成期前

有効成分表、
使用方法

グラスジンＭナトリウム粒剤を削除

直播水稲 は種時
湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープ１キロ粒剤を削除

湛水直播のは種直後
～
ノビエ１葉期まで

有効成分表、
使用方法

プレキープフロアブルを削除

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

ハードパンチＤＦを削除

一発剤 は種後５日～
ノビエ1.5葉期まで

有効成分表、
使用方法

キックバイ１キロ粒剤を削除

中・後期
除草剤

イネ３葉期～
ノビエ５葉期まで

有効成分表、
使用方法

ワイドアタックＳＣを削除

野菜除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

スイートコーン ロロックス（水和剤） 農薬名、有効
成分

削除

果樹除草剤使用指針

作物名 改正事項 改正内容

りんご
ぶどう

項目、農薬名
等

削除

りんご 投薬量／10a、
備考

投薬量／10a及び備考の一部を訂正

改正事項一覧表

水稲除草剤使用指針

除草剤の区分

除草剤の名称

シマジン

カソロン粒剤6.7

初期除草
剤

除草剤の名称

－ 除草剤2 －

水稲

1 水稲除草剤使用指針

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用一発剤）
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イ

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

イマゾスルフロン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

イマゾスルフロン

オキサジクロメホン

ピラクロニル

ブロモブチド

ピラクロニル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

テフリルトリオン ○ ○

ピラクロニル ◎ ◎ ◎ ◎ ～ ◎ ～ ◎ ○

メタゾスルフロン ◎ ◎

ダイムロン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ベンスルフロンメチル

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

テフリルトリオン

フェントラザミド

メタゾスルフロン

ピラクロニル

プロピリスルフロン

ブロモブチド

イプフェンカルバゾン

テフリルトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

ピリミスルファン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

フェノキサスルホン

フェンキノトリオン

メタゾスルフロン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

○

□ ○

◎

◎ ○

□
～
○

□
～
○

◎ ○

バッチリＬＸジャンボ

◎

バッチリＬＸ400ＦＧ

◎

デルタアタックジャンボ

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ○

○
～
◎

□
○
～
◎

○

デルタアタック１キロ粒剤

バッチリ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎

バッチリＬＸ１キロ粒剤

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎ ◎

デルタアタック400ＦＧ

アカツキ豆つぶ250 ◎ ◎ ◎

イッポンフロアブル ◎ ◎ ◎

メガゼータフロアブル

コメット１キロ粒剤

◎ ◎

分
類

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草

◎

○
～
◎

□
○
～
◎

○トップガンＲ豆つぶ250 ◎

○
～
◎

□
○
～
◎

○

◎

○
～
◎

◎ ○ ◎ □ ◎

◎
○
～
◎

◎ ○◎
□
～
○

◎◎

○

トップガンＲ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ○
○
～
◎

□トップガンＲフロアブル ◎

○
～
◎

○

○○

◎ ○
○
～
◎

□

◎ ○
○
～
◎

□

◎

ベッカク豆つぶ250
○
～
◎

◎ ◎ ◎

キマリテフロアブル

シグナスフロアブル ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎◎ ◎ ◎ ◎

ベッカク１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎

◎

アッパレＺフロアブル

○
～
◎

〇
～
◎

○

○◎ ◎ ◎

○

◎

○ ◎

○
～
◎

○

○
○
～
◎

□
○
～
◎

○

◎

○
～
◎

◎

◎

○
～
◎

2.0
葉期
まで

－
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

ラオウジャンボ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

□
～
○

◎
○
～
◎

◎

○

2.5
葉期
まで

－ 除草剤3 －

－除草剤2－ －除草剤3－

水稲

325



水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用初期, 中期処理剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

ピラクロニル

フルセトスルフロン

メソトリオン

シクロピリモレート

ジャスタフロアブル ピラゾレート

トリアファモン

カウントダウン１キロ粒剤 トリアファモン

フェンキノトリオン

フェントラザミド

オキサジアゾン

ブタクロール

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

ソルネット１キロ粒剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － □ － － －

エリジャン乳剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － － － － －

ピリブチカルブ

ブロモブチド

ベンゾフェナップ

ダイムロン

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

マーシェット粒剤５ ブタクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
□
～
○

－ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

シハロホップブチル

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

アジムスルフロン

ピリフタリド

メソトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

一
発
剤

分
類

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草

◎
〇
～
◎

◎ ◎
○
～
◎

□
～
○

◎

□

○

◎

◎

◎ ◎ ◎ －

－ －

◎ ◎ － －

－ －

□ － □◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎テマカットフロアブル ◎ ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ － ○ －

×○ － ○ ×

－ －

－

◎

○

－

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

オシオキＭＸ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎

3.5
葉期
まで

－

◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎

○
～
◎

○
～
◎

○ △ －

◎

◎

□
～
〇

○
～
◎

◎ ◎

◎

◎

◎◎ ◎

◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎

◎
□
～
○

◎
○
～
◎

デルカット乳剤

ザーベックスＳＭ粒剤

ショキニー250グラム

3.0
葉期
まで

ザーベックスＤＸ１キロ粒
剤

ショキニーフロアブル

シーゼットフロアブル

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

センイチＭＸ１キロ粒剤

中
期
除
草
剤

3.0
葉期
まで ◎

○

○

◎ － － － － －ペントキサゾン ◎ ◎ ◎

◎

2.5
葉期
まで

○

カウンシルエナジー１キロ
粒剤

初
期
除
草
剤

－

発生
始

1.0
葉期
まで

◎ ◎

◎ ◎

○ ○ －

－ 除草剤4 －

水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用中期, 中・後期除草剤、直播栽培用一発剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎

バサグラン・エアー１キロ
粒剤

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

ヒエクリーン１キロ粒剤

ワンステージ１キロ粒剤

ベンタゾンナトリウム塩

ピリミノバックメチル

ペノキススラム

ベンタゾンナトリウム塩

フロルピラウキシフェンベンジル

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩
そ

の

他
－ モゲトンジャンボ ＡＣＮ

育
苗
期

3.0
葉期
まで

クリンチャーＥＷ シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル ○

ピラゾレート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ～ － ◎ －

ベンゾビシクロン ◎

イマゾスルフロン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ボデーガードプロフロアブ
ル

テフリルトリオン

カウンシルコンプリートフ
ロアブル

トリアファモン

トリアファモン

フェンキノトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

除草剤名
(商品名)

分
類

◎

一
発
剤

直
播
栽
培
用
除
草
剤

4.0
葉期
まで

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

◎ ◎

◎

◎ ◎ －

2.5
葉期
まで

◎

－

◎

有効成分

藻類、表層剥離、ウキクサに有効

トップガンＲ１キロ粒剤

◎

2.0
葉期
まで

オサキニ１キロ粒剤 ◎ ◎ ×

◎ ◎

◎ ◎

トップガンＲ豆つぶ250

イネキングフロアブル

◎ －プライオリティ豆つぶ250 ◎

◎◎

－

◎ ○ ◎ ○

○
～
◎

－

－
○
～
◎

－

－ －
○
～
◎

－
□
～
○

○
～
◎

◎ －

－

多年生雑草及びその他の主要雑草

◎ ○
○
～
◎

□

◎

◎ ○

－

－

◎

○

○
～
◎

◎

－

○
～
◎

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

中
期
除
草
剤

中
・
後
期
除
草
剤

ピリミノバックメチル

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

5.0
葉期
まで

クリンチャーバスＭＥ液剤

ワイドパワー粒剤

◎

－◎

◎

◎

◎

◎

－

◎ －

◎

◎
○
～
◎

◎◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○
～
◎

－

◎ － －
○
～
◎

◎◎ ◎

－ － － － － － －

－

○
～
◎

－

◎

◎○

◎ ◎ ◎

一年生雑草

－ － －

－○
○
～
◎

◎◎◎◎

－

－

3.0
葉期
まで

◎

トップガンＲフロアブル

◎

除草効果一覧

4.0
葉期
まで

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ ◎ ◎ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤5 －

－除草剤4－ －除草剤5－

水稲
水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用初期, 中期処理剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

ピラクロニル

フルセトスルフロン

メソトリオン

シクロピリモレート

ジャスタフロアブル ピラゾレート

トリアファモン

カウントダウン１キロ粒剤 トリアファモン

フェンキノトリオン

フェントラザミド

オキサジアゾン

ブタクロール

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

ソルネット１キロ粒剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － □ － － －

エリジャン乳剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － － － － －

ピリブチカルブ

ブロモブチド

ベンゾフェナップ

ダイムロン

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

マーシェット粒剤５ ブタクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
□
～
○

－ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

シハロホップブチル

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

アジムスルフロン

ピリフタリド

メソトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

一
発
剤

分
類

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草

◎
〇
～
◎

◎ ◎
○
～
◎

□
～
○

◎

□

○

◎

◎

◎ ◎ ◎ －

－ －

◎ ◎ － －

－ －

□ － □◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎テマカットフロアブル ◎ ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ － ○ －

×○ － ○ ×

－ －

－

◎

○

－

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

オシオキＭＸ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎

3.5
葉期
まで

－

◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎

○
～
◎

○
～
◎

○ △ －

◎

◎

□
～
〇

○
～
◎

◎ ◎

◎

◎

◎◎ ◎

◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎

◎
□
～
○

◎
○
～
◎

デルカット乳剤

ザーベックスＳＭ粒剤

ショキニー250グラム

3.0
葉期
まで

ザーベックスＤＸ１キロ粒
剤

ショキニーフロアブル

シーゼットフロアブル

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

センイチＭＸ１キロ粒剤

中
期
除
草
剤

3.0
葉期
まで ◎

○

○

◎ － － － － －ペントキサゾン ◎ ◎ ◎

◎

2.5
葉期
まで

○

カウンシルエナジー１キロ
粒剤

初
期
除
草
剤

－

発生
始

1.0
葉期
まで

◎ ◎

◎ ◎

○ ○ －

－ 除草剤4 －

水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用中期, 中・後期除草剤、直播栽培用一発剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎

バサグラン・エアー１キロ
粒剤

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

ヒエクリーン１キロ粒剤

ワンステージ１キロ粒剤

ベンタゾンナトリウム塩

ピリミノバックメチル

ペノキススラム

ベンタゾンナトリウム塩

フロルピラウキシフェンベンジル

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩
そ

の

他
－ モゲトンジャンボ ＡＣＮ

育
苗
期

3.0
葉期
まで

クリンチャーＥＷ シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル ○

ピラゾレート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ～ － ◎ －

ベンゾビシクロン ◎

イマゾスルフロン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ボデーガードプロフロアブ
ル

テフリルトリオン

カウンシルコンプリートフ
ロアブル

トリアファモン

トリアファモン

フェンキノトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

除草剤名
(商品名)

分
類

◎

一
発
剤

直
播
栽
培
用
除
草
剤

4.0
葉期
まで

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

◎ ◎

◎

◎ ◎ －

2.5
葉期
まで

◎

－

◎

有効成分

藻類、表層剥離、ウキクサに有効

トップガンＲ１キロ粒剤

◎

2.0
葉期
まで

オサキニ１キロ粒剤 ◎ ◎ ×

◎ ◎

◎ ◎

トップガンＲ豆つぶ250

イネキングフロアブル

◎ －プライオリティ豆つぶ250 ◎

◎◎

－

◎ ○ ◎ ○

○
～
◎

－

－
○
～
◎

－

－ －
○
～
◎

－
□
～
○

○
～
◎

◎ －

－

多年生雑草及びその他の主要雑草

◎ ○
○
～
◎

□

◎

◎ ○

－

－

◎

○

○
～
◎

◎

－

○
～
◎

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

中
期
除
草
剤

中
・
後
期
除
草
剤

ピリミノバックメチル

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

5.0
葉期
まで

クリンチャーバスＭＥ液剤

ワイドパワー粒剤

◎

－◎

◎

◎

◎

◎

－

◎ －

◎

◎
○
～
◎

◎◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○
～
◎

－

◎ － －
○
～
◎

◎◎ ◎

－ － － － － － －

－

○
～
◎

－

◎

◎○

◎ ◎ ◎

一年生雑草

－ － －

－○
○
～
◎

◎◎◎◎

－

－

3.0
葉期
まで

◎

トップガンＲフロアブル

◎

除草効果一覧

4.0
葉期
まで

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ ◎ ◎ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤5 －

－除草剤4－ －除草剤5－

水稲
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水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用初期, 中期処理剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

ピラクロニル

フルセトスルフロン

メソトリオン

シクロピリモレート

ジャスタフロアブル ピラゾレート

トリアファモン

カウントダウン１キロ粒剤 トリアファモン

フェンキノトリオン

フェントラザミド

オキサジアゾン

ブタクロール

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

ソルネット１キロ粒剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － □ － － －

エリジャン乳剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － － － － －

ピリブチカルブ

ブロモブチド

ベンゾフェナップ

ダイムロン

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

マーシェット粒剤５ ブタクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
□
～
○

－ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

シハロホップブチル

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

アジムスルフロン

ピリフタリド

メソトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

一
発
剤

分
類

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草

◎
〇
～
◎

◎ ◎
○
～
◎

□
～
○

◎

□

○

◎

◎

◎ ◎ ◎ －

－ －

◎ ◎ － －

－ －

□ － □◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎テマカットフロアブル ◎ ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ － ○ －

×○ － ○ ×

－ －

－

◎

○

－

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

オシオキＭＸ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎

3.5
葉期
まで

－

◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎

○
～
◎

○
～
◎

○ △ －

◎

◎

□
～
〇

○
～
◎

◎ ◎

◎

◎

◎◎ ◎

◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎

◎
□
～
○

◎
○
～
◎

デルカット乳剤

ザーベックスＳＭ粒剤

ショキニー250グラム

3.0
葉期
まで

ザーベックスＤＸ１キロ粒
剤

ショキニーフロアブル

シーゼットフロアブル

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

センイチＭＸ１キロ粒剤

中
期
除
草
剤

3.0
葉期
まで ◎

○

○

◎ － － － － －ペントキサゾン ◎ ◎ ◎

◎

2.5
葉期
まで

○

カウンシルエナジー１キロ
粒剤

初
期
除
草
剤

－

発生
始

1.0
葉期
まで

◎ ◎

◎ ◎

○ ○ －

－ 除草剤4 －

水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用中期, 中・後期除草剤、直播栽培用一発剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎

バサグラン・エアー１キロ
粒剤

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

ヒエクリーン１キロ粒剤

ワンステージ１キロ粒剤

ベンタゾンナトリウム塩

ピリミノバックメチル

ペノキススラム

ベンタゾンナトリウム塩

フロルピラウキシフェンベンジル

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩
そ

の

他
－ モゲトンジャンボ ＡＣＮ

育
苗
期

3.0
葉期
まで

クリンチャーＥＷ シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル ○

ピラゾレート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ～ － ◎ －

ベンゾビシクロン ◎

イマゾスルフロン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ボデーガードプロフロアブ
ル

テフリルトリオン

カウンシルコンプリートフ
ロアブル

トリアファモン

トリアファモン

フェンキノトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

除草剤名
(商品名)

分
類

◎

一
発
剤

直
播
栽
培
用
除
草
剤

4.0
葉期
まで

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

◎ ◎

◎

◎ ◎ －

2.5
葉期
まで

◎

－

◎

有効成分

藻類、表層剥離、ウキクサに有効

トップガンＲ１キロ粒剤

◎

2.0
葉期
まで

オサキニ１キロ粒剤 ◎ ◎ ×

◎ ◎

◎ ◎

トップガンＲ豆つぶ250

イネキングフロアブル

◎ －プライオリティ豆つぶ250 ◎

◎◎

－

◎ ○ ◎ ○

○
～
◎

－

－
○
～
◎

－

－ －
○
～
◎

－
□
～
○

○
～
◎

◎ －

－

多年生雑草及びその他の主要雑草

◎ ○
○
～
◎

□

◎

◎ ○

－

－

◎

○

○
～
◎

◎

－

○
～
◎

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

中
期
除
草
剤

中
・
後
期
除
草
剤

ピリミノバックメチル

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

5.0
葉期
まで

クリンチャーバスＭＥ液剤

ワイドパワー粒剤

◎

－◎

◎

◎

◎

◎

－

◎ －

◎

◎
○
～
◎

◎◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○
～
◎

－

◎ － －
○
～
◎

◎◎ ◎

－ － － － － － －

－

○
～
◎

－

◎

◎○

◎ ◎ ◎

一年生雑草

－ － －

－○
○
～
◎

◎◎◎◎

－

－

3.0
葉期
まで

◎

トップガンＲフロアブル

◎

除草効果一覧

4.0
葉期
まで

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ ◎ ◎ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤5 －

－除草剤4－ －除草剤5－

水稲
水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用初期, 中期処理剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

ピラクロニル

フルセトスルフロン

メソトリオン

シクロピリモレート

ジャスタフロアブル ピラゾレート

トリアファモン

カウントダウン１キロ粒剤 トリアファモン

フェンキノトリオン

フェントラザミド

オキサジアゾン

ブタクロール

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

ソルネット１キロ粒剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － □ － － －

エリジャン乳剤 プレチラクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ － － － － －

ピリブチカルブ

ブロモブチド

ベンゾフェナップ

ダイムロン

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

ブロモブチド

ペントキサゾン

マーシェット粒剤５ ブタクロール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
□
～
○

－ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － ◎

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

シハロホップブチル

シメトリン

ベンフレセート

ＭＣＰＢエチル

アジムスルフロン

ピリフタリド

メソトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

一
発
剤

分
類

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

有効成分

除草効果一覧
一年生雑草 多年生雑草及びその他の主要雑草

◎
〇
～
◎

◎ ◎
○
～
◎

□
～
○

◎

□

○

◎

◎

◎ ◎ ◎ －

－ －

◎ ◎ － －

－ －

□ － □◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎テマカットフロアブル ◎ ◎ ◎

○

◎ ◎ ◎ － ○ －

×○ － ○ ×

－ －

－

◎

○

－

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

オシオキＭＸ１キロ粒剤 ◎ ◎ ◎ ◎

3.5
葉期
まで

－

◎ ◎ ◎ ◎ ○

◎

○
～
◎

○
～
◎

○ △ －

◎

◎

□
～
〇

○
～
◎

◎ ◎

◎

◎

◎◎ ◎

◎
○
～
◎

◎ ◎ ◎

◎
□
～
○

◎
○
～
◎

デルカット乳剤

ザーベックスＳＭ粒剤

ショキニー250グラム

3.0
葉期
まで

ザーベックスＤＸ１キロ粒
剤

ショキニーフロアブル

シーゼットフロアブル

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

センイチＭＸ１キロ粒剤

中
期
除
草
剤

3.0
葉期
まで ◎

○

○

◎ － － － － －ペントキサゾン ◎ ◎ ◎

◎

2.5
葉期
まで

○

カウンシルエナジー１キロ
粒剤

初
期
除
草
剤

－

発生
始

1.0
葉期
まで

◎ ◎

◎ ◎

○ ○ －

－ 除草剤4 －

水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(移植栽培用中期, 中・後期除草剤、直播栽培用一発剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎

バサグラン・エアー１キロ
粒剤

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

ヒエクリーン１キロ粒剤

ワンステージ１キロ粒剤

ベンタゾンナトリウム塩

ピリミノバックメチル

ペノキススラム

ベンタゾンナトリウム塩

フロルピラウキシフェンベンジル

ペノキススラム

ベンゾビシクロン

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩
そ

の

他
－ モゲトンジャンボ ＡＣＮ

育
苗
期

3.0
葉期
まで

クリンチャーＥＷ シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピラクロニル ○

ピラゾレート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ～ － ◎ －

ベンゾビシクロン ◎

イマゾスルフロン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ピリミノバックメチル

ブロモブチド

ベンスルフロンメチル

ペントキサゾン

ボデーガードプロフロアブ
ル

テフリルトリオン

カウンシルコンプリートフ
ロアブル

トリアファモン

トリアファモン

フェンキノトリオン

注）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

移
植
栽
培
用
除
草
剤

除草剤名
(商品名)

分
類

◎

一
発
剤

直
播
栽
培
用
除
草
剤

4.0
葉期
まで

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

◎ ◎

◎

◎ ◎ －

2.5
葉期
まで

◎

－

◎

有効成分

藻類、表層剥離、ウキクサに有効

トップガンＲ１キロ粒剤

◎

2.0
葉期
まで

オサキニ１キロ粒剤 ◎ ◎ ×

◎ ◎

◎ ◎

トップガンＲ豆つぶ250

イネキングフロアブル

◎ －プライオリティ豆つぶ250 ◎

◎◎

－

◎ ○ ◎ ○

○
～
◎

－

－
○
～
◎

－

－ －
○
～
◎

－
□
～
○

○
～
◎

◎ －

－

多年生雑草及びその他の主要雑草

◎ ○
○
～
◎

□

◎

◎ ○

－

－

◎

○

○
～
◎

◎

－

○
～
◎

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

中
期
除
草
剤

中
・
後
期
除
草
剤

ピリミノバックメチル

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

5.0
葉期
まで

クリンチャーバスＭＥ液剤

ワイドパワー粒剤

◎

－◎

◎

◎

◎

◎

－

◎ －

◎

◎
○
～
◎

◎◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○
～
◎

－

◎ － －
○
～
◎

◎◎ ◎

－ － － － － － －

－

○
～
◎

－

◎

◎○

◎ ◎ ◎

一年生雑草

－ － －

－○
○
～
◎

◎◎◎◎

－

－

3.0
葉期
まで

◎

トップガンＲフロアブル

◎

除草効果一覧

4.0
葉期
まで

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ ◎ ◎ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤5 －

－除草剤4－ －除草剤5－

水稲

327



水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(直播栽培用初期, 中・後期除草剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

ダイムロン

ペントキサゾン

イネ
出芽
前ま
で マーシェット乳剤 ブタクロール

○
～
◎

○
～
◎
(注
２)

生育
期

ラウンドアップマックス
ロード

グリホサートカリウム塩 ◎ ○

4.0
葉期
まで

ノミニー液剤 ビスピリバックナトリウム塩 ◎ ◎ － － － － － － － －

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
○
～
◎

－ － －

ピリミノバックメチル

ベンタゾンナトリウム塩

3～4
葉期
まで

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩

ダイムロン

ペノキススラム

注１）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

注２）マーシェット乳剤の一年生広葉雑草はイボクサ、タデ類、アブラナ科を指す。

中
・
後
期
除
草
剤

3.5
葉期
まで

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

◎ ◎

（雑草茎葉散布又は全面
　散布）

初
期
除
草
剤

◎

代か
き後
～
は種
7日前
まで

テマカットフロアブル
○
～
◎

－

シハロホップブチル － －

－

分
類

直
播
栽
培
用
除
草
剤

－ □

クリンチャーバスＭＥ液剤 ◎ ◎

◎ ◎ ◎ － －

◎

◎◎ ◎ － －

◎ ◎ ◎ ◎ －－ －

－ －

除草効果一覧
一年生雑草

－

－－

◎ －

－－ － － － －

－ －－－

多年生雑草及びその他の主要雑草

－

□

5.0
葉期
まで

□

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

ワイドアタックＤ１キロ粒
剤

◎ ◎

有効成分

－ 除草剤6 －

水稲

(2)　水稲除草剤使用方法

ア　使用上の注意

1

2

3

4

5

6

7

8

9 無人航空機による薬剤の散布にあたっては、次の点に留意する。

10　個別の除草剤の注意事項は、次のイ～エを参照する。

イ　移植栽培用除草剤

使用時期

一
発
剤

移植時

トップガンＲ豆つぶ250

イッポンフロアブル

バッチリ１キロ粒剤

バッチリＬＸ１キロ粒剤

バッチリＬＸジャンボ

バッチリＬＸ400ＦＧ

デルタアタック１キロ粒剤

デルタアタックジャンボ

デルタアタック400ＦＧ

ベッカク豆つぶ250

アカツキ豆つぶ250

トップガンＲフロアブル 移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

ベッカク１キロ粒剤

キマリテフロアブル

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ豆つぶ250は極端な深水条件では葉鞘褐変を生じる
　ことがある。（ペントキサゾンの薬害）
②　バッチリ１キロ粒剤及びイッポンフロアブルは、減水深が大き
　いところでは、残効期間が短くなる。

トップガンＲ１キロ粒剤

①　葉鞘褐変を生じることがある。（ピラクロニルの薬害）コメット１キロ粒剤

移植後３日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

アッパレＺフロアブル

シグナスフロアブル

移植直後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ１キロ粒剤及びトップガンＲフロアブルは極端な
　深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペントキサゾンの
　薬害）

移植後５日～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

メガゼータフロアブル

植代の整地均平は丁寧に行い、水管理に注意し、除草剤の使用適期、散布量を守り、散布ムラのない場合に高い除草効果が得られ
る。極端な浅植えや浮苗の多い水田、漏水田及び掛け流し田では、除草効果が得られにくく、薬害が発生しやすいので使用しな
い。

フロアブル剤は圃場条件、水管理等で効果が変動しやすいので、植代後の凹凸が少なく、適切な水管理のできる圃場で使用する。
手振り散布の場合は、幅20m以内の圃場では両側の畦畔からの散布で処理が可能である。水口一括処理は、圃場に入水開始後に原液
を水口に一括施用する。

ジャンボ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、パックのまま10a当たり10個の割合で、均等に投げ入れる。パックに使
用しているフィルムは水溶性なので、濡れた手で作業したり、雨で破かないよう注意する。また、藻類や表層剥離が多発している
場合、拡散が不十分となり効果が劣る場合があるので使用しない。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを超
える場合は、畦畔からの投げ込みに加え更に圃場の中からも投げ込みを行う。

豆つぶ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、散布後３～４日間は水深を３～５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け
流しは行わない。吸湿性があるため、散布時に降雨の場合には濡れないように注意して散布し、濡れた手で扱わない。その他は
ジャンボ剤に準ずる。

トップガンＲ１キロ粒剤

水管理は除草剤散布後の掛け流しは避け、稚苗移植は３cm前後、中成苗移植は４～５cmの水深とし、散布後３～４日間は水深３～
５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。散布後は、押水かんがいにより水温の上昇を図り、除草剤の特性にあっ
た水管理を行う。また、薬害発生のおそれがあるので、極端な深水や水深が３cmに満たない条件では使用しない。

田植前に使用できる除草剤であっても、田植前の落水による除草効果の低下や河川への流出を防ぐため、極力田植後に使用する。
田植前に使用する場合は田植時に落水しないよう、代かき時(散布時)に必要以上の水を水田に入れない。

顆粒水和剤の調製(希釈)は散布当日に行い、所定量の水に溶かして使用する。これらの剤は畦畔からの散布が可能であり、薬液の
飛距離が長い手動加圧機や、手振散布用のボトルが市販されている。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを
超える場合は、畦畔散布に加え更に圃場内中央に一条散布する。

植代～移植までの日数が10日以上と長くなる場合は、初期除草剤と一発剤との体系処理も有効である。

除草剤名

①　薬剤の散布は使用機種の使用基準に従って実施すること。

②　顆粒水和剤及びフロアブル剤の滴下に当たっては、散布装置にノズルを使用しないこと。

③　粒剤の散布には、散布機種に適合した散布装置を使用すること。

④　顆粒水和剤及びフロアブル剤は作業中、薬液が漏れないように機体の配管その他装置の十分な点検を行うこと。

⑤　粒剤散布装置については、事前に薬剤の物理性に合わせてメタリング開度を調整するとともに、当該水田周辺部への飛散防止
　　のため散布装置のインペラ(スピンナ)の回転数を低速に調整すること。

参考及び注意事項

①　田植同時散布機で散布を行う。
②　極端な深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペント
　キサゾンの薬害）

⑥　顆粒水和剤及びフロアブル剤では、隣接する圃場に水稲以外の作物が栽培されている場合は、無人航空機による本剤の滴下は
　　行わないこと

－ 除草剤7 －－除草剤6－ －除草剤7－

水稲
水稲

(1)　水稲除草剤有効成分表(直播栽培用初期, 中・後期除草剤）

ノ
ビ
エ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

一
年
生
広
葉

マ
ツ
バ
イ

ホ
タ
ル
イ

ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ

オ
モ
ダ
カ

ミ
ズ
ガ
ヤ
ツ
リ

ク
ロ
グ
ワ
イ

ヒ
ル
ム
シ
ロ

シ
ズ
イ

ダイムロン

ペントキサゾン

イネ
出芽
前ま
で マーシェット乳剤 ブタクロール

○
～
◎

○
～
◎
(注
２)

生育
期

ラウンドアップマックス
ロード

グリホサートカリウム塩 ◎ ○

4.0
葉期
まで

ノミニー液剤 ビスピリバックナトリウム塩 ◎ ◎ － － － － － － － －

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
○
～
◎

－ － －

ピリミノバックメチル

ベンタゾンナトリウム塩

3～4
葉期
まで

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩

ダイムロン

ペノキススラム

注１）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

注２）マーシェット乳剤の一年生広葉雑草はイボクサ、タデ類、アブラナ科を指す。

中
・
後
期
除
草
剤

3.5
葉期
まで

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

◎ ◎

（雑草茎葉散布又は全面
　散布）

初
期
除
草
剤

◎

代か
き後
～
は種
7日前
まで

テマカットフロアブル
○
～
◎

－

シハロホップブチル － －

－

分
類

直
播
栽
培
用
除
草
剤

－ □

クリンチャーバスＭＥ液剤 ◎ ◎

◎ ◎ ◎ － －

◎

◎◎ ◎ － －

◎ ◎ ◎ ◎ －－ －

－ －

除草効果一覧
一年生雑草

－

－－

◎ －

－－ － － － －

－ －－－

多年生雑草及びその他の主要雑草

－

□

5.0
葉期
まで

□

ノ
ビ
エ
の
葉
齢

除草剤名
(商品名)

ワイドアタックＤ１キロ粒
剤

◎ ◎

有効成分

－ 除草剤6 －

水稲

(2)　水稲除草剤使用方法

ア　使用上の注意

1

2

3

4

5

6

7

8

9 無人航空機による薬剤の散布にあたっては、次の点に留意する。

10　個別の除草剤の注意事項は、次のイ～エを参照する。

イ　移植栽培用除草剤

使用時期

一
発
剤

移植時

トップガンＲ豆つぶ250

イッポンフロアブル

バッチリ１キロ粒剤

バッチリＬＸ１キロ粒剤

バッチリＬＸジャンボ

バッチリＬＸ400ＦＧ

デルタアタック１キロ粒剤

デルタアタックジャンボ

デルタアタック400ＦＧ

ベッカク豆つぶ250

アカツキ豆つぶ250

トップガンＲフロアブル 移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

ベッカク１キロ粒剤

キマリテフロアブル

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ豆つぶ250は極端な深水条件では葉鞘褐変を生じる
　ことがある。（ペントキサゾンの薬害）
②　バッチリ１キロ粒剤及びイッポンフロアブルは、減水深が大き
　いところでは、残効期間が短くなる。

トップガンＲ１キロ粒剤

①　葉鞘褐変を生じることがある。（ピラクロニルの薬害）コメット１キロ粒剤

移植後３日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

アッパレＺフロアブル

シグナスフロアブル

移植直後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ１キロ粒剤及びトップガンＲフロアブルは極端な
　深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペントキサゾンの
　薬害）

移植後５日～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

メガゼータフロアブル

植代の整地均平は丁寧に行い、水管理に注意し、除草剤の使用適期、散布量を守り、散布ムラのない場合に高い除草効果が得られ
る。極端な浅植えや浮苗の多い水田、漏水田及び掛け流し田では、除草効果が得られにくく、薬害が発生しやすいので使用しな
い。

フロアブル剤は圃場条件、水管理等で効果が変動しやすいので、植代後の凹凸が少なく、適切な水管理のできる圃場で使用する。
手振り散布の場合は、幅20m以内の圃場では両側の畦畔からの散布で処理が可能である。水口一括処理は、圃場に入水開始後に原液
を水口に一括施用する。

ジャンボ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、パックのまま10a当たり10個の割合で、均等に投げ入れる。パックに使
用しているフィルムは水溶性なので、濡れた手で作業したり、雨で破かないよう注意する。また、藻類や表層剥離が多発している
場合、拡散が不十分となり効果が劣る場合があるので使用しない。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを超
える場合は、畦畔からの投げ込みに加え更に圃場の中からも投げ込みを行う。

豆つぶ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、散布後３～４日間は水深を３～５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け
流しは行わない。吸湿性があるため、散布時に降雨の場合には濡れないように注意して散布し、濡れた手で扱わない。その他は
ジャンボ剤に準ずる。

トップガンＲ１キロ粒剤

水管理は除草剤散布後の掛け流しは避け、稚苗移植は３cm前後、中成苗移植は４～５cmの水深とし、散布後３～４日間は水深３～
５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。散布後は、押水かんがいにより水温の上昇を図り、除草剤の特性にあっ
た水管理を行う。また、薬害発生のおそれがあるので、極端な深水や水深が３cmに満たない条件では使用しない。

田植前に使用できる除草剤であっても、田植前の落水による除草効果の低下や河川への流出を防ぐため、極力田植後に使用する。
田植前に使用する場合は田植時に落水しないよう、代かき時(散布時)に必要以上の水を水田に入れない。

顆粒水和剤の調製(希釈)は散布当日に行い、所定量の水に溶かして使用する。これらの剤は畦畔からの散布が可能であり、薬液の
飛距離が長い手動加圧機や、手振散布用のボトルが市販されている。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを
超える場合は、畦畔散布に加え更に圃場内中央に一条散布する。

植代～移植までの日数が10日以上と長くなる場合は、初期除草剤と一発剤との体系処理も有効である。

除草剤名

①　薬剤の散布は使用機種の使用基準に従って実施すること。

②　顆粒水和剤及びフロアブル剤の滴下に当たっては、散布装置にノズルを使用しないこと。

③　粒剤の散布には、散布機種に適合した散布装置を使用すること。

④　顆粒水和剤及びフロアブル剤は作業中、薬液が漏れないように機体の配管その他装置の十分な点検を行うこと。

⑤　粒剤散布装置については、事前に薬剤の物理性に合わせてメタリング開度を調整するとともに、当該水田周辺部への飛散防止
　　のため散布装置のインペラ(スピンナ)の回転数を低速に調整すること。

参考及び注意事項

①　田植同時散布機で散布を行う。
②　極端な深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペント
　キサゾンの薬害）

⑥　顆粒水和剤及びフロアブル剤では、隣接する圃場に水稲以外の作物が栽培されている場合は、無人航空機による本剤の滴下は
　　行わないこと

－ 除草剤7 －－除草剤6－ －除草剤7－
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(1)　水稲除草剤有効成分表(直播栽培用初期, 中・後期除草剤）
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ペントキサゾン

イネ
出芽
前ま
で マーシェット乳剤 ブタクロール

○
～
◎

○
～
◎
(注
２)

生育
期

ラウンドアップマックス
ロード

グリホサートカリウム塩 ◎ ○

4.0
葉期
まで

ノミニー液剤 ビスピリバックナトリウム塩 ◎ ◎ － － － － － － － －

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
○
～
◎

－ － －

ピリミノバックメチル

ベンタゾンナトリウム塩

3～4
葉期
まで

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩

ダイムロン

ペノキススラム

注１）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

注２）マーシェット乳剤の一年生広葉雑草はイボクサ、タデ類、アブラナ科を指す。

中
・
後
期
除
草
剤

3.5
葉期
まで

ヒエクリーンバサグラン粒
剤

◎ ◎

（雑草茎葉散布又は全面
　散布）

初
期
除
草
剤

◎

代か
き後
～
は種
7日前
まで

テマカットフロアブル
○
～
◎

－

シハロホップブチル － －

－

分
類

直
播
栽
培
用
除
草
剤

－ □
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◎

◎◎ ◎ － －

◎ ◎ ◎ ◎ －－ －

－ －

除草効果一覧
一年生雑草

－

－－

◎ －

－－ － － － －

－ －－－

多年生雑草及びその他の主要雑草

－

□

5.0
葉期
まで

□

ノ
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エ
の
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齢

除草剤名
(商品名)

ワイドアタックＤ１キロ粒
剤

◎ ◎

有効成分

－ 除草剤6 －
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(2)　水稲除草剤使用方法

ア　使用上の注意

1

2

3

4

5

6

7

8

9 無人航空機による薬剤の散布にあたっては、次の点に留意する。

10　個別の除草剤の注意事項は、次のイ～エを参照する。

イ　移植栽培用除草剤

使用時期

一
発
剤

移植時

トップガンＲ豆つぶ250

イッポンフロアブル

バッチリ１キロ粒剤

バッチリＬＸ１キロ粒剤

バッチリＬＸジャンボ

バッチリＬＸ400ＦＧ

デルタアタック１キロ粒剤

デルタアタックジャンボ

デルタアタック400ＦＧ

ベッカク豆つぶ250

アカツキ豆つぶ250

トップガンＲフロアブル 移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

ベッカク１キロ粒剤

キマリテフロアブル

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ豆つぶ250は極端な深水条件では葉鞘褐変を生じる
　ことがある。（ペントキサゾンの薬害）
②　バッチリ１キロ粒剤及びイッポンフロアブルは、減水深が大き
　いところでは、残効期間が短くなる。

トップガンＲ１キロ粒剤

①　葉鞘褐変を生じることがある。（ピラクロニルの薬害）コメット１キロ粒剤

移植後３日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

アッパレＺフロアブル

シグナスフロアブル

移植直後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ１キロ粒剤及びトップガンＲフロアブルは極端な
　深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペントキサゾンの
　薬害）

移植後５日～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

メガゼータフロアブル

植代の整地均平は丁寧に行い、水管理に注意し、除草剤の使用適期、散布量を守り、散布ムラのない場合に高い除草効果が得られ
る。極端な浅植えや浮苗の多い水田、漏水田及び掛け流し田では、除草効果が得られにくく、薬害が発生しやすいので使用しな
い。

フロアブル剤は圃場条件、水管理等で効果が変動しやすいので、植代後の凹凸が少なく、適切な水管理のできる圃場で使用する。
手振り散布の場合は、幅20m以内の圃場では両側の畦畔からの散布で処理が可能である。水口一括処理は、圃場に入水開始後に原液
を水口に一括施用する。

ジャンボ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、パックのまま10a当たり10個の割合で、均等に投げ入れる。パックに使
用しているフィルムは水溶性なので、濡れた手で作業したり、雨で破かないよう注意する。また、藻類や表層剥離が多発している
場合、拡散が不十分となり効果が劣る場合があるので使用しない。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを超
える場合は、畦畔からの投げ込みに加え更に圃場の中からも投げ込みを行う。

豆つぶ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、散布後３～４日間は水深を３～５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け
流しは行わない。吸湿性があるため、散布時に降雨の場合には濡れないように注意して散布し、濡れた手で扱わない。その他は
ジャンボ剤に準ずる。

トップガンＲ１キロ粒剤

水管理は除草剤散布後の掛け流しは避け、稚苗移植は３cm前後、中成苗移植は４～５cmの水深とし、散布後３～４日間は水深３～
５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。散布後は、押水かんがいにより水温の上昇を図り、除草剤の特性にあっ
た水管理を行う。また、薬害発生のおそれがあるので、極端な深水や水深が３cmに満たない条件では使用しない。

田植前に使用できる除草剤であっても、田植前の落水による除草効果の低下や河川への流出を防ぐため、極力田植後に使用する。
田植前に使用する場合は田植時に落水しないよう、代かき時(散布時)に必要以上の水を水田に入れない。

顆粒水和剤の調製(希釈)は散布当日に行い、所定量の水に溶かして使用する。これらの剤は畦畔からの散布が可能であり、薬液の
飛距離が長い手動加圧機や、手振散布用のボトルが市販されている。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを
超える場合は、畦畔散布に加え更に圃場内中央に一条散布する。

植代～移植までの日数が10日以上と長くなる場合は、初期除草剤と一発剤との体系処理も有効である。

除草剤名

①　薬剤の散布は使用機種の使用基準に従って実施すること。

②　顆粒水和剤及びフロアブル剤の滴下に当たっては、散布装置にノズルを使用しないこと。

③　粒剤の散布には、散布機種に適合した散布装置を使用すること。

④　顆粒水和剤及びフロアブル剤は作業中、薬液が漏れないように機体の配管その他装置の十分な点検を行うこと。

⑤　粒剤散布装置については、事前に薬剤の物理性に合わせてメタリング開度を調整するとともに、当該水田周辺部への飛散防止
　　のため散布装置のインペラ(スピンナ)の回転数を低速に調整すること。

参考及び注意事項

①　田植同時散布機で散布を行う。
②　極端な深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペント
　キサゾンの薬害）

⑥　顆粒水和剤及びフロアブル剤では、隣接する圃場に水稲以外の作物が栽培されている場合は、無人航空機による本剤の滴下は
　　行わないこと

－ 除草剤7 －－除草剤6－ －除草剤7－
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(1)　水稲除草剤有効成分表(直播栽培用初期, 中・後期除草剤）
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4.0
葉期
まで

ノミニー液剤 ビスピリバックナトリウム塩 ◎ ◎ － － － － － － － －

－
バサグラン液剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － －

－
バサグラン粒剤（ナトリウ
ム塩）

ベンタゾンナトリウム塩 － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －
○
～
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－ － －

ピリミノバックメチル

ベンタゾンナトリウム塩

3～4
葉期
まで

クリンチャー１キロ粒剤 シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

4.5
葉期
まで

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

シハロホップブチル ◎ － － － － － － － － － －

クリンチャーＥＷ

シハロホップブチル

ベンタゾンナトリウム塩

ダイムロン

ペノキススラム

注１）除草効果：◎極大、○大、□中、△小、×小～無、－登録なし、空欄は除草効果の確認ができなかったもの。

注２）マーシェット乳剤の一年生広葉雑草はイボクサ、タデ類、アブラナ科を指す。
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(2)　水稲除草剤使用方法

ア　使用上の注意

1

2

3

4

5

6

7

8

9 無人航空機による薬剤の散布にあたっては、次の点に留意する。

10　個別の除草剤の注意事項は、次のイ～エを参照する。

イ　移植栽培用除草剤

使用時期

一
発
剤

移植時

トップガンＲ豆つぶ250

イッポンフロアブル

バッチリ１キロ粒剤

バッチリＬＸ１キロ粒剤

バッチリＬＸジャンボ

バッチリＬＸ400ＦＧ

デルタアタック１キロ粒剤

デルタアタックジャンボ

デルタアタック400ＦＧ

ベッカク豆つぶ250

アカツキ豆つぶ250

トップガンＲフロアブル 移植後５日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

ベッカク１キロ粒剤

キマリテフロアブル

移植直後～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ豆つぶ250は極端な深水条件では葉鞘褐変を生じる
　ことがある。（ペントキサゾンの薬害）
②　バッチリ１キロ粒剤及びイッポンフロアブルは、減水深が大き
　いところでは、残効期間が短くなる。

トップガンＲ１キロ粒剤

①　葉鞘褐変を生じることがある。（ピラクロニルの薬害）コメット１キロ粒剤

移植後３日～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

アッパレＺフロアブル

シグナスフロアブル

移植直後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し移植後30日まで)

①　トップガンＲ１キロ粒剤及びトップガンＲフロアブルは極端な
　深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペントキサゾンの
　薬害）

移植後５日～
ノビエ2.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

メガゼータフロアブル

植代の整地均平は丁寧に行い、水管理に注意し、除草剤の使用適期、散布量を守り、散布ムラのない場合に高い除草効果が得られ
る。極端な浅植えや浮苗の多い水田、漏水田及び掛け流し田では、除草効果が得られにくく、薬害が発生しやすいので使用しな
い。

フロアブル剤は圃場条件、水管理等で効果が変動しやすいので、植代後の凹凸が少なく、適切な水管理のできる圃場で使用する。
手振り散布の場合は、幅20m以内の圃場では両側の畦畔からの散布で処理が可能である。水口一括処理は、圃場に入水開始後に原液
を水口に一括施用する。

ジャンボ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、パックのまま10a当たり10個の割合で、均等に投げ入れる。パックに使
用しているフィルムは水溶性なので、濡れた手で作業したり、雨で破かないよう注意する。また、藻類や表層剥離が多発している
場合、拡散が不十分となり効果が劣る場合があるので使用しない。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを超
える場合は、畦畔からの投げ込みに加え更に圃場の中からも投げ込みを行う。

豆つぶ剤は、散布時の湛水深を５～６cmのやや深目とし、散布後３～４日間は水深を３～５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け
流しは行わない。吸湿性があるため、散布時に降雨の場合には濡れないように注意して散布し、濡れた手で扱わない。その他は
ジャンボ剤に準ずる。

トップガンＲ１キロ粒剤

水管理は除草剤散布後の掛け流しは避け、稚苗移植は３cm前後、中成苗移植は４～５cmの水深とし、散布後３～４日間は水深３～
５cmに保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。散布後は、押水かんがいにより水温の上昇を図り、除草剤の特性にあっ
た水管理を行う。また、薬害発生のおそれがあるので、極端な深水や水深が３cmに満たない条件では使用しない。

田植前に使用できる除草剤であっても、田植前の落水による除草効果の低下や河川への流出を防ぐため、極力田植後に使用する。
田植前に使用する場合は田植時に落水しないよう、代かき時(散布時)に必要以上の水を水田に入れない。

顆粒水和剤の調製(希釈)は散布当日に行い、所定量の水に溶かして使用する。これらの剤は畦畔からの散布が可能であり、薬液の
飛距離が長い手動加圧機や、手振散布用のボトルが市販されている。短幅30m以下の水田では畦畔からの散布のみでよいが、これを
超える場合は、畦畔散布に加え更に圃場内中央に一条散布する。

植代～移植までの日数が10日以上と長くなる場合は、初期除草剤と一発剤との体系処理も有効である。

除草剤名

①　薬剤の散布は使用機種の使用基準に従って実施すること。

②　顆粒水和剤及びフロアブル剤の滴下に当たっては、散布装置にノズルを使用しないこと。

③　粒剤の散布には、散布機種に適合した散布装置を使用すること。

④　顆粒水和剤及びフロアブル剤は作業中、薬液が漏れないように機体の配管その他装置の十分な点検を行うこと。

⑤　粒剤散布装置については、事前に薬剤の物理性に合わせてメタリング開度を調整するとともに、当該水田周辺部への飛散防止
　　のため散布装置のインペラ(スピンナ)の回転数を低速に調整すること。

参考及び注意事項

①　田植同時散布機で散布を行う。
②　極端な深水条件では葉鞘褐変を生じることがある。（ペント
　キサゾンの薬害）

⑥　顆粒水和剤及びフロアブル剤では、隣接する圃場に水稲以外の作物が栽培されている場合は、無人航空機による本剤の滴下は
　　行わないこと

－ 除草剤7 －－除草剤6－ －除草剤7－

水稲
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水稲

使用時期

移植直後～

ノビエ3.0葉期まで

（但し移植後30日まで）

カウンシルエナジー１キロ粒剤

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

参考及び注意事項

①　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、
　藻類、表層剥離(ヂブタ)にも有効。
②　ＭＣＰ類の混合剤(●印)は平均気温16℃以上、稲の葉齢５葉
　以上で使用する。
③　初期除草剤との体系で使用する。
④　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は
　30℃以上の高温が続くときには下葉枯れ、分げつ抑制などの薬
　害が生じやすいので使用に留意する。
⑤　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤など
　は散布後に田水面から薬剤が蒸発し気象条件などで滞留した場
　合や、散布時の飛散で、きゅうり、トマト、だいず畑などに薬
　害が生ずるおそれがあるので、隣接する水田で使用する場合は
　注意する。
⑥　ザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、とうもろこし、食用びえ、
 ソルガム等のイネ科作物及びキャベツにはかからないようにす
 る。また､散布後の水田水をかん水しない。

①　広葉雑草のみに有効な剤である。ノビエが混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　落水状態(足跡に水が残っている状態)にして散布し、散布後
　少なくとも３日間は入水しない。水を落とすことができない圃
　場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態(雑草が水
　面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそのままの
　状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水
　しない。
③　晴天の持続する時を選んで使用する。

移植後20日～30日
（ノビエ3.0葉期）まで

移植後20日～
ノビエ2.5葉期
(但し移植後30日まで)

①　ジャスタフロアブルはホタルイ多発条件で効果が劣る場合があ
　るため、残草に応じて中後期剤との体系防除を行う。

デルカット乳剤

移植後５日～
ノビエ3.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ジャスタフロアブル

①　ベクサーフロアブル、テマカットフロアブル、エ
　リジャン乳剤、デルカット乳剤、ショキニーフロアブル及びワン
　ベストフロアブルは手振り散布とする。機械散布は薬剤が土壌混
　和され、薬害が生じるおそれがあるので行わない。
②　ノビエ発生始期はノビエ1.0葉未満とする。
③　デルカット乳剤は整地板使用後の濁水状態で処理することによ
　り、より効果が安定する。
④　少量散布(300mℓ)では一発剤との体系とし、半量・通常量散布
　(500mℓ)では一発剤、又は中期剤との体系で使用する。

センイチＭＸ１キロ粒剤

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

シーゼットフロアブル

ショキニーフロアブル

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ発生始期
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植後３日～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代時(但し移植前７日
まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

移植後15～ノビエ4.0葉
期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後14日～
ノビエ3.5葉期
(但し移植後45日まで)

●ザーベックスＳＭ粒剤

一
発
剤

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

除草剤名

中
期
除
草
剤

ソルネット１キロ粒剤初
期
除
草
剤

エリジャン乳剤

カウントダウン１キロ粒剤

マーシェット粒剤５

テマカットフロアブル

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ショキニー250グラム

●ザーベックスＤＸ１キロ粒剤

オシオキＭＸ１キロ粒剤

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャー１キロ粒剤 ①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

－ 除草剤8 －

水稲

使用時期

中
・
後
期
除
草
剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

①移植後20日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(湛水散布または落水散
布)
②移植後20日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後15日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後20～30日
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

そ
の
他

ウキクサ類、アオミド
ロ・藻類による表層剥
離の発生時
(但し収穫45日前まで)

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水口・水尻を
　止めたまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態(水深３～５
　cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在するほ場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　減水深が大きい(２㎝/日よりも大きい)ほ場では、効果が劣る
　場合がある。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　初期剤、初中期一発剤との体系で使用する。
②　散布時は３～５cmの湛水状態にして水の出入りを止め、まき
　むらがないように均一に散布する。
③　使用後は３～５日間は湛水状態を保ち、使用後７日間は落水、
  かけ流しはしない。

除草剤名

バサグラン・エアー１キロ粒剤

クリンチャーＥＷ

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　散布時は落水状態にして水の出入りを止め、まきむらのがな
　いように均一に散布する。本剤使用後は３～５日間は落水状態
　を保ち、使用後７日間は落水、かけ流しはしない。
③　処理後２日以内に降雨があると、除草効果が低下するおそれ
　があるので、晴天が持続する際に使用する。

クリンチャーバスＭＥ液剤

モゲトンジャンボ

ヒエクリーンバサグラン粒剤

ワイドパワー粒剤

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　落水後均一散布し３日間は入水しない。水を落とすことが出
　来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態
　(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそ
　の状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落
　水しない。
③　希釈量:加圧散布機を使う場合は70～80ℓ/10a、無圧散布機は
　100ℓ/10a

参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場では、
　それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャーＥＷは、落水又は湛水状態で散布を行う。湛水
　状態で散布する場合、散布後３～４日間は通常の湛水状態(水深
　３～５cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　クリンチャーＥＷは展着剤を加えて使用し、散布液の調製は散
　布当日に行う。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「湛水散布又は落水散布」で
　は25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　可能な限り落水条件で散布し、散布後少なくとも３日間はそ
　のままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落
　とすことが出来ないほ場では、漏水のない水田に限りできるだ
　け浅水状態(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はその状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に
　関わらず落水しない。
③　散布液の調製は散布当日に行い、また、薬害のおそれがある
　ので展着剤は使用しない。
④　移植前後の初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
⑤　オモダカ、クログワイに対しては、有効な前処理剤と組み合
　わせて使用する。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布は落水又はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水
　口・水尻を止めたまま少なくとも２日間は放置し、その後３～
　７日間は浅水状態(水深２～５cm)とし、その後は通常の湛水状
　態とする。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水し
　ない。
③　処理直後の極端な深水は除草効果が劣るので注意する。

①　湛水深を５～６cmにして剤が土中に埋没しないように投げ入
　れる。散布後、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を
　保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
②　極端な深水条件や水深が３cm以下では使用しない。
③　晴天で効果が高い。
④　養魚池やその付近では使用しない。

ヒエクリーン１キロ粒剤
ワンステージ１キロ粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤9 －－除草剤8－ －除草剤9－

水稲
水稲

使用時期

移植直後～

ノビエ3.0葉期まで

（但し移植後30日まで）

カウンシルエナジー１キロ粒剤

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

参考及び注意事項

①　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、
　藻類、表層剥離(ヂブタ)にも有効。
②　ＭＣＰ類の混合剤(●印)は平均気温16℃以上、稲の葉齢５葉
　以上で使用する。
③　初期除草剤との体系で使用する。
④　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は
　30℃以上の高温が続くときには下葉枯れ、分げつ抑制などの薬
　害が生じやすいので使用に留意する。
⑤　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤など
　は散布後に田水面から薬剤が蒸発し気象条件などで滞留した場
　合や、散布時の飛散で、きゅうり、トマト、だいず畑などに薬
　害が生ずるおそれがあるので、隣接する水田で使用する場合は
　注意する。
⑥　ザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、とうもろこし、食用びえ、
 ソルガム等のイネ科作物及びキャベツにはかからないようにす
 る。また､散布後の水田水をかん水しない。

①　広葉雑草のみに有効な剤である。ノビエが混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　落水状態(足跡に水が残っている状態)にして散布し、散布後
　少なくとも３日間は入水しない。水を落とすことができない圃
　場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態(雑草が水
　面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそのままの
　状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水
　しない。
③　晴天の持続する時を選んで使用する。

移植後20日～30日
（ノビエ3.0葉期）まで

移植後20日～
ノビエ2.5葉期
(但し移植後30日まで)

①　ジャスタフロアブルはホタルイ多発条件で効果が劣る場合があ
　るため、残草に応じて中後期剤との体系防除を行う。

デルカット乳剤

移植後５日～
ノビエ3.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ジャスタフロアブル

①　ベクサーフロアブル、テマカットフロアブル、エ
　リジャン乳剤、デルカット乳剤、ショキニーフロアブル及びワン
　ベストフロアブルは手振り散布とする。機械散布は薬剤が土壌混
　和され、薬害が生じるおそれがあるので行わない。
②　ノビエ発生始期はノビエ1.0葉未満とする。
③　デルカット乳剤は整地板使用後の濁水状態で処理することによ
　り、より効果が安定する。
④　少量散布(300mℓ)では一発剤との体系とし、半量・通常量散布
　(500mℓ)では一発剤、又は中期剤との体系で使用する。

センイチＭＸ１キロ粒剤

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

シーゼットフロアブル

ショキニーフロアブル

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ発生始期
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植後３日～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代時(但し移植前７日
まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

移植後15～ノビエ4.0葉
期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後14日～
ノビエ3.5葉期
(但し移植後45日まで)

●ザーベックスＳＭ粒剤

一
発
剤

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

除草剤名

中
期
除
草
剤

ソルネット１キロ粒剤初
期
除
草
剤

エリジャン乳剤

カウントダウン１キロ粒剤

マーシェット粒剤５

テマカットフロアブル

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ショキニー250グラム

●ザーベックスＤＸ１キロ粒剤

オシオキＭＸ１キロ粒剤

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャー１キロ粒剤 ①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

－ 除草剤8 －

水稲

使用時期

中
・
後
期
除
草
剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

①移植後20日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(湛水散布または落水散
布)
②移植後20日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後15日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後20～30日
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

そ
の
他

ウキクサ類、アオミド
ロ・藻類による表層剥
離の発生時
(但し収穫45日前まで)

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水口・水尻を
　止めたまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態(水深３～５
　cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在するほ場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　減水深が大きい(２㎝/日よりも大きい)ほ場では、効果が劣る
　場合がある。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　初期剤、初中期一発剤との体系で使用する。
②　散布時は３～５cmの湛水状態にして水の出入りを止め、まき
　むらがないように均一に散布する。
③　使用後は３～５日間は湛水状態を保ち、使用後７日間は落水、
  かけ流しはしない。

除草剤名

バサグラン・エアー１キロ粒剤

クリンチャーＥＷ

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　散布時は落水状態にして水の出入りを止め、まきむらのがな
　いように均一に散布する。本剤使用後は３～５日間は落水状態
　を保ち、使用後７日間は落水、かけ流しはしない。
③　処理後２日以内に降雨があると、除草効果が低下するおそれ
　があるので、晴天が持続する際に使用する。

クリンチャーバスＭＥ液剤

モゲトンジャンボ

ヒエクリーンバサグラン粒剤

ワイドパワー粒剤

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　落水後均一散布し３日間は入水しない。水を落とすことが出
　来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態
　(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそ
　の状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落
　水しない。
③　希釈量:加圧散布機を使う場合は70～80ℓ/10a、無圧散布機は
　100ℓ/10a

参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場では、
　それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャーＥＷは、落水又は湛水状態で散布を行う。湛水
　状態で散布する場合、散布後３～４日間は通常の湛水状態(水深
　３～５cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　クリンチャーＥＷは展着剤を加えて使用し、散布液の調製は散
　布当日に行う。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「湛水散布又は落水散布」で
　は25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　可能な限り落水条件で散布し、散布後少なくとも３日間はそ
　のままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落
　とすことが出来ないほ場では、漏水のない水田に限りできるだ
　け浅水状態(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はその状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に
　関わらず落水しない。
③　散布液の調製は散布当日に行い、また、薬害のおそれがある
　ので展着剤は使用しない。
④　移植前後の初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
⑤　オモダカ、クログワイに対しては、有効な前処理剤と組み合
　わせて使用する。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布は落水又はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水
　口・水尻を止めたまま少なくとも２日間は放置し、その後３～
　７日間は浅水状態(水深２～５cm)とし、その後は通常の湛水状
　態とする。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水し
　ない。
③　処理直後の極端な深水は除草効果が劣るので注意する。

①　湛水深を５～６cmにして剤が土中に埋没しないように投げ入
　れる。散布後、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を
　保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
②　極端な深水条件や水深が３cm以下では使用しない。
③　晴天で効果が高い。
④　養魚池やその付近では使用しない。

ヒエクリーン１キロ粒剤
ワンステージ１キロ粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤9 －－除草剤8－ －除草剤9－

水稲
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水稲

使用時期

移植直後～

ノビエ3.0葉期まで

（但し移植後30日まで）

カウンシルエナジー１キロ粒剤

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

参考及び注意事項

①　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、
　藻類、表層剥離(ヂブタ)にも有効。
②　ＭＣＰ類の混合剤(●印)は平均気温16℃以上、稲の葉齢５葉
　以上で使用する。
③　初期除草剤との体系で使用する。
④　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は
　30℃以上の高温が続くときには下葉枯れ、分げつ抑制などの薬
　害が生じやすいので使用に留意する。
⑤　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤など
　は散布後に田水面から薬剤が蒸発し気象条件などで滞留した場
　合や、散布時の飛散で、きゅうり、トマト、だいず畑などに薬
　害が生ずるおそれがあるので、隣接する水田で使用する場合は
　注意する。
⑥　ザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、とうもろこし、食用びえ、
 ソルガム等のイネ科作物及びキャベツにはかからないようにす
 る。また､散布後の水田水をかん水しない。

①　広葉雑草のみに有効な剤である。ノビエが混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　落水状態(足跡に水が残っている状態)にして散布し、散布後
　少なくとも３日間は入水しない。水を落とすことができない圃
　場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態(雑草が水
　面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそのままの
　状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水
　しない。
③　晴天の持続する時を選んで使用する。

移植後20日～30日
（ノビエ3.0葉期）まで

移植後20日～
ノビエ2.5葉期
(但し移植後30日まで)

①　ジャスタフロアブルはホタルイ多発条件で効果が劣る場合があ
　るため、残草に応じて中後期剤との体系防除を行う。

デルカット乳剤

移植後５日～
ノビエ3.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ジャスタフロアブル

①　ベクサーフロアブル、テマカットフロアブル、エ
　リジャン乳剤、デルカット乳剤、ショキニーフロアブル及びワン
　ベストフロアブルは手振り散布とする。機械散布は薬剤が土壌混
　和され、薬害が生じるおそれがあるので行わない。
②　ノビエ発生始期はノビエ1.0葉未満とする。
③　デルカット乳剤は整地板使用後の濁水状態で処理することによ
　り、より効果が安定する。
④　少量散布(300mℓ)では一発剤との体系とし、半量・通常量散布
　(500mℓ)では一発剤、又は中期剤との体系で使用する。

センイチＭＸ１キロ粒剤

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

シーゼットフロアブル

ショキニーフロアブル

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ発生始期
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植後３日～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代時(但し移植前７日
まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

移植後15～ノビエ4.0葉
期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後14日～
ノビエ3.5葉期
(但し移植後45日まで)

●ザーベックスＳＭ粒剤

一
発
剤

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

除草剤名

中
期
除
草
剤

ソルネット１キロ粒剤初
期
除
草
剤

エリジャン乳剤

カウントダウン１キロ粒剤

マーシェット粒剤５

テマカットフロアブル

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ショキニー250グラム

●ザーベックスＤＸ１キロ粒剤

オシオキＭＸ１キロ粒剤

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャー１キロ粒剤 ①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

－ 除草剤8 －

水稲

使用時期

中
・
後
期
除
草
剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

①移植後20日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(湛水散布または落水散
布)
②移植後20日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後15日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後20～30日
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

そ
の
他

ウキクサ類、アオミド
ロ・藻類による表層剥
離の発生時
(但し収穫45日前まで)

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水口・水尻を
　止めたまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態(水深３～５
　cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在するほ場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　減水深が大きい(２㎝/日よりも大きい)ほ場では、効果が劣る
　場合がある。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　初期剤、初中期一発剤との体系で使用する。
②　散布時は３～５cmの湛水状態にして水の出入りを止め、まき
　むらがないように均一に散布する。
③　使用後は３～５日間は湛水状態を保ち、使用後７日間は落水、
  かけ流しはしない。

除草剤名

バサグラン・エアー１キロ粒剤

クリンチャーＥＷ

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　散布時は落水状態にして水の出入りを止め、まきむらのがな
　いように均一に散布する。本剤使用後は３～５日間は落水状態
　を保ち、使用後７日間は落水、かけ流しはしない。
③　処理後２日以内に降雨があると、除草効果が低下するおそれ
　があるので、晴天が持続する際に使用する。

クリンチャーバスＭＥ液剤

モゲトンジャンボ

ヒエクリーンバサグラン粒剤

ワイドパワー粒剤

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　落水後均一散布し３日間は入水しない。水を落とすことが出
　来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態
　(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそ
　の状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落
　水しない。
③　希釈量:加圧散布機を使う場合は70～80ℓ/10a、無圧散布機は
　100ℓ/10a

参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場では、
　それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャーＥＷは、落水又は湛水状態で散布を行う。湛水
　状態で散布する場合、散布後３～４日間は通常の湛水状態(水深
　３～５cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　クリンチャーＥＷは展着剤を加えて使用し、散布液の調製は散
　布当日に行う。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「湛水散布又は落水散布」で
　は25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　可能な限り落水条件で散布し、散布後少なくとも３日間はそ
　のままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落
　とすことが出来ないほ場では、漏水のない水田に限りできるだ
　け浅水状態(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はその状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に
　関わらず落水しない。
③　散布液の調製は散布当日に行い、また、薬害のおそれがある
　ので展着剤は使用しない。
④　移植前後の初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
⑤　オモダカ、クログワイに対しては、有効な前処理剤と組み合
　わせて使用する。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布は落水又はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水
　口・水尻を止めたまま少なくとも２日間は放置し、その後３～
　７日間は浅水状態(水深２～５cm)とし、その後は通常の湛水状
　態とする。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水し
　ない。
③　処理直後の極端な深水は除草効果が劣るので注意する。

①　湛水深を５～６cmにして剤が土中に埋没しないように投げ入
　れる。散布後、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を
　保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
②　極端な深水条件や水深が３cm以下では使用しない。
③　晴天で効果が高い。
④　養魚池やその付近では使用しない。

ヒエクリーン１キロ粒剤
ワンステージ１キロ粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤9 －－除草剤8－ －除草剤9－

水稲
水稲

使用時期

移植直後～

ノビエ3.0葉期まで

（但し移植後30日まで）

カウンシルエナジー１キロ粒剤

ベクサー１キロ粒剤

ベクサーフロアブル

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

参考及び注意事項

①　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、
　藻類、表層剥離(ヂブタ)にも有効。
②　ＭＣＰ類の混合剤(●印)は平均気温16℃以上、稲の葉齢５葉
　以上で使用する。
③　初期除草剤との体系で使用する。
④　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤は
　30℃以上の高温が続くときには下葉枯れ、分げつ抑制などの薬
　害が生じやすいので使用に留意する。
⑤　ザーベックスＳＭ粒剤及びザーベックスＤＸ１キロ粒剤など
　は散布後に田水面から薬剤が蒸発し気象条件などで滞留した場
　合や、散布時の飛散で、きゅうり、トマト、だいず畑などに薬
　害が生ずるおそれがあるので、隣接する水田で使用する場合は
　注意する。
⑥　ザーベックスＤＸ１キロ粒剤は、とうもろこし、食用びえ、
 ソルガム等のイネ科作物及びキャベツにはかからないようにす
 る。また､散布後の水田水をかん水しない。

①　広葉雑草のみに有効な剤である。ノビエが混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　落水状態(足跡に水が残っている状態)にして散布し、散布後
　少なくとも３日間は入水しない。水を落とすことができない圃
　場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態(雑草が水
　面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそのままの
　状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水
　しない。
③　晴天の持続する時を選んで使用する。

移植後20日～30日
（ノビエ3.0葉期）まで

移植後20日～
ノビエ2.5葉期
(但し移植後30日まで)

①　ジャスタフロアブルはホタルイ多発条件で効果が劣る場合があ
　るため、残草に応じて中後期剤との体系防除を行う。

デルカット乳剤

移植後５日～
ノビエ3.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ジャスタフロアブル

①　ベクサーフロアブル、テマカットフロアブル、エ
　リジャン乳剤、デルカット乳剤、ショキニーフロアブル及びワン
　ベストフロアブルは手振り散布とする。機械散布は薬剤が土壌混
　和され、薬害が生じるおそれがあるので行わない。
②　ノビエ発生始期はノビエ1.0葉未満とする。
③　デルカット乳剤は整地板使用後の濁水状態で処理することによ
　り、より効果が安定する。
④　少量散布(300mℓ)では一発剤との体系とし、半量・通常量散布
　(500mℓ)では一発剤、又は中期剤との体系で使用する。

センイチＭＸ１キロ粒剤

フルパワーＭＸ１キロ粒剤

シーゼットフロアブル

ショキニーフロアブル

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ発生始期
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植後３日～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

植代時(但し移植前７日
まで)

植代後～移植前７日
または
移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

移植後15～ノビエ4.0葉
期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後14日～
ノビエ3.5葉期
(但し移植後45日まで)

●ザーベックスＳＭ粒剤

一
発
剤

テッケン１キロ粒剤

ニトウリュウ１キロ粒剤

除草剤名

中
期
除
草
剤

ソルネット１キロ粒剤初
期
除
草
剤

エリジャン乳剤

カウントダウン１キロ粒剤

マーシェット粒剤５

テマカットフロアブル

移植直後～
ノビエ1.0葉期まで
(但し移植後30日まで)

ショキニー250グラム

●ザーベックスＤＸ１キロ粒剤

オシオキＭＸ１キロ粒剤

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャー１キロ粒剤 ①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

－ 除草剤8 －

水稲

使用時期

中
・
後
期
除
草
剤

移植後７日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後15日～収穫45日
前まで

①移植後20日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(湛水散布または落水散
布)
②移植後20日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

移植後15日～収穫45日
前まで

移植後15日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

移植後15日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

移植後20～30日
ノビエ４葉期まで
(但し収穫45日前まで)

そ
の
他

ウキクサ類、アオミド
ロ・藻類による表層剥
離の発生時
(但し収穫45日前まで)

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水口・水尻を
　止めたまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態(水深３～５
　cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在するほ場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　減水深が大きい(２㎝/日よりも大きい)ほ場では、効果が劣る
　場合がある。
③　効果の発現までに７日以上要する場合がある。

①　初期剤、初中期一発剤との体系で使用する。
②　散布時は３～５cmの湛水状態にして水の出入りを止め、まき
　むらがないように均一に散布する。
③　使用後は３～５日間は湛水状態を保ち、使用後７日間は落水、
  かけ流しはしない。

除草剤名

バサグラン・エアー１キロ粒剤

クリンチャーＥＷ

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　散布時は落水状態にして水の出入りを止め、まきむらのがな
　いように均一に散布する。本剤使用後は３～５日間は落水状態
　を保ち、使用後７日間は落水、かけ流しはしない。
③　処理後２日以内に降雨があると、除草効果が低下するおそれ
　があるので、晴天が持続する際に使用する。

クリンチャーバスＭＥ液剤

モゲトンジャンボ

ヒエクリーンバサグラン粒剤

ワイドパワー粒剤

①　体系処理後残った雑草(ホタルイ、ミズガヤツリ、オモダカ、
　シズイ等)の処理剤として使用する。
②　落水後均一散布し３日間は入水しない。水を落とすことが出
　来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ浅水状態
　(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも５日間はそ
　の状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落
　水しない。
③　希釈量:加圧散布機を使う場合は70～80ℓ/10a、無圧散布機は
　100ℓ/10a

参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場では、
　それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　クリンチャーＥＷは、落水又は湛水状態で散布を行う。湛水
　状態で散布する場合、散布後３～４日間は通常の湛水状態(水深
　３～５cm)を保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
③　初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
④　クリンチャーＥＷは展着剤を加えて使用し、散布液の調製は散
　布当日に行う。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「湛水散布又は落水散布」で
　は25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　可能な限り落水条件で散布し、散布後少なくとも３日間はそ
　のままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落
　とすことが出来ないほ場では、漏水のない水田に限りできるだ
　け浅水状態(雑草が水面に出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はその状態を保つ。また、散布後７日間は降雨の有無に
　関わらず落水しない。
③　散布液の調製は散布当日に行い、また、薬害のおそれがある
　ので展着剤は使用しない。
④　移植前後の初期除草剤又は一発剤との体系で使用する。
⑤　オモダカ、クログワイに対しては、有効な前処理剤と組み合
　わせて使用する。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①　ノビエ及び広葉雑草に効果が高い。
②　散布は落水又はごく浅い湛水状態で行う。薬剤散布後、水
　口・水尻を止めたまま少なくとも２日間は放置し、その後３～
　７日間は浅水状態(水深２～５cm)とし、その後は通常の湛水状
　態とする。また、散布後７日間は降雨の有無に関わらず落水し
　ない。
③　処理直後の極端な深水は除草効果が劣るので注意する。

①　湛水深を５～６cmにして剤が土中に埋没しないように投げ入
　れる。散布後、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を
　保ち、散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
②　極端な深水条件や水深が３cm以下では使用しない。
③　晴天で効果が高い。
④　養魚池やその付近では使用しない。

ヒエクリーン１キロ粒剤
ワンステージ１キロ粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

ウィードコア１キロ粒剤

－ 除草剤9 －－除草剤8－ －除草剤9－

水稲
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水稲

ウ　育苗期除草剤（箱除草剤）

使用時期

は種後10日
(ノビエ発生盛期)～
ノビエ3.0葉期まで

使用時期

湛水直播の代かき後～
は種前７日

ラウンドアップマックスロード 耕起前(雑草生育期)

マーシェット乳剤
は種直後～
イネ出芽前まで
（入水15日前）

乾田直播のは種後10日
～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

トップガンＲフロアブル

入水湛水後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.0葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.5葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ出芽揃期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

参考及び注意事項

イネ1.0葉期～
ノビエ2.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

①　湛水直播で使用し、手振り散布とする。

①　不耕起乾田直播でイネ出芽前に使用する。
②　非選択性除草剤のため周辺の作物に絶対に飛散しないように
　注意する。

イネ1.0葉期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

除草剤名 参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。
②　有効成分の残効がないため、ノビエが発生盛期に達してから
　散布する。
③　箱育苗における使用回数は１回である。
④　展着剤を加えて使用し散布液の調製は散布当日に行う。

クリンチャーＥＷ

初
期
剤

テマカットフロアブル

一
発
剤

①　乾田直播で乾田条件（入水前）に使用し、散布後２日間は入
　水しない。
②　展着剤を加えないで使用する。
③　処理後、イネに褐変症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。但し、降雨後や走り水直後など圃場に滞水
　がみられる時に散布した場合、生育抑制及び枯死などの強い薬
　害を生じる恐れがあるので注意する。

①　入水して減水深が２㎝/日程度まで落ち着いてから散布する。
②　稲の根が露出している状態では、薬害が発生するおそれがあ
　るので使用しない。
③　トップガン剤は、処理時に水稲が冠水すると薬害を生じる場
　合がある。
④　オサキニ１キロ粒剤はＳＵ抵抗性アゼナに有効な成分が含ま
　れていないため、ＳＵ抵抗性アゼナ発生圃場では効果が劣る。
⑤　カウンシルコンプリートフロアブルは、キカシグサの除草効
　果が劣る。

①　乾田直播栽培の乾田期に使用する。
②　不耕起乾田直播で使用時に雑草が発生している場合はラウンド
　アップマックスロードとの組み合わせで使用し、マーシェット乳
　剤を水で希釈した後、ラウンドアップマックスロードを加える。
③　処理時に土壌が湿潤、または処理から３日以内に滞水や土壌が
　湿潤になる場合は、薬害のおそれがあるため使用を避ける。

カウンシルコンプリートフロアブル

オサキニ１キロ粒剤

トップガンＲ豆つぶ250

プライオリティ豆つぶ250

イネキングフロアブル

除草剤名

エ　直播栽培用除草剤

トップガンＲ１キロ粒剤

ノミニー液剤

ハードパンチＤＦ

①　乾田直播で入水前に使用する。
②　ノビエの葉齢が進んでいる場合は使用量を多くする。
③　散布後６時間以内の降雨は効果が劣ることがあるので注意す
　る。
④　低温時には除草効果の発現が遅れることがある。
⑤　処理後、イネに黄化症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。

ボデーガードプロフロアブル

－ 除草剤10 －

水稲

使用時期

は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

イネ３葉期～
ノビエ3.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

は種後35日～収穫45日
前まで

イネ３葉期～収穫45日
前まで

イネ５葉期～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫60日前まで)

①　体系の後処理として使用する。
②　広葉雑草に対して除草効果が劣ることがあるので、ノビエ対
　策剤として使用する。

中
・
後
期
剤

ワイドアタックＤ１キロ粒剤

①は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(雑草茎葉散布又は全面
散布)
②は種後10日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
③　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
④　クリンチャーＥＷは、展着剤を加えて使用する。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「雑草茎葉散布又は全面散
　布」では25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～
1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

クリンチャー１キロ粒剤

参考及び注意事項

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　ごく浅く湛水して散布する。薬剤散布後、水口・水尻を止め
　たまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態とする。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　落水又はごく浅く湛水して散布し、散布後３～５日間はその
　ままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落と
　すことが出来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ
　浅水状態(雑草が水面から出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はそのままの状態を保つ。また、散布後7日間は降雨の有
　無に関わらず落水しない。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　散布時に土壌が乾燥していると効果が劣るので、散布前に走
　り水などしてから使用する。
③　展着剤を加えないで使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①使用量1.0kg/10a
は種後10日～
ノビエ３葉期まで
(但し収穫30日前まで)

ヒエクリーンバサグラン粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャーバスＭＥ液剤

②使用量1.5kg/10a
は種後25日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

クリンチャーＥＷ

除草剤名

－ 除草剤11 －－除草剤10－ －除草剤11－

水稲 水稲

ウ　育苗期除草剤（箱除草剤）

使用時期

は種後10日
(ノビエ発生盛期)～
ノビエ3.0葉期まで

使用時期

湛水直播の代かき後～
は種前７日

ラウンドアップマックスロード 耕起前(雑草生育期)

マーシェット乳剤
は種直後～
イネ出芽前まで
（入水15日前）

乾田直播のは種後10日
～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

トップガンＲフロアブル

入水湛水後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.0葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.5葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ出芽揃期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

参考及び注意事項

イネ1.0葉期～
ノビエ2.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

①　湛水直播で使用し、手振り散布とする。

①　不耕起乾田直播でイネ出芽前に使用する。
②　非選択性除草剤のため周辺の作物に絶対に飛散しないように
　注意する。

イネ1.0葉期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

除草剤名 参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。
②　有効成分の残効がないため、ノビエが発生盛期に達してから
　散布する。
③　箱育苗における使用回数は１回である。
④　展着剤を加えて使用し散布液の調製は散布当日に行う。

クリンチャーＥＷ

初
期
剤

テマカットフロアブル

一
発
剤

①　乾田直播で乾田条件（入水前）に使用し、散布後２日間は入
　水しない。
②　展着剤を加えないで使用する。
③　処理後、イネに褐変症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。但し、降雨後や走り水直後など圃場に滞水
　がみられる時に散布した場合、生育抑制及び枯死などの強い薬
　害を生じる恐れがあるので注意する。

①　入水して減水深が２㎝/日程度まで落ち着いてから散布する。
②　稲の根が露出している状態では、薬害が発生するおそれがあ
　るので使用しない。
③　トップガン剤は、処理時に水稲が冠水すると薬害を生じる場
　合がある。
④　オサキニ１キロ粒剤はＳＵ抵抗性アゼナに有効な成分が含ま
　れていないため、ＳＵ抵抗性アゼナ発生圃場では効果が劣る。
⑤　カウンシルコンプリートフロアブルは、キカシグサの除草効
　果が劣る。

①　乾田直播栽培の乾田期に使用する。
②　不耕起乾田直播で使用時に雑草が発生している場合はラウンド
　アップマックスロードとの組み合わせで使用し、マーシェット乳
　剤を水で希釈した後、ラウンドアップマックスロードを加える。
③　処理時に土壌が湿潤、または処理から３日以内に滞水や土壌が
　湿潤になる場合は、薬害のおそれがあるため使用を避ける。

カウンシルコンプリートフロアブル

オサキニ１キロ粒剤

トップガンＲ豆つぶ250

プライオリティ豆つぶ250

イネキングフロアブル

除草剤名

エ　直播栽培用除草剤

トップガンＲ１キロ粒剤

ノミニー液剤

ハードパンチＤＦ

①　乾田直播で入水前に使用する。
②　ノビエの葉齢が進んでいる場合は使用量を多くする。
③　散布後６時間以内の降雨は効果が劣ることがあるので注意す
　る。
④　低温時には除草効果の発現が遅れることがある。
⑤　処理後、イネに黄化症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。

ボデーガードプロフロアブル

－ 除草剤10 －

水稲

使用時期

は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

イネ３葉期～
ノビエ3.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

は種後35日～収穫45日
前まで

イネ３葉期～収穫45日
前まで

イネ５葉期～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫60日前まで)

①　体系の後処理として使用する。
②　広葉雑草に対して除草効果が劣ることがあるので、ノビエ対
　策剤として使用する。

中
・
後
期
剤

ワイドアタックＤ１キロ粒剤

①は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(雑草茎葉散布又は全面
散布)
②は種後10日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
③　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
④　クリンチャーＥＷは、展着剤を加えて使用する。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「雑草茎葉散布又は全面散
　布」では25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～
1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

クリンチャー１キロ粒剤

参考及び注意事項

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　ごく浅く湛水して散布する。薬剤散布後、水口・水尻を止め
　たまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態とする。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　落水又はごく浅く湛水して散布し、散布後３～５日間はその
　ままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落と
　すことが出来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ
　浅水状態(雑草が水面から出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はそのままの状態を保つ。また、散布後7日間は降雨の有
　無に関わらず落水しない。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　散布時に土壌が乾燥していると効果が劣るので、散布前に走
　り水などしてから使用する。
③　展着剤を加えないで使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①使用量1.0kg/10a
は種後10日～
ノビエ３葉期まで
(但し収穫30日前まで)

ヒエクリーンバサグラン粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャーバスＭＥ液剤

②使用量1.5kg/10a
は種後25日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

クリンチャーＥＷ

除草剤名

－ 除草剤11 －－除草剤10－ －除草剤11－

水稲
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水稲

ウ　育苗期除草剤（箱除草剤）

使用時期

は種後10日
(ノビエ発生盛期)～
ノビエ3.0葉期まで

使用時期

湛水直播の代かき後～
は種前７日

ラウンドアップマックスロード 耕起前(雑草生育期)

マーシェット乳剤
は種直後～
イネ出芽前まで
（入水15日前）

乾田直播のは種後10日
～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

トップガンＲフロアブル

入水湛水後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.0葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.5葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ出芽揃期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

参考及び注意事項

イネ1.0葉期～
ノビエ2.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

①　湛水直播で使用し、手振り散布とする。

①　不耕起乾田直播でイネ出芽前に使用する。
②　非選択性除草剤のため周辺の作物に絶対に飛散しないように
　注意する。

イネ1.0葉期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

除草剤名 参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。
②　有効成分の残効がないため、ノビエが発生盛期に達してから
　散布する。
③　箱育苗における使用回数は１回である。
④　展着剤を加えて使用し散布液の調製は散布当日に行う。

クリンチャーＥＷ

初
期
剤

テマカットフロアブル

一
発
剤

①　乾田直播で乾田条件（入水前）に使用し、散布後２日間は入
　水しない。
②　展着剤を加えないで使用する。
③　処理後、イネに褐変症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。但し、降雨後や走り水直後など圃場に滞水
　がみられる時に散布した場合、生育抑制及び枯死などの強い薬
　害を生じる恐れがあるので注意する。

①　入水して減水深が２㎝/日程度まで落ち着いてから散布する。
②　稲の根が露出している状態では、薬害が発生するおそれがあ
　るので使用しない。
③　トップガン剤は、処理時に水稲が冠水すると薬害を生じる場
　合がある。
④　オサキニ１キロ粒剤はＳＵ抵抗性アゼナに有効な成分が含ま
　れていないため、ＳＵ抵抗性アゼナ発生圃場では効果が劣る。
⑤　カウンシルコンプリートフロアブルは、キカシグサの除草効
　果が劣る。

①　乾田直播栽培の乾田期に使用する。
②　不耕起乾田直播で使用時に雑草が発生している場合はラウンド
　アップマックスロードとの組み合わせで使用し、マーシェット乳
　剤を水で希釈した後、ラウンドアップマックスロードを加える。
③　処理時に土壌が湿潤、または処理から３日以内に滞水や土壌が
　湿潤になる場合は、薬害のおそれがあるため使用を避ける。

カウンシルコンプリートフロアブル

オサキニ１キロ粒剤

トップガンＲ豆つぶ250

プライオリティ豆つぶ250

イネキングフロアブル

除草剤名

エ　直播栽培用除草剤

トップガンＲ１キロ粒剤

ノミニー液剤

ハードパンチＤＦ

①　乾田直播で入水前に使用する。
②　ノビエの葉齢が進んでいる場合は使用量を多くする。
③　散布後６時間以内の降雨は効果が劣ることがあるので注意す
　る。
④　低温時には除草効果の発現が遅れることがある。
⑤　処理後、イネに黄化症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。

ボデーガードプロフロアブル

－ 除草剤10 －

水稲

使用時期

は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

イネ３葉期～
ノビエ3.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

は種後35日～収穫45日
前まで

イネ３葉期～収穫45日
前まで

イネ５葉期～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫60日前まで)

①　体系の後処理として使用する。
②　広葉雑草に対して除草効果が劣ることがあるので、ノビエ対
　策剤として使用する。

中
・
後
期
剤

ワイドアタックＤ１キロ粒剤

①は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(雑草茎葉散布又は全面
散布)
②は種後10日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
③　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
④　クリンチャーＥＷは、展着剤を加えて使用する。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「雑草茎葉散布又は全面散
　布」では25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～
1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

クリンチャー１キロ粒剤

参考及び注意事項

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　ごく浅く湛水して散布する。薬剤散布後、水口・水尻を止め
　たまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態とする。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　落水又はごく浅く湛水して散布し、散布後３～５日間はその
　ままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落と
　すことが出来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ
　浅水状態(雑草が水面から出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はそのままの状態を保つ。また、散布後7日間は降雨の有
　無に関わらず落水しない。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　散布時に土壌が乾燥していると効果が劣るので、散布前に走
　り水などしてから使用する。
③　展着剤を加えないで使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①使用量1.0kg/10a
は種後10日～
ノビエ３葉期まで
(但し収穫30日前まで)

ヒエクリーンバサグラン粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャーバスＭＥ液剤

②使用量1.5kg/10a
は種後25日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

クリンチャーＥＷ

除草剤名

－ 除草剤11 －－除草剤10－ －除草剤11－

水稲 水稲

ウ　育苗期除草剤（箱除草剤）

使用時期

は種後10日
(ノビエ発生盛期)～
ノビエ3.0葉期まで

使用時期

湛水直播の代かき後～
は種前７日

ラウンドアップマックスロード 耕起前(雑草生育期)

マーシェット乳剤
は種直後～
イネ出芽前まで
（入水15日前）

乾田直播のは種後10日
～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫60日前まで)

イネ2.0葉期～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

トップガンＲフロアブル

入水湛水後～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.0葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ1.5葉期～
ノビエ2.5葉期まで
(但し収穫90日前まで)

イネ出芽揃期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

参考及び注意事項

イネ1.0葉期～
ノビエ2.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

①　湛水直播で使用し、手振り散布とする。

①　不耕起乾田直播でイネ出芽前に使用する。
②　非選択性除草剤のため周辺の作物に絶対に飛散しないように
　注意する。

イネ1.0葉期～
ノビエ3.0葉期まで
(但し収穫90日前まで)

除草剤名 参考及び注意事項

①　ノビエのみに有効な剤である。
②　有効成分の残効がないため、ノビエが発生盛期に達してから
　散布する。
③　箱育苗における使用回数は１回である。
④　展着剤を加えて使用し散布液の調製は散布当日に行う。

クリンチャーＥＷ

初
期
剤

テマカットフロアブル

一
発
剤

①　乾田直播で乾田条件（入水前）に使用し、散布後２日間は入
　水しない。
②　展着剤を加えないで使用する。
③　処理後、イネに褐変症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。但し、降雨後や走り水直後など圃場に滞水
　がみられる時に散布した場合、生育抑制及び枯死などの強い薬
　害を生じる恐れがあるので注意する。

①　入水して減水深が２㎝/日程度まで落ち着いてから散布する。
②　稲の根が露出している状態では、薬害が発生するおそれがあ
　るので使用しない。
③　トップガン剤は、処理時に水稲が冠水すると薬害を生じる場
　合がある。
④　オサキニ１キロ粒剤はＳＵ抵抗性アゼナに有効な成分が含ま
　れていないため、ＳＵ抵抗性アゼナ発生圃場では効果が劣る。
⑤　カウンシルコンプリートフロアブルは、キカシグサの除草効
　果が劣る。

①　乾田直播栽培の乾田期に使用する。
②　不耕起乾田直播で使用時に雑草が発生している場合はラウンド
　アップマックスロードとの組み合わせで使用し、マーシェット乳
　剤を水で希釈した後、ラウンドアップマックスロードを加える。
③　処理時に土壌が湿潤、または処理から３日以内に滞水や土壌が
　湿潤になる場合は、薬害のおそれがあるため使用を避ける。

カウンシルコンプリートフロアブル

オサキニ１キロ粒剤

トップガンＲ豆つぶ250

プライオリティ豆つぶ250

イネキングフロアブル

除草剤名

エ　直播栽培用除草剤

トップガンＲ１キロ粒剤

ノミニー液剤

ハードパンチＤＦ

①　乾田直播で入水前に使用する。
②　ノビエの葉齢が進んでいる場合は使用量を多くする。
③　散布後６時間以内の降雨は効果が劣ることがあるので注意す
　る。
④　低温時には除草効果の発現が遅れることがある。
⑤　処理後、イネに黄化症状がみられるが、その後の生育・収量
　への影響は少ない。

ボデーガードプロフロアブル

－ 除草剤10 －

水稲

使用時期

は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫50日前まで)

イネ３葉期～
ノビエ3.5葉期まで
(但し収穫60日前まで)

は種後35日～収穫45日
前まで

イネ３葉期～収穫45日
前まで

イネ５葉期～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫60日前まで)

①　体系の後処理として使用する。
②　広葉雑草に対して除草効果が劣ることがあるので、ノビエ対
　策剤として使用する。

中
・
後
期
剤

ワイドアタックＤ１キロ粒剤

①は種後10日～
ノビエ５葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(雑草茎葉散布又は全面
散布)
②は種後10日～
ノビエ4.5葉期まで
(但し収穫30日前まで)
(無人航空機による散
布)

①　ノビエのみに有効な剤である。広葉雑草が混在する圃場で
　は、それらに有効な剤と組み合わせて使用する。
②　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
③　クリンチャー１キロ粒剤の散布は、止め水、湛水状態で均一
　に行い、３～４日間は通常の湛水状態(水深３～５cm)を保ち、
　散布後７日間は落水や掛け流しは行わない。
④　クリンチャーＥＷは、展着剤を加えて使用する。
⑤　クリンチャーＥＷの使用液量は、「雑草茎葉散布又は全面散
　布」では25～100L/10a、「無人航空機による散布」では0.8～
1.6L/10a。
⑥　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

クリンチャー１キロ粒剤

参考及び注意事項

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　ごく浅く湛水して散布する。薬剤散布後、水口・水尻を止め
　たまま２～３日放置し、その後通常の湛水状態とする。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　落水又はごく浅く湛水して散布し、散布後３～５日間はその
　ままの状態を保ち、入水、落水、掛け流しはしない。水を落と
　すことが出来ない圃場では、漏水のない水田に限りできるだけ
　浅水状態(雑草が水面から出る状態)にして散布し、少なくとも
　５日間はそのままの状態を保つ。また、散布後7日間は降雨の有
　無に関わらず落水しない。

①　体系の後処理として使用する場合は、散布時期をのがさない
　ように適期に使用する。
②　散布時に土壌が乾燥していると効果が劣るので、散布前に走
　り水などしてから使用する。
③　展着剤を加えないで使用する。
④　とうもろこし、食用びえ、ソルガム等のイネ科作物及びキャ
　ベツにはかからないようにする。また、散布後の水田水をかん
　水しない。

①使用量1.0kg/10a
は種後10日～
ノビエ３葉期まで
(但し収穫30日前まで)

ヒエクリーンバサグラン粒剤

バサグラン液剤（ナトリウム塩）

バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

クリンチャーバスＭＥ液剤

②使用量1.5kg/10a
は種後25日～
ノビエ４葉期まで
(但し収穫30日前まで)

クリンチャーＥＷ

除草剤名

－ 除草剤11 －－除草剤10－ －除草剤11－

水稲
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水稲

除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0

バッチリ１キロ粒剤 2.0 2.0 1.0

バッチリＬＸ１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

デルタアタック１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

バッチリＬＸジャンボ 2.0 2.0

デルタアタックジャンボ 2.0 2.0

バッチリＬＸ400ＦＧ 2.0 2.0

デルタアタック400ＦＧ 2.0 2.0

イッポンフロアブル 2.0 2.0 1.5

コメット１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

ラオウジャンボ 2.0 2.0 10cm

トップガンＲフロアブル 2.5 2.0 2.0

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 1.5

メガゼータフロアブル 2.5 2.0 1.5

シグナスフロアブル 2.5 2.0 2.0

アッパレＺフロアブル 2.5 2.0 2.0

キマリテフロアブル 2.5 2.0 8cm

ベッカク１キロ粒剤 2.5 2.0 8cm

ベッカク豆つぶ250 2.5 2.0

アカツキ豆つぶ250 2.5 2.0 10cm

センイチＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

フルパワーＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

ジャスタフロアブル 3.0 2.0 10cm

カウントダウン１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

カウンシルエナジー１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

デルカット乳剤 －

ソルネット１キロ粒剤 0.5 0.5 －

ベクサー１キロ粒剤 － － －

ベクサーフロアブル － － －

エリジャン乳剤 － －

注)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

オ　除草剤の殺草葉齢限界期

分類

初
期
剤

一
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

－ 除草剤12 －

水稲

除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

テマカットフロアブル 1.0 0.5 －

ショキニーフロアブル
(使用量300mℓまたは500mℓ/10a)

1.0 0.5 0.5 －

ショキニー250グラム 1.0 発生始期 －

マーシェット粒剤５ 1.0 1.0 －

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 4.0

ザーベックスＳＭ粒剤 2.5 3.0

ザーベックスＤＸ１キロ粒剤 3.0 2.0

オシオキＭＸ１キロ粒剤 3.5 3.0 2.0

クリンチャー１キロ粒剤 4.0 － － －

テッケン１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

ニトウリュウ１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

ヒエクリーン１キロ粒剤 4.0 － － －

ワンステージ１キロ粒剤 4.0 － － －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 4.0 3.0 3.0

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 5.0

ワイドパワー粒剤 4.0 4.0 4.0

バサグラン・エアー１キロ粒剤 － 10cm 25cm

ウィードコア１キロ粒剤 4.0 2.0 7cm

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0 －

イネキングフロアブル 2.0 2.0 1.5 －

オサキニ１キロ粒剤 2.5 1.0 2.0 －

トップガンＲフロアブル 2.5 1.5 1.5 －

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 －

ボデーガードプロフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

カウンシルコンプリートフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

プライオリティ豆つぶ250 3.0 3.0 15cm －

テマカットフロアブル －

マーシェット乳剤 発生前（注２） － － －

ラウンドアップマックスロード

ノミニー液剤 4.0 － － －

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 3.5 3.0 － －

クリンチャー１キロ粒剤(１kg) 3.0 － － －

クリンチャー１キロ粒剤(１.5kg) 4.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（雑草茎葉散布又は全面散布）

5.0 － － －

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 －

ワイドアタックＤ１キロ粒剤 5.0 －

注１)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

 

注２)不耕起乾田直播でラウンドアップマックスロードと組み合わせて使用する場合は、雑草の葉齢に係わらずイネ出芽前
     まで

4.5 － － －
クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

分類

中
期
除
草
剤

クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

5.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

4.5 － － －

初
期
除
草
剤

一
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

直
播
栽
培
用
除
草
剤

初
期
除
草

剤

中
・
後
期
除
草
剤

中
・
後
期
除
草
剤

－ 除草剤13 －
－除草剤12－ －除草剤13－

水稲 水稲

除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0

バッチリ１キロ粒剤 2.0 2.0 1.0

バッチリＬＸ１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

デルタアタック１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

バッチリＬＸジャンボ 2.0 2.0

デルタアタックジャンボ 2.0 2.0

バッチリＬＸ400ＦＧ 2.0 2.0

デルタアタック400ＦＧ 2.0 2.0

イッポンフロアブル 2.0 2.0 1.5

コメット１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

ラオウジャンボ 2.0 2.0 10cm

トップガンＲフロアブル 2.5 2.0 2.0

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 1.5

メガゼータフロアブル 2.5 2.0 1.5

シグナスフロアブル 2.5 2.0 2.0

アッパレＺフロアブル 2.5 2.0 2.0

キマリテフロアブル 2.5 2.0 8cm

ベッカク１キロ粒剤 2.5 2.0 8cm

ベッカク豆つぶ250 2.5 2.0

アカツキ豆つぶ250 2.5 2.0 10cm

センイチＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

フルパワーＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

ジャスタフロアブル 3.0 2.0 10cm

カウントダウン１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

カウンシルエナジー１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

デルカット乳剤 －

ソルネット１キロ粒剤 0.5 0.5 －

ベクサー１キロ粒剤 － － －

ベクサーフロアブル － － －

エリジャン乳剤 － －

注)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

オ　除草剤の殺草葉齢限界期

分類

初
期
剤

一
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

－ 除草剤12 －

水稲

除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

テマカットフロアブル 1.0 0.5 －

ショキニーフロアブル
(使用量300mℓまたは500mℓ/10a)

1.0 0.5 0.5 －

ショキニー250グラム 1.0 発生始期 －

マーシェット粒剤５ 1.0 1.0 －

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 4.0

ザーベックスＳＭ粒剤 2.5 3.0

ザーベックスＤＸ１キロ粒剤 3.0 2.0

オシオキＭＸ１キロ粒剤 3.5 3.0 2.0

クリンチャー１キロ粒剤 4.0 － － －

テッケン１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

ニトウリュウ１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

ヒエクリーン１キロ粒剤 4.0 － － －

ワンステージ１キロ粒剤 4.0 － － －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 4.0 3.0 3.0

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 5.0

ワイドパワー粒剤 4.0 4.0 4.0

バサグラン・エアー１キロ粒剤 － 10cm 25cm

ウィードコア１キロ粒剤 4.0 2.0 7cm

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0 －

イネキングフロアブル 2.0 2.0 1.5 －

オサキニ１キロ粒剤 2.5 1.0 2.0 －

トップガンＲフロアブル 2.5 1.5 1.5 －

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 －

ボデーガードプロフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

カウンシルコンプリートフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

プライオリティ豆つぶ250 3.0 3.0 15cm －

テマカットフロアブル －

マーシェット乳剤 発生前（注２） － － －

ラウンドアップマックスロード

ノミニー液剤 4.0 － － －

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 3.5 3.0 － －

クリンチャー１キロ粒剤(１kg) 3.0 － － －

クリンチャー１キロ粒剤(１.5kg) 4.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（雑草茎葉散布又は全面散布）

5.0 － － －

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 －

ワイドアタックＤ１キロ粒剤 5.0 －

注１)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

 

注２)不耕起乾田直播でラウンドアップマックスロードと組み合わせて使用する場合は、雑草の葉齢に係わらずイネ出芽前
     まで

4.5 － － －
クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

分類

中
期
除
草
剤

クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

5.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

4.5 － － －

初
期
除
草
剤

一
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

直
播
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培
用
除
草
剤
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除
草

剤

中
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後
期
除
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剤
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・
後
期
除
草
剤
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除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0

バッチリ１キロ粒剤 2.0 2.0 1.0

バッチリＬＸ１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

デルタアタック１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

バッチリＬＸジャンボ 2.0 2.0

デルタアタックジャンボ 2.0 2.0

バッチリＬＸ400ＦＧ 2.0 2.0

デルタアタック400ＦＧ 2.0 2.0

イッポンフロアブル 2.0 2.0 1.5

コメット１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

ラオウジャンボ 2.0 2.0 10cm

トップガンＲフロアブル 2.5 2.0 2.0

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 1.5

メガゼータフロアブル 2.5 2.0 1.5

シグナスフロアブル 2.5 2.0 2.0

アッパレＺフロアブル 2.5 2.0 2.0

キマリテフロアブル 2.5 2.0 8cm

ベッカク１キロ粒剤 2.5 2.0 8cm

ベッカク豆つぶ250 2.5 2.0

アカツキ豆つぶ250 2.5 2.0 10cm

センイチＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

フルパワーＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

ジャスタフロアブル 3.0 2.0 10cm

カウントダウン１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

カウンシルエナジー１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

デルカット乳剤 －

ソルネット１キロ粒剤 0.5 0.5 －

ベクサー１キロ粒剤 － － －

ベクサーフロアブル － － －

エリジャン乳剤 － －

注)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

オ　除草剤の殺草葉齢限界期

分類

初
期
剤

一
発
剤
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植
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培
用
除
草
剤

－ 除草剤12 －

水稲

除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

テマカットフロアブル 1.0 0.5 －

ショキニーフロアブル
(使用量300mℓまたは500mℓ/10a)

1.0 0.5 0.5 －

ショキニー250グラム 1.0 発生始期 －

マーシェット粒剤５ 1.0 1.0 －

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 4.0

ザーベックスＳＭ粒剤 2.5 3.0

ザーベックスＤＸ１キロ粒剤 3.0 2.0

オシオキＭＸ１キロ粒剤 3.5 3.0 2.0

クリンチャー１キロ粒剤 4.0 － － －

テッケン１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

ニトウリュウ１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

ヒエクリーン１キロ粒剤 4.0 － － －

ワンステージ１キロ粒剤 4.0 － － －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 4.0 3.0 3.0

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 5.0

ワイドパワー粒剤 4.0 4.0 4.0

バサグラン・エアー１キロ粒剤 － 10cm 25cm

ウィードコア１キロ粒剤 4.0 2.0 7cm

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0 －

イネキングフロアブル 2.0 2.0 1.5 －

オサキニ１キロ粒剤 2.5 1.0 2.0 －

トップガンＲフロアブル 2.5 1.5 1.5 －

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 －

ボデーガードプロフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

カウンシルコンプリートフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

プライオリティ豆つぶ250 3.0 3.0 15cm －

テマカットフロアブル －

マーシェット乳剤 発生前（注２） － － －

ラウンドアップマックスロード

ノミニー液剤 4.0 － － －

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 3.5 3.0 － －

クリンチャー１キロ粒剤(１kg) 3.0 － － －

クリンチャー１キロ粒剤(１.5kg) 4.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（雑草茎葉散布又は全面散布）

5.0 － － －

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 －

ワイドアタックＤ１キロ粒剤 5.0 －

注１)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

 

注２)不耕起乾田直播でラウンドアップマックスロードと組み合わせて使用する場合は、雑草の葉齢に係わらずイネ出芽前
     まで

4.5 － － －
クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）
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クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

5.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）
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期
除
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除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0

バッチリ１キロ粒剤 2.0 2.0 1.0

バッチリＬＸ１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

デルタアタック１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

バッチリＬＸジャンボ 2.0 2.0

デルタアタックジャンボ 2.0 2.0

バッチリＬＸ400ＦＧ 2.0 2.0

デルタアタック400ＦＧ 2.0 2.0

イッポンフロアブル 2.0 2.0 1.5

コメット１キロ粒剤 2.0 2.0 2.0

ラオウジャンボ 2.0 2.0 10cm

トップガンＲフロアブル 2.5 2.0 2.0

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 1.5

メガゼータフロアブル 2.5 2.0 1.5

シグナスフロアブル 2.5 2.0 2.0

アッパレＺフロアブル 2.5 2.0 2.0

キマリテフロアブル 2.5 2.0 8cm

ベッカク１キロ粒剤 2.5 2.0 8cm

ベッカク豆つぶ250 2.5 2.0

アカツキ豆つぶ250 2.5 2.0 10cm

センイチＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

フルパワーＭＸ１キロ粒剤 3.0 2.0 2.0

ジャスタフロアブル 3.0 2.0 10cm

カウントダウン１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

カウンシルエナジー１キロ粒剤 3.0 3.0 11cm

デルカット乳剤 －

ソルネット１キロ粒剤 0.5 0.5 －

ベクサー１キロ粒剤 － － －

ベクサーフロアブル － － －

エリジャン乳剤 － －

注)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

オ　除草剤の殺草葉齢限界期
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初
期
剤

一
発
剤

移
植
栽
培
用
除
草
剤

－ 除草剤12 －

水稲

除草剤名 ノビエ ホタルイ ミズガヤツリ オモダカ

テマカットフロアブル 1.0 0.5 －

ショキニーフロアブル
(使用量300mℓまたは500mℓ/10a)

1.0 0.5 0.5 －

ショキニー250グラム 1.0 発生始期 －

マーシェット粒剤５ 1.0 1.0 －

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 4.0

ザーベックスＳＭ粒剤 2.5 3.0

ザーベックスＤＸ１キロ粒剤 3.0 2.0

オシオキＭＸ１キロ粒剤 3.5 3.0 2.0

クリンチャー１キロ粒剤 4.0 － － －

テッケン１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

ニトウリュウ１キロ粒剤 4.0 2.5 4.0

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

ヒエクリーン１キロ粒剤 4.0 － － －

ワンステージ１キロ粒剤 4.0 － － －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 4.0 3.0 3.0

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 5.0

ワイドパワー粒剤 4.0 4.0 4.0

バサグラン・エアー１キロ粒剤 － 10cm 25cm

ウィードコア１キロ粒剤 4.0 2.0 7cm

トップガンＲ豆つぶ250 2.0 1.5 1.0 －

イネキングフロアブル 2.0 2.0 1.5 －

オサキニ１キロ粒剤 2.5 1.0 2.0 －

トップガンＲフロアブル 2.5 1.5 1.5 －

トップガンＲ１キロ粒剤 2.5 2.0 －

ボデーガードプロフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

カウンシルコンプリートフロアブル 3.0 1.5 発生始期 －

プライオリティ豆つぶ250 3.0 3.0 15cm －

テマカットフロアブル －

マーシェット乳剤 発生前（注２） － － －

ラウンドアップマックスロード

ノミニー液剤 4.0 － － －

バサグラン液剤（ナトリウム塩） － 5.0 8.0 6.0

バサグラン粒剤（ナトリウム塩） － 5.0 4.0 －

ヒエクリーンバサグラン粒剤 3.5 3.0 － －

クリンチャー１キロ粒剤(１kg) 3.0 － － －

クリンチャー１キロ粒剤(１.5kg) 4.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（雑草茎葉散布又は全面散布）

5.0 － － －

クリンチャーバスＭＥ液剤 5.0 4.0 －

ワイドアタックＤ１キロ粒剤 5.0 －

注１)「－」は登録なし。空欄は葉齢の確認ができなかったもの。

 

注２)不耕起乾田直播でラウンドアップマックスロードと組み合わせて使用する場合は、雑草の葉齢に係わらずイネ出芽前
     まで

4.5 － － －
クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）

分類
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除
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剤

クリンチャーＥＷ
（湛水散布又は落水散布）

5.0 － － －

クリンチャーＥＷ
（無人航空機による散布）
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カ

1)

シズイを目安とした場合 使用方法

草丈15～25cm
葉齢４～７葉

落水散布又はごく浅く湛水し
て散布

草丈20～30cm
葉齢５～８葉

落水散布又はごく浅く湛水し
て散布

2)

 

キ

1)

○

2)

○

○

○

3)

○

ク

1)

○

○

2)

○

○

○

3)

○

シズイの防除法

発生が多い場合の初期除草剤との体系

　発生が少ない場合の初期除草剤との体系

　シズイに登録のあるベンスルフロンメチルを含む一発剤(水稲除草剤有効成分表参照)は、シズイの草丈２～３cm、葉齢１
～２葉を目安として使用する(移植後10～15日頃)。

薬剤名

バサグラン粒剤
（ナトリウム塩）

バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

有効とされる一発剤であっても、連年施用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

ＳＵ抵抗性雑草ホタルイ類の防除法

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

有効成分にブロモブチド、プレチラクロール、ダイムロン、ブタクロールのいずれかを含む初期剤を使用すると、な
お効果的である。

　ブロモブチド、クロメプロップ、ベンゾビシクロンを有効成分に含む除草剤は効果が期待できる。

　上記1)及び2)以外の除草剤散布後、又は上記による防除でも残草の多い場合

　一発処理剤による防除

　ダイムロン、プレチラクロールを有効成分に含む除草剤は効果が期待できるが不十分となる場合がある。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

処理時期は移植後５日等の早限期とし、なるべく発生前に処理する。

　プレチラクロール、ペントキサゾン、ベンゾフェナップ、クロメプロップを有効成分に含む除草剤は効果が期待でき
る。

　カフェンストロール、テニルクロール、ピリブチカルブ、フェントラザミドを有効成分に含む除草剤は効果が期待でき
るが不十分となる場合もある。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

処理時期は移植後5日等の早い時期とするよりも、発生前でかつ処理晩限にすることでより効果的である。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　上記1)及び2)以外の除草剤散布後、又は上記による防除でも残草の多い場合

有効とされる一発剤であっても、連年使用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ベンタゾンを含む剤との体系処理で高い効果が得られる。

ＳＵ抵抗性雑草アゼナ類の防除法

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

　一発処理剤による防除

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。

- 除草剤14

畑作

2　畑作除草剤使用指針

小麦

使用量「250mL/10a(希釈水量50～100L、少量散布は25～
50L)」

一年生雑草対象

使用時期「耕起前又はは種前まで（雑草生育期）」、
「は種後出芽前（雑草生育期）」

ゲザガード50 プロメトリン

一年生雑草対象

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用時期「は種後出芽前」

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン 使用量「300～400mL/10a」

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン 使用量「6kg/10a」

ジフルフェニカン 使用量「5kg/10a」

トリフルラリン 使用時期「は種後発芽前(雑草発生前)」

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

トリフルラリン

ペンディメタリン

ペンディメタリン

リニュロン

使用量「400～500mL/10a(希釈水量70～100L)」

使用時期「は種後～麦４葉期まで(雑草発生前～発生始
期）」

トリフルラリン

ＩＰＣ

プロスルホカルブ

リニュロン

ジフルフェニカン

フルフェナセット

ジフルフェニカン

フルフェナセット

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

プロスルホカルブ

リニュロン

使用量「100mL/10a」

使用時期「生育期 但し収穫45日前まで」

使用量「10g/10a(希釈水量100L)」

使用時期「は種後～節間伸長前」

小麦(ほ
場内の周
縁部)

バスタ液剤 グルホシネート

使用時期「は種後出芽前(雑草発生前)」又は「生育期(雑
草発生前)(但し、収穫45日前まで)」

クリアターン細粒剤F※ 使用量「5kg/10a」

キックボクサー細粒剤F

ボクサー

コンボラル

カイタック細粒剤Ｆ

ムギレンジャー乳剤

リベレーターフロアブル

使用量「500mL/10a(希釈水量100L)」

使用量「500～600mL/10a」

トリフルラリン

クリアターン乳剤※

プロスルホカルブ

シナジオ乳剤

(1)　除草剤使用方法

作物名 農薬名 有効成分

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

グリホサートイソプロピル
アミン塩

備考

草枯らしＭＩＣ

通常散布(希釈水量50～100L)

トレファノサイド乳剤

ガレースＧ

使用量「4kg/10a」

バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

ベンタゾンナトリウム塩

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル 使用量「120～160mL/10a」

ハーモニーＤＦ チフェンスルフロンメチル

リベレーターＧ

－ 除草剤15 －

－除草剤14－ －除草剤15－

水稲
水稲

カ

1)

シズイを目安とした場合 使用方法

草丈15～25cm
葉齢４～７葉

落水散布又はごく浅く湛水し
て散布

草丈20～30cm
葉齢５～８葉

落水散布又はごく浅く湛水し
て散布

2)

 

キ

1)

○

2)

○

○

○

3)

○

ク

1)

○

○

2)

○

○

○

3)

○

シズイの防除法

発生が多い場合の初期除草剤との体系

　発生が少ない場合の初期除草剤との体系

　シズイに登録のあるベンスルフロンメチルを含む一発剤(水稲除草剤有効成分表参照)は、シズイの草丈２～３cm、葉齢１
～２葉を目安として使用する(移植後10～15日頃)。

薬剤名

バサグラン粒剤
（ナトリウム塩）

バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

有効とされる一発剤であっても、連年施用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

ＳＵ抵抗性雑草ホタルイ類の防除法

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

有効成分にブロモブチド、プレチラクロール、ダイムロン、ブタクロールのいずれかを含む初期剤を使用すると、な
お効果的である。

　ブロモブチド、クロメプロップ、ベンゾビシクロンを有効成分に含む除草剤は効果が期待できる。

　上記1)及び2)以外の除草剤散布後、又は上記による防除でも残草の多い場合

　一発処理剤による防除

　ダイムロン、プレチラクロールを有効成分に含む除草剤は効果が期待できるが不十分となる場合がある。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

処理時期は移植後５日等の早限期とし、なるべく発生前に処理する。

　プレチラクロール、ペントキサゾン、ベンゾフェナップ、クロメプロップを有効成分に含む除草剤は効果が期待でき
る。

　カフェンストロール、テニルクロール、ピリブチカルブ、フェントラザミドを有効成分に含む除草剤は効果が期待でき
るが不十分となる場合もある。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

処理時期は移植後5日等の早い時期とするよりも、発生前でかつ処理晩限にすることでより効果的である。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　上記1)及び2)以外の除草剤散布後、又は上記による防除でも残草の多い場合

有効とされる一発剤であっても、連年使用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ベンタゾンを含む剤との体系処理で高い効果が得られる。

ＳＵ抵抗性雑草アゼナ類の防除法

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

　一発処理剤による防除

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。

- 除草剤14

畑作

2　畑作除草剤使用指針

小麦

使用量「250mL/10a(希釈水量50～100L、少量散布は25～
50L)」

一年生雑草対象

使用時期「耕起前又はは種前まで（雑草生育期）」、
「は種後出芽前（雑草生育期）」

ゲザガード50 プロメトリン

一年生雑草対象

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用時期「は種後出芽前」

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン 使用量「300～400mL/10a」

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン 使用量「6kg/10a」

ジフルフェニカン 使用量「5kg/10a」

トリフルラリン 使用時期「は種後発芽前(雑草発生前)」

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

トリフルラリン

ペンディメタリン

ペンディメタリン

リニュロン

使用量「400～500mL/10a(希釈水量70～100L)」

使用時期「は種後～麦４葉期まで(雑草発生前～発生始
期）」

トリフルラリン

ＩＰＣ

プロスルホカルブ

リニュロン

ジフルフェニカン

フルフェナセット

ジフルフェニカン

フルフェナセット

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

プロスルホカルブ

リニュロン

使用量「100mL/10a」

使用時期「生育期 但し収穫45日前まで」

使用量「10g/10a(希釈水量100L)」

使用時期「は種後～節間伸長前」

小麦(ほ
場内の周
縁部)

バスタ液剤 グルホシネート

使用時期「は種後出芽前(雑草発生前)」又は「生育期(雑
草発生前)(但し、収穫45日前まで)」

クリアターン細粒剤F※ 使用量「5kg/10a」

キックボクサー細粒剤F

ボクサー

コンボラル

カイタック細粒剤Ｆ

ムギレンジャー乳剤

リベレーターフロアブル

使用量「500mL/10a(希釈水量100L)」

使用量「500～600mL/10a」

トリフルラリン

クリアターン乳剤※

プロスルホカルブ

シナジオ乳剤

(1)　除草剤使用方法

作物名 農薬名 有効成分

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

グリホサートイソプロピル
アミン塩

備考

草枯らしＭＩＣ

通常散布(希釈水量50～100L)

トレファノサイド乳剤

ガレースＧ

使用量「4kg/10a」

バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

ベンタゾンナトリウム塩

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル 使用量「120～160mL/10a」

ハーモニーＤＦ チフェンスルフロンメチル
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－ 除草剤15 －

－除草剤14－ －除草剤15－
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○
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　発生が少ない場合の初期除草剤との体系

　シズイに登録のあるベンスルフロンメチルを含む一発剤(水稲除草剤有効成分表参照)は、シズイの草丈２～３cm、葉齢１
～２葉を目安として使用する(移植後10～15日頃)。

薬剤名

バサグラン粒剤
（ナトリウム塩）

バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

有効とされる一発剤であっても、連年施用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

ＳＵ抵抗性雑草ホタルイ類の防除法

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。
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処理時期は移植後5日等の早い時期とするよりも、発生前でかつ処理晩限にすることでより効果的である。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　上記1)及び2)以外の除草剤散布後、又は上記による防除でも残草の多い場合

有効とされる一発剤であっても、連年使用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ベンタゾンを含む剤との体系処理で高い効果が得られる。

ＳＵ抵抗性雑草アゼナ類の防除法

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

　一発処理剤による防除

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。

- 除草剤14
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2　畑作除草剤使用指針

小麦

使用量「250mL/10a(希釈水量50～100L、少量散布は25～
50L)」

一年生雑草対象

使用時期「耕起前又はは種前まで（雑草生育期）」、
「は種後出芽前（雑草生育期）」

ゲザガード50 プロメトリン

一年生雑草対象

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用時期「は種後出芽前」

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン 使用量「300～400mL/10a」

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン 使用量「6kg/10a」

ジフルフェニカン 使用量「5kg/10a」

トリフルラリン 使用時期「は種後発芽前(雑草発生前)」

ベンチオカーブ
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ペンディメタリン
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使用時期「は種後～麦４葉期まで(雑草発生前～発生始
期）」

トリフルラリン
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ジフルフェニカン

フルフェナセット

ジフルフェニカン

フルフェナセット

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン
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使用量「100mL/10a」

使用時期「生育期 但し収穫45日前まで」

使用量「10g/10a(希釈水量100L)」
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小麦(ほ
場内の周
縁部)
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使用時期「は種後出芽前(雑草発生前)」又は「生育期(雑
草発生前)(但し、収穫45日前まで)」
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キックボクサー細粒剤F

ボクサー

コンボラル

カイタック細粒剤Ｆ
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(1)　除草剤使用方法
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ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

グリホサートイソプロピル
アミン塩

備考

草枯らしＭＩＣ

通常散布(希釈水量50～100L)

トレファノサイド乳剤

ガレースＧ

使用量「4kg/10a」

バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

ベンタゾンナトリウム塩

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル 使用量「120～160mL/10a」

ハーモニーＤＦ チフェンスルフロンメチル

リベレーターＧ
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発生が多い場合の初期除草剤との体系
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　シズイに登録のあるベンスルフロンメチルを含む一発剤(水稲除草剤有効成分表参照)は、シズイの草丈２～３cm、葉齢１
～２葉を目安として使用する(移植後10～15日頃)。

薬剤名

バサグラン粒剤
（ナトリウム塩）

バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

有効とされる一発剤であっても、連年施用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

ＳＵ抵抗性雑草ホタルイ類の防除法

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

有効成分にブロモブチド、プレチラクロール、ダイムロン、ブタクロールのいずれかを含む初期剤を使用すると、な
お効果的である。

　ブロモブチド、クロメプロップ、ベンゾビシクロンを有効成分に含む除草剤は効果が期待できる。
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　カフェンストロール、テニルクロール、ピリブチカルブ、フェントラザミドを有効成分に含む除草剤は効果が期待でき
るが不十分となる場合もある。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

処理時期は移植後5日等の早い時期とするよりも、発生前でかつ処理晩限にすることでより効果的である。

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　上記1)及び2)以外の除草剤散布後、又は上記による防除でも残草の多い場合

有効とされる一発剤であっても、連年使用を避け、なるべく含有成分の異なる除草剤を使用するように心がける。

　ベンタゾンを含有する粒剤又は液剤を使用する。

　ベンタゾンを含む剤との体系処理で高い効果が得られる。

ＳＵ抵抗性雑草アゼナ類の防除法

　初期剤+中期剤の体系処理による防除

　一発処理剤による防除

除草剤使用時期等は、その剤の一般草種を対象とした使用方法に準ずる。

　ＭＣＰＢ又はベンタゾンを含有する中期剤を使用する。

- 除草剤14

畑作

2　畑作除草剤使用指針

小麦

使用量「250mL/10a(希釈水量50～100L、少量散布は25～
50L)」

一年生雑草対象

使用時期「耕起前又はは種前まで（雑草生育期）」、
「は種後出芽前（雑草生育期）」

ゲザガード50 プロメトリン

一年生雑草対象

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用時期「は種後出芽前」

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン 使用量「300～400mL/10a」

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン 使用量「6kg/10a」

ジフルフェニカン 使用量「5kg/10a」

トリフルラリン 使用時期「は種後発芽前(雑草発生前)」

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

トリフルラリン

ペンディメタリン

ペンディメタリン

リニュロン

使用量「400～500mL/10a(希釈水量70～100L)」

使用時期「は種後～麦４葉期まで(雑草発生前～発生始
期）」

トリフルラリン

ＩＰＣ

プロスルホカルブ

リニュロン

ジフルフェニカン

フルフェナセット

ジフルフェニカン

フルフェナセット

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

プロスルホカルブ

リニュロン

使用量「100mL/10a」

使用時期「生育期 但し収穫45日前まで」

使用量「10g/10a(希釈水量100L)」

使用時期「は種後～節間伸長前」

小麦(ほ
場内の周
縁部)

バスタ液剤 グルホシネート

使用時期「は種後出芽前(雑草発生前)」又は「生育期(雑
草発生前)(但し、収穫45日前まで)」

クリアターン細粒剤F※ 使用量「5kg/10a」

キックボクサー細粒剤F

ボクサー

コンボラル

カイタック細粒剤Ｆ

ムギレンジャー乳剤

リベレーターフロアブル

使用量「500mL/10a(希釈水量100L)」

使用量「500～600mL/10a」

トリフルラリン

クリアターン乳剤※

プロスルホカルブ

シナジオ乳剤

(1)　除草剤使用方法

作物名 農薬名 有効成分

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

グリホサートイソプロピル
アミン塩

備考

草枯らしＭＩＣ

通常散布(希釈水量50～100L)

トレファノサイド乳剤

ガレースＧ

使用量「4kg/10a」

バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

ベンタゾンナトリウム塩

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル 使用量「120～160mL/10a」

ハーモニーＤＦ チフェンスルフロンメチル

リベレーターＧ

－ 除草剤15 －

－除草剤14－ －除草剤15－
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畑作

作物名 農薬名 有効成分 備考

だいず

使用量「200～500mL/10a(希釈水量50～100L)」

ジクワット

パラコート

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

ラッソー乳剤 アラクロール 使用量「300～400mL/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン
使用量「200～250mL/10a」
使用時期「は種後出芽前」

ジメテナミド

リニュロン

ジメテナミド

リニュロン

プロメトリン

ベンチオカーブ

プロメトリン

ベンチオカーブ

ベンチオカーブ 使用時期「は種直後（雑草発生前）」

ペンディメタリン 使用量「600～800mL/10a」

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

アラクロール

リニュロン

アラクロール

リニュロン

デュアールゴールド Ｓ－メトラクロール

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ 希釈水量「100L」

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

リニュロン

トリフルラリン

ＩＰＣ

ジメテナミドＰ

リニュロン

ジメテナミドＰ

リニュロン

サターンバアロ乳剤 使用量「600～800mL/10a)」

使用量「500～600mL/10a」

使用時期「出芽直前～2葉期（雑草発生始期～2葉期）」
又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30日前ま
で(畦間雑草茎葉散布)」

イマザモックスアンモニウ
ム塩

クリアターン乳剤※

グルホシネート

シナジオ乳剤

プロールプラス乳剤

エコトップ乳剤

ラクサー乳剤

パワーガイザー液剤

バスタ液剤

サターンバアロ粒剤

エコトップＰ乳剤

エコトップＰ細粒剤Ｆ

使用量「5～6kg/10a」

クリアターン細粒剤Ｆ※

ラクサー粒剤 使用量「4～6kg/10a」

使用量「400～600mL/10a」

エコトップ粒剤

使用時期「は種前（雑草生育期）」、「収穫28日前まで
（畦間処理：雑草生育期）」、「収穫28日前まで（株間
処理：本葉５葉期以降雑草生育期）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩 使用時期「耕起前又は出芽前まで(雑草生育期)」、「収
穫前日まで（雑草生育期：畦間処理）」

ザクサ液剤
グルホシネートＰナトリウ
ム塩

プリグロックスＬ 使用時期「は種前又は植付前」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン
使用時期「は種後出芽前」又は「生育期(但し収穫45日前
まで)」

－ 除草剤16 －

畑作

作物名 農薬名 有効成分 備考

ナブ乳剤 セトキシジム

だいず

セレクト乳剤 クレトジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム 希釈水量「100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル 希釈水量「100L」

アタックショット乳剤 フルチアセットメチル

あずき

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン 使用量「300mL/10a」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用量「4kg/10a」

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ 希釈水量「50～100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル

 〇備考について

○除草剤使用に係る注意事項
1.使用除草剤の選定には雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などに留意して行う。

3.※の剤については河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くな
るおそれがある場合には、使用を控える。

使用時期「出芽直前～出芽揃期（雑草発生始期～発生揃
期）」又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30
日前まで(畦間雑草茎葉散布)」

本県に適用した使用量、使用方法、使用時期等を記載しているので、記載がない場合は登録内容に基づき使用する。

フルアジホップＰ
使用量「75～100mL/10a(希釈水量50～100L)」
使用時期「雑草生育期（ｲﾈ科雑草3～5葉期）（但し、収
穫60日前まで）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

ベンタゾンナトリウム塩
大豆バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

2.薬害の出やすいほ場条件では、使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。土壌処理剤のほとんどは幼根・幼芽から吸収され
るため、砂質土、浅播、土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

イマザモックスアンモニウ
ム塩

パワーガイザー液剤

使用時期「耕起前又はは種前まで(雑草生育期)」
希釈水量「50～100L」

ワンサイドＰ乳剤

－ 除草剤17 －

－除草剤16－ －除草剤17－
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作物名 農薬名 有効成分 備考

だいず

使用量「200～500mL/10a(希釈水量50～100L)」

ジクワット

パラコート

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

ラッソー乳剤 アラクロール 使用量「300～400mL/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン
使用量「200～250mL/10a」
使用時期「は種後出芽前」

ジメテナミド

リニュロン

ジメテナミド

リニュロン

プロメトリン

ベンチオカーブ

プロメトリン

ベンチオカーブ

ベンチオカーブ 使用時期「は種直後（雑草発生前）」

ペンディメタリン 使用量「600～800mL/10a」

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

アラクロール

リニュロン

アラクロール

リニュロン

デュアールゴールド Ｓ－メトラクロール

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ 希釈水量「100L」

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

リニュロン

トリフルラリン

ＩＰＣ

ジメテナミドＰ

リニュロン

ジメテナミドＰ

リニュロン

サターンバアロ乳剤 使用量「600～800mL/10a)」

使用量「500～600mL/10a」

使用時期「出芽直前～2葉期（雑草発生始期～2葉期）」
又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30日前ま
で(畦間雑草茎葉散布)」

イマザモックスアンモニウ
ム塩

クリアターン乳剤※

グルホシネート

シナジオ乳剤

プロールプラス乳剤

エコトップ乳剤

ラクサー乳剤

パワーガイザー液剤

バスタ液剤

サターンバアロ粒剤

エコトップＰ乳剤

エコトップＰ細粒剤Ｆ

使用量「5～6kg/10a」

クリアターン細粒剤Ｆ※

ラクサー粒剤 使用量「4～6kg/10a」

使用量「400～600mL/10a」

エコトップ粒剤

使用時期「は種前（雑草生育期）」、「収穫28日前まで
（畦間処理：雑草生育期）」、「収穫28日前まで（株間
処理：本葉５葉期以降雑草生育期）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩 使用時期「耕起前又は出芽前まで(雑草生育期)」、「収
穫前日まで（雑草生育期：畦間処理）」

ザクサ液剤
グルホシネートＰナトリウ
ム塩

プリグロックスＬ 使用時期「は種前又は植付前」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン
使用時期「は種後出芽前」又は「生育期(但し収穫45日前
まで)」

－ 除草剤16 －

畑作

作物名 農薬名 有効成分 備考

ナブ乳剤 セトキシジム

だいず

セレクト乳剤 クレトジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム 希釈水量「100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル 希釈水量「100L」

アタックショット乳剤 フルチアセットメチル

あずき

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン 使用量「300mL/10a」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用量「4kg/10a」

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ 希釈水量「50～100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル

 〇備考について

○除草剤使用に係る注意事項
1.使用除草剤の選定には雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などに留意して行う。

3.※の剤については河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くな
るおそれがある場合には、使用を控える。

使用時期「出芽直前～出芽揃期（雑草発生始期～発生揃
期）」又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30
日前まで(畦間雑草茎葉散布)」

本県に適用した使用量、使用方法、使用時期等を記載しているので、記載がない場合は登録内容に基づき使用する。

フルアジホップＰ
使用量「75～100mL/10a(希釈水量50～100L)」
使用時期「雑草生育期（ｲﾈ科雑草3～5葉期）（但し、収
穫60日前まで）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

ベンタゾンナトリウム塩
大豆バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

2.薬害の出やすいほ場条件では、使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。土壌処理剤のほとんどは幼根・幼芽から吸収され
るため、砂質土、浅播、土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

イマザモックスアンモニウ
ム塩

パワーガイザー液剤

使用時期「耕起前又はは種前まで(雑草生育期)」
希釈水量「50～100L」

ワンサイドＰ乳剤

－ 除草剤17 －

－除草剤16－ －除草剤17－
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畑作

作物名 農薬名 有効成分 備考

だいず

使用量「200～500mL/10a(希釈水量50～100L)」

ジクワット

パラコート

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

ラッソー乳剤 アラクロール 使用量「300～400mL/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン
使用量「200～250mL/10a」
使用時期「は種後出芽前」

ジメテナミド

リニュロン

ジメテナミド

リニュロン

プロメトリン

ベンチオカーブ

プロメトリン

ベンチオカーブ

ベンチオカーブ 使用時期「は種直後（雑草発生前）」

ペンディメタリン 使用量「600～800mL/10a」

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

アラクロール

リニュロン

アラクロール

リニュロン

デュアールゴールド Ｓ－メトラクロール

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ 希釈水量「100L」

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

リニュロン

トリフルラリン

ＩＰＣ

ジメテナミドＰ

リニュロン

ジメテナミドＰ

リニュロン

サターンバアロ乳剤 使用量「600～800mL/10a)」

使用量「500～600mL/10a」

使用時期「出芽直前～2葉期（雑草発生始期～2葉期）」
又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30日前ま
で(畦間雑草茎葉散布)」

イマザモックスアンモニウ
ム塩

クリアターン乳剤※

グルホシネート

シナジオ乳剤

プロールプラス乳剤

エコトップ乳剤

ラクサー乳剤

パワーガイザー液剤

バスタ液剤

サターンバアロ粒剤

エコトップＰ乳剤

エコトップＰ細粒剤Ｆ

使用量「5～6kg/10a」

クリアターン細粒剤Ｆ※

ラクサー粒剤 使用量「4～6kg/10a」

使用量「400～600mL/10a」

エコトップ粒剤

使用時期「は種前（雑草生育期）」、「収穫28日前まで
（畦間処理：雑草生育期）」、「収穫28日前まで（株間
処理：本葉５葉期以降雑草生育期）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩 使用時期「耕起前又は出芽前まで(雑草生育期)」、「収
穫前日まで（雑草生育期：畦間処理）」

ザクサ液剤
グルホシネートＰナトリウ
ム塩

プリグロックスＬ 使用時期「は種前又は植付前」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン
使用時期「は種後出芽前」又は「生育期(但し収穫45日前
まで)」

－ 除草剤16 －

畑作

作物名 農薬名 有効成分 備考

ナブ乳剤 セトキシジム

だいず

セレクト乳剤 クレトジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム 希釈水量「100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル 希釈水量「100L」

アタックショット乳剤 フルチアセットメチル

あずき

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン 使用量「300mL/10a」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用量「4kg/10a」

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ 希釈水量「50～100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル

 〇備考について

○除草剤使用に係る注意事項
1.使用除草剤の選定には雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などに留意して行う。

3.※の剤については河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くな
るおそれがある場合には、使用を控える。

使用時期「出芽直前～出芽揃期（雑草発生始期～発生揃
期）」又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30
日前まで(畦間雑草茎葉散布)」

本県に適用した使用量、使用方法、使用時期等を記載しているので、記載がない場合は登録内容に基づき使用する。

フルアジホップＰ
使用量「75～100mL/10a(希釈水量50～100L)」
使用時期「雑草生育期（ｲﾈ科雑草3～5葉期）（但し、収
穫60日前まで）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

ベンタゾンナトリウム塩
大豆バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

2.薬害の出やすいほ場条件では、使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。土壌処理剤のほとんどは幼根・幼芽から吸収され
るため、砂質土、浅播、土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

イマザモックスアンモニウ
ム塩

パワーガイザー液剤

使用時期「耕起前又はは種前まで(雑草生育期)」
希釈水量「50～100L」

ワンサイドＰ乳剤

－ 除草剤17 －

－除草剤16－ －除草剤17－

畑作
畑作

作物名 農薬名 有効成分 備考

だいず

使用量「200～500mL/10a(希釈水量50～100L)」

ジクワット

パラコート

ロロックス リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

ラッソー乳剤 アラクロール 使用量「300～400mL/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン
使用量「200～250mL/10a」
使用時期「は種後出芽前」

ジメテナミド

リニュロン

ジメテナミド

リニュロン

プロメトリン

ベンチオカーブ

プロメトリン

ベンチオカーブ

ベンチオカーブ 使用時期「は種直後（雑草発生前）」

ペンディメタリン 使用量「600～800mL/10a」

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

アラクロール

リニュロン

アラクロール

リニュロン

デュアールゴールド Ｓ－メトラクロール

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ 希釈水量「100L」

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

リニュロン

トリフルラリン

ＩＰＣ

ジメテナミドＰ

リニュロン

ジメテナミドＰ

リニュロン

サターンバアロ乳剤 使用量「600～800mL/10a)」

使用量「500～600mL/10a」

使用時期「出芽直前～2葉期（雑草発生始期～2葉期）」
又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30日前ま
で(畦間雑草茎葉散布)」

イマザモックスアンモニウ
ム塩

クリアターン乳剤※

グルホシネート

シナジオ乳剤

プロールプラス乳剤

エコトップ乳剤

ラクサー乳剤

パワーガイザー液剤

バスタ液剤

サターンバアロ粒剤

エコトップＰ乳剤

エコトップＰ細粒剤Ｆ

使用量「5～6kg/10a」

クリアターン細粒剤Ｆ※

ラクサー粒剤 使用量「4～6kg/10a」

使用量「400～600mL/10a」

エコトップ粒剤

使用時期「は種前（雑草生育期）」、「収穫28日前まで
（畦間処理：雑草生育期）」、「収穫28日前まで（株間
処理：本葉５葉期以降雑草生育期）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩 使用時期「耕起前又は出芽前まで(雑草生育期)」、「収
穫前日まで（雑草生育期：畦間処理）」

ザクサ液剤
グルホシネートＰナトリウ
ム塩

プリグロックスＬ 使用時期「は種前又は植付前」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン
使用時期「は種後出芽前」又は「生育期(但し収穫45日前
まで)」

－ 除草剤16 －

畑作

作物名 農薬名 有効成分 備考

ナブ乳剤 セトキシジム

だいず

セレクト乳剤 クレトジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム 希釈水量「100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル 希釈水量「100L」

アタックショット乳剤 フルチアセットメチル

あずき

ゲザガード50 プロメトリン 使用量「150～200g/10a」

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン 使用量「300mL/10a」

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン 使用量「4kg/10a」

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ 希釈水量「50～100L」

ポルトフロアブル キザロホップエチル

 〇備考について

○除草剤使用に係る注意事項
1.使用除草剤の選定には雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などに留意して行う。

3.※の剤については河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くな
るおそれがある場合には、使用を控える。

使用時期「出芽直前～出芽揃期（雑草発生始期～発生揃
期）」又は「生育期(雑草発生揃期～2葉期)、但し収穫30
日前まで(畦間雑草茎葉散布)」

本県に適用した使用量、使用方法、使用時期等を記載しているので、記載がない場合は登録内容に基づき使用する。

フルアジホップＰ
使用量「75～100mL/10a(希釈水量50～100L)」
使用時期「雑草生育期（ｲﾈ科雑草3～5葉期）（但し、収
穫60日前まで）」

ラウンドアップマックスロー
ド

グリホサートカリウム塩

ベンタゾンナトリウム塩
大豆バサグラン液剤
(ナトリウム塩)

2.薬害の出やすいほ場条件では、使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。土壌処理剤のほとんどは幼根・幼芽から吸収され
るため、砂質土、浅播、土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

イマザモックスアンモニウ
ム塩

パワーガイザー液剤

使用時期「耕起前又はは種前まで(雑草生育期)」
希釈水量「50～100L」

ワンサイドＰ乳剤

－ 除草剤17 －

－除草剤16－ －除草剤17－

畑作
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畑作

(2)各薬剤の参考及び注意事項

①
トレファノサイド乳剤・粒剤2.5
ゴーゴーサン乳剤
コンボラル

ラッソー乳剤
ロロックス

② 選択性茎葉処理剤

ホーネスト乳剤

ポルトフロアブル

バサグラン液剤
大豆バサグラン液剤

パワーガイザー液剤

アタックショット乳剤
③ 非選択性茎葉処理剤

1
(1)

ア
イ

(2)

(3)

(4)
ア
イ
ウ
エ

2

(1)

ア

イ

ウ

(2)

(3)
ア
イ
ウ
エ

デュアールゴールド

ワンサイドＰ乳剤、ナブ乳剤

イネ科雑草を除く。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

あずきではイネ科雑草を除く。黄化、縮葉、生育抑制などが生じるが収量への影響はな
い。微量でイネ科作物、広葉作物ともに周辺作物に影響を与える可能性があるため飛散
に十分注意し、飛散の心配がある場合にはドリフトレスノズルを使用する。また、風の
ある時には使用しない。

草種により土壌処理と茎葉処理で効果に違いがある場合がある。ツユクサには土壌処
理、茎葉処理ともに効果が劣る。だいずの畦間・株間処理時には噴口はできるだけ低く
して、本葉に薬液がかからないように注意する。

薬剤の種類

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを含むイネ科雑草に効果があるが、
6葉期以降のスズメノカタビラには効果はない。

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。葉に斑点を生ずることがあ
るが生育に影響はない。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。
イネ科雑草を除く。畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布
時にはドリフトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ
低くして散布する。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

水稲に薬害を生ずるおそれがあるので、翌年水田に復元するだいずほ場では使用しな
い。

ツユクサ、キク科を除く。

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。使用量50～75ml/10aは３～５葉期までのスズメノカタ
ビラに効果がある。

参考及び注意事項

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

　アタックショット乳剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果

　雑草の草丈10cm以下で処理をすると効果が高く、雑草の草丈15cm以上での処理は、効果を著しく低下させる。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　アカザ科、ヒユ科、トウダイグサ科の雑草及びツユクサには効果が劣る。
　散布後、曇天、降雨日が長く続くと除草効果が劣る。

　除草効果

　だいず２～３葉期におけるベンタゾン液剤とイネ科茎葉処理剤(セトキシジム乳剤)の混用が薬害を助長させることは少な
い（ベンタゾン液剤とセトキシジム乳剤の混用は、使用者が混用する際の目安となるよう紹介するもので、混用をすすめる
ものではない）。

　イネ科茎葉処理剤との混用による薬害

　「おおすず」における薬害程度
　処理後２～３日頃から、褐変、黄化、縮葉が見られ、ひどい場合には上位葉が枯死するが１ヶ月程度でほぼ回復する。減
収はだいず２～３葉期処理で５～７％程度、５～６葉期処理では処理後の生育には影響しない。

バスタ液剤 だいずの畦間、株間処理時には噴口はできるだけ低くして、本葉に薬液がかからないよ
うに注意する。

だいずの畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布時にはドリ
フトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ低くして散
布する。

　大豆バサグラン液剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果
　薬害の助長を防ぐための注意点

　高温時やだいずの生育が不良な場合は使用を避ける。
　重複散布を避ける。

ラウンドアップマックスロード
（液剤）

　雑草の草丈10㎝以下で処理をすると効果が高い。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　タデ科の雑草及びアメリカセンダングサ、ツユクサには効果が劣る。
　処理後６時間以内の降雨は効果を減ずることがある。

　薬害の助長を防ぐための注意点

　「おおすず」における薬害程度

　除草効果

　だいずの生育が不良な場合は使用を避ける。

　重複散布を避ける。

　他の茎葉処理剤（イネ科対象剤を含む）と混用しない。

　処理翌日から、薬斑、褐変、白化が見られ、ひどい場合には落葉するが、処理後に展開した新葉に薬害は見られない。減
収は０～９％程度である。

－ 除草剤18 －

野菜

３　野菜除草剤使用指針

農薬名（除草剤） 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ラッソー乳剤 アラクロール

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

セレクト乳剤 クレトジム

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

すいか(トンネル・マルチ栽培)

すいか

メロン

ねぎ

コンボラル

プリグロックスＬ(液剤)

メロン(露地栽培(トンネル・マルチ栽
培))

ねぎ(露地栽培)

たまねぎ(移植栽培）

たまねぎ(本畑)

(1)　作物別農薬一覧

作物名

はくさい

キャベツ

ブロッコリー

コンボラル

なす

ピーマン

きゅうり

ピーマン(露地栽培)

きゅうり(露地栽培(移植))

トマト(露地栽培)

かぶ

だいこん(露地栽培)

トマト

なす(露地栽培)

－ 除草剤19 －－除草剤18－ －除草剤19－
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(2)各薬剤の参考及び注意事項

①
トレファノサイド乳剤・粒剤2.5
ゴーゴーサン乳剤
コンボラル

ラッソー乳剤
ロロックス

② 選択性茎葉処理剤

ホーネスト乳剤

ポルトフロアブル

バサグラン液剤
大豆バサグラン液剤

パワーガイザー液剤

アタックショット乳剤
③ 非選択性茎葉処理剤

1
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イ
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(3)

(4)
ア
イ
ウ
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(3)
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デュアールゴールド

ワンサイドＰ乳剤、ナブ乳剤

イネ科雑草を除く。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

あずきではイネ科雑草を除く。黄化、縮葉、生育抑制などが生じるが収量への影響はな
い。微量でイネ科作物、広葉作物ともに周辺作物に影響を与える可能性があるため飛散
に十分注意し、飛散の心配がある場合にはドリフトレスノズルを使用する。また、風の
ある時には使用しない。

草種により土壌処理と茎葉処理で効果に違いがある場合がある。ツユクサには土壌処
理、茎葉処理ともに効果が劣る。だいずの畦間・株間処理時には噴口はできるだけ低く
して、本葉に薬液がかからないように注意する。

薬剤の種類

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを含むイネ科雑草に効果があるが、
6葉期以降のスズメノカタビラには効果はない。

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。葉に斑点を生ずることがあ
るが生育に影響はない。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。
イネ科雑草を除く。畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布
時にはドリフトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ
低くして散布する。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

水稲に薬害を生ずるおそれがあるので、翌年水田に復元するだいずほ場では使用しな
い。

ツユクサ、キク科を除く。

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。使用量50～75ml/10aは３～５葉期までのスズメノカタ
ビラに効果がある。

参考及び注意事項

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

　アタックショット乳剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果

　雑草の草丈10cm以下で処理をすると効果が高く、雑草の草丈15cm以上での処理は、効果を著しく低下させる。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　アカザ科、ヒユ科、トウダイグサ科の雑草及びツユクサには効果が劣る。
　散布後、曇天、降雨日が長く続くと除草効果が劣る。

　除草効果

　だいず２～３葉期におけるベンタゾン液剤とイネ科茎葉処理剤(セトキシジム乳剤)の混用が薬害を助長させることは少な
い（ベンタゾン液剤とセトキシジム乳剤の混用は、使用者が混用する際の目安となるよう紹介するもので、混用をすすめる
ものではない）。

　イネ科茎葉処理剤との混用による薬害

　「おおすず」における薬害程度
　処理後２～３日頃から、褐変、黄化、縮葉が見られ、ひどい場合には上位葉が枯死するが１ヶ月程度でほぼ回復する。減
収はだいず２～３葉期処理で５～７％程度、５～６葉期処理では処理後の生育には影響しない。

バスタ液剤 だいずの畦間、株間処理時には噴口はできるだけ低くして、本葉に薬液がかからないよ
うに注意する。

だいずの畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布時にはドリ
フトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ低くして散
布する。

　大豆バサグラン液剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果
　薬害の助長を防ぐための注意点

　高温時やだいずの生育が不良な場合は使用を避ける。
　重複散布を避ける。

ラウンドアップマックスロード
（液剤）

　雑草の草丈10㎝以下で処理をすると効果が高い。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　タデ科の雑草及びアメリカセンダングサ、ツユクサには効果が劣る。
　処理後６時間以内の降雨は効果を減ずることがある。

　薬害の助長を防ぐための注意点

　「おおすず」における薬害程度

　除草効果

　だいずの生育が不良な場合は使用を避ける。

　重複散布を避ける。

　他の茎葉処理剤（イネ科対象剤を含む）と混用しない。

　処理翌日から、薬斑、褐変、白化が見られ、ひどい場合には落葉するが、処理後に展開した新葉に薬害は見られない。減
収は０～９％程度である。

－ 除草剤18 －

野菜

３　野菜除草剤使用指針

農薬名（除草剤） 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ラッソー乳剤 アラクロール

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

セレクト乳剤 クレトジム

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

すいか(トンネル・マルチ栽培)

すいか

メロン

ねぎ

コンボラル

プリグロックスＬ(液剤)

メロン(露地栽培(トンネル・マルチ栽
培))

ねぎ(露地栽培)

たまねぎ(移植栽培）

たまねぎ(本畑)

(1)　作物別農薬一覧

作物名

はくさい

キャベツ

ブロッコリー

コンボラル

なす

ピーマン

きゅうり

ピーマン(露地栽培)

きゅうり(露地栽培(移植))

トマト(露地栽培)

かぶ

だいこん(露地栽培)

トマト

なす(露地栽培)

－ 除草剤19 －－除草剤18－ －除草剤19－

野菜
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畑作

(2)各薬剤の参考及び注意事項

①
トレファノサイド乳剤・粒剤2.5
ゴーゴーサン乳剤
コンボラル

ラッソー乳剤
ロロックス

② 選択性茎葉処理剤

ホーネスト乳剤

ポルトフロアブル

バサグラン液剤
大豆バサグラン液剤

パワーガイザー液剤

アタックショット乳剤
③ 非選択性茎葉処理剤

1
(1)

ア
イ

(2)

(3)

(4)
ア
イ
ウ
エ

2

(1)

ア

イ

ウ

(2)

(3)
ア
イ
ウ
エ

デュアールゴールド

ワンサイドＰ乳剤、ナブ乳剤

イネ科雑草を除く。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

あずきではイネ科雑草を除く。黄化、縮葉、生育抑制などが生じるが収量への影響はな
い。微量でイネ科作物、広葉作物ともに周辺作物に影響を与える可能性があるため飛散
に十分注意し、飛散の心配がある場合にはドリフトレスノズルを使用する。また、風の
ある時には使用しない。

草種により土壌処理と茎葉処理で効果に違いがある場合がある。ツユクサには土壌処
理、茎葉処理ともに効果が劣る。だいずの畦間・株間処理時には噴口はできるだけ低く
して、本葉に薬液がかからないように注意する。

薬剤の種類

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを含むイネ科雑草に効果があるが、
6葉期以降のスズメノカタビラには効果はない。

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。葉に斑点を生ずることがあ
るが生育に影響はない。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。
イネ科雑草を除く。畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布
時にはドリフトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ
低くして散布する。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

水稲に薬害を生ずるおそれがあるので、翌年水田に復元するだいずほ場では使用しな
い。

ツユクサ、キク科を除く。

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。使用量50～75ml/10aは３～５葉期までのスズメノカタ
ビラに効果がある。

参考及び注意事項

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

　アタックショット乳剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果

　雑草の草丈10cm以下で処理をすると効果が高く、雑草の草丈15cm以上での処理は、効果を著しく低下させる。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　アカザ科、ヒユ科、トウダイグサ科の雑草及びツユクサには効果が劣る。
　散布後、曇天、降雨日が長く続くと除草効果が劣る。

　除草効果

　だいず２～３葉期におけるベンタゾン液剤とイネ科茎葉処理剤(セトキシジム乳剤)の混用が薬害を助長させることは少な
い（ベンタゾン液剤とセトキシジム乳剤の混用は、使用者が混用する際の目安となるよう紹介するもので、混用をすすめる
ものではない）。

　イネ科茎葉処理剤との混用による薬害

　「おおすず」における薬害程度
　処理後２～３日頃から、褐変、黄化、縮葉が見られ、ひどい場合には上位葉が枯死するが１ヶ月程度でほぼ回復する。減
収はだいず２～３葉期処理で５～７％程度、５～６葉期処理では処理後の生育には影響しない。

バスタ液剤 だいずの畦間、株間処理時には噴口はできるだけ低くして、本葉に薬液がかからないよ
うに注意する。

だいずの畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布時にはドリ
フトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ低くして散
布する。

　大豆バサグラン液剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果
　薬害の助長を防ぐための注意点

　高温時やだいずの生育が不良な場合は使用を避ける。
　重複散布を避ける。

ラウンドアップマックスロード
（液剤）

　雑草の草丈10㎝以下で処理をすると効果が高い。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　タデ科の雑草及びアメリカセンダングサ、ツユクサには効果が劣る。
　処理後６時間以内の降雨は効果を減ずることがある。

　薬害の助長を防ぐための注意点

　「おおすず」における薬害程度

　除草効果

　だいずの生育が不良な場合は使用を避ける。

　重複散布を避ける。

　他の茎葉処理剤（イネ科対象剤を含む）と混用しない。

　処理翌日から、薬斑、褐変、白化が見られ、ひどい場合には落葉するが、処理後に展開した新葉に薬害は見られない。減
収は０～９％程度である。

－ 除草剤18 －

野菜

３　野菜除草剤使用指針

農薬名（除草剤） 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ラッソー乳剤 アラクロール

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

セレクト乳剤 クレトジム

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

すいか(トンネル・マルチ栽培)

すいか

メロン

ねぎ

コンボラル

プリグロックスＬ(液剤)

メロン(露地栽培(トンネル・マルチ栽
培))

ねぎ(露地栽培)

たまねぎ(移植栽培）

たまねぎ(本畑)

(1)　作物別農薬一覧

作物名

はくさい

キャベツ

ブロッコリー

コンボラル

なす

ピーマン

きゅうり

ピーマン(露地栽培)

きゅうり(露地栽培(移植))

トマト(露地栽培)

かぶ

だいこん(露地栽培)

トマト

なす(露地栽培)
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(2)各薬剤の参考及び注意事項

①
トレファノサイド乳剤・粒剤2.5
ゴーゴーサン乳剤
コンボラル

ラッソー乳剤
ロロックス

② 選択性茎葉処理剤

ホーネスト乳剤

ポルトフロアブル

バサグラン液剤
大豆バサグラン液剤

パワーガイザー液剤

アタックショット乳剤
③ 非選択性茎葉処理剤

1
(1)

ア
イ

(2)

(3)

(4)
ア
イ
ウ
エ

2

(1)

ア

イ

ウ

(2)

(3)
ア
イ
ウ
エ

デュアールゴールド

ワンサイドＰ乳剤、ナブ乳剤

イネ科雑草を除く。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

あずきではイネ科雑草を除く。黄化、縮葉、生育抑制などが生じるが収量への影響はな
い。微量でイネ科作物、広葉作物ともに周辺作物に影響を与える可能性があるため飛散
に十分注意し、飛散の心配がある場合にはドリフトレスノズルを使用する。また、風の
ある時には使用しない。

草種により土壌処理と茎葉処理で効果に違いがある場合がある。ツユクサには土壌処
理、茎葉処理ともに効果が劣る。だいずの畦間・株間処理時には噴口はできるだけ低く
して、本葉に薬液がかからないように注意する。

薬剤の種類

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを含むイネ科雑草に効果があるが、
6葉期以降のスズメノカタビラには効果はない。

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。葉に斑点を生ずることがあ
るが生育に影響はない。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。
イネ科雑草を除く。畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布
時にはドリフトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ
低くして散布する。薬害と収量に及ぼす影響等は別掲のとおり。

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

水稲に薬害を生ずるおそれがあるので、翌年水田に復元するだいずほ場では使用しな
い。

ツユクサ、キク科を除く。

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。使用量50～75ml/10aは３～５葉期までのスズメノカタ
ビラに効果がある。

参考及び注意事項

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

　アタックショット乳剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果

　雑草の草丈10cm以下で処理をすると効果が高く、雑草の草丈15cm以上での処理は、効果を著しく低下させる。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　アカザ科、ヒユ科、トウダイグサ科の雑草及びツユクサには効果が劣る。
　散布後、曇天、降雨日が長く続くと除草効果が劣る。

　除草効果

　だいず２～３葉期におけるベンタゾン液剤とイネ科茎葉処理剤(セトキシジム乳剤)の混用が薬害を助長させることは少な
い（ベンタゾン液剤とセトキシジム乳剤の混用は、使用者が混用する際の目安となるよう紹介するもので、混用をすすめる
ものではない）。

　イネ科茎葉処理剤との混用による薬害

　「おおすず」における薬害程度
　処理後２～３日頃から、褐変、黄化、縮葉が見られ、ひどい場合には上位葉が枯死するが１ヶ月程度でほぼ回復する。減
収はだいず２～３葉期処理で５～７％程度、５～６葉期処理では処理後の生育には影響しない。

バスタ液剤 だいずの畦間、株間処理時には噴口はできるだけ低くして、本葉に薬液がかからないよ
うに注意する。

だいずの畦間散布時には、だいずに薬液がかからないように注意する。散布時にはドリ
フトレスノズルを使用するか、飛散防止カバーを取り付け噴口はできるだけ低くして散
布する。

　大豆バサグラン液剤の薬害と収量に及ぼす影響及び除草効果
　薬害の助長を防ぐための注意点

　高温時やだいずの生育が不良な場合は使用を避ける。
　重複散布を避ける。

ラウンドアップマックスロード
（液剤）

　雑草の草丈10㎝以下で処理をすると効果が高い。
　イネ科雑草には効果がない。イネ科雑草が混在する場合は、イネ科茎葉処理剤と組み合わせて使用する。
　タデ科の雑草及びアメリカセンダングサ、ツユクサには効果が劣る。
　処理後６時間以内の降雨は効果を減ずることがある。

　薬害の助長を防ぐための注意点

　「おおすず」における薬害程度

　除草効果

　だいずの生育が不良な場合は使用を避ける。

　重複散布を避ける。

　他の茎葉処理剤（イネ科対象剤を含む）と混用しない。

　処理翌日から、薬斑、褐変、白化が見られ、ひどい場合には落葉するが、処理後に展開した新葉に薬害は見られない。減
収は０～９％程度である。
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３　野菜除草剤使用指針

農薬名（除草剤） 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ラッソー乳剤 アラクロール

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

セレクト乳剤 クレトジム

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

すいか(トンネル・マルチ栽培)

すいか

メロン

ねぎ

コンボラル

プリグロックスＬ(液剤)

メロン(露地栽培(トンネル・マルチ栽
培))

ねぎ(露地栽培)

たまねぎ(移植栽培）

たまねぎ(本畑)

(1)　作物別農薬一覧

作物名

はくさい

キャベツ

ブロッコリー

コンボラル

なす

ピーマン

きゅうり

ピーマン(露地栽培)

きゅうり(露地栽培(移植))

トマト(露地栽培)

かぶ

だいこん(露地栽培)

トマト

なす(露地栽培)
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

バスタ液剤 グルホシネート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

グラメックス水和剤 シアナジン

ジクワット

パラコート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤F ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

アグロマックス水和剤 プロピザミド

ナブ乳剤 セトキシジム

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

にんじん

コンボラル

たまねぎ

モーティブ乳剤

にんにく

カイタック細粒剤Ｆ

プリグロックスL(液剤)

もりあざみ(やまごぼう)

食用ぎく

レタス(露地栽培)

カイタック乳剤

レタス

ごぼう(露地栽培)

ごぼう

アスパラガス

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ナブ乳剤 セトキシジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

ジクワット

パラコート

レンザー(水和剤) レナシル

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

レンザー(水和剤) レナシル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ラッソー乳剤 アラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ボクサー プロスルホカルブ

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ゲザプリムフロアブル アトラジン

Ｓ-メトラクロール

アトラジン

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ

バサグラン液剤 ベンタゾンナトリウム塩

ブルーシアフロアブル トルピラレート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

バスタ液剤 グルホシネート

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

セレクト乳剤 クレトジム

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

プリグロックスＬ(液剤)

ながいも(むかご)

いちご

ほうれんそう

クリアターン乳剤

いちご(親株床)

スイートコーン

プリグロックスＬ(液剤)

クリアターン細粒剤F

ゲザノンゴールド

えだまめ

クリアターン細粒剤Ｆ

豆類(未成熟､但しえだまめを除く)

クリアターン乳剤

豆類(未成熟)

コンボラル

ながいも（やまのいも）
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

バスタ液剤 グルホシネート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

グラメックス水和剤 シアナジン

ジクワット

パラコート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤F ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

アグロマックス水和剤 プロピザミド

ナブ乳剤 セトキシジム

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

にんじん

コンボラル

たまねぎ

モーティブ乳剤

にんにく

カイタック細粒剤Ｆ

プリグロックスL(液剤)

もりあざみ(やまごぼう)

食用ぎく

レタス(露地栽培)

カイタック乳剤

レタス

ごぼう(露地栽培)

ごぼう

アスパラガス

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ナブ乳剤 セトキシジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

ジクワット

パラコート

レンザー(水和剤) レナシル

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

レンザー(水和剤) レナシル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ラッソー乳剤 アラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ボクサー プロスルホカルブ

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ゲザプリムフロアブル アトラジン

Ｓ-メトラクロール

アトラジン

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ

バサグラン液剤 ベンタゾンナトリウム塩

ブルーシアフロアブル トルピラレート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

バスタ液剤 グルホシネート

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

セレクト乳剤 クレトジム

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

プリグロックスＬ(液剤)

ながいも(むかご)

いちご

ほうれんそう

クリアターン乳剤

いちご(親株床)

スイートコーン

プリグロックスＬ(液剤)

クリアターン細粒剤F

ゲザノンゴールド

えだまめ

クリアターン細粒剤Ｆ

豆類(未成熟､但しえだまめを除く)

クリアターン乳剤

豆類(未成熟)

コンボラル

ながいも（やまのいも）

－ 除草剤21 －－除草剤20－ －除草剤21－
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

バスタ液剤 グルホシネート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

グラメックス水和剤 シアナジン

ジクワット

パラコート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤F ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

アグロマックス水和剤 プロピザミド

ナブ乳剤 セトキシジム

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

にんじん

コンボラル

たまねぎ

モーティブ乳剤

にんにく

カイタック細粒剤Ｆ

プリグロックスL(液剤)

もりあざみ(やまごぼう)

食用ぎく

レタス(露地栽培)

カイタック乳剤

レタス

ごぼう(露地栽培)

ごぼう

アスパラガス

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル

－ 除草剤20 －

野菜

農薬名（除草剤） 有効成分作物名

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ナブ乳剤 セトキシジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

ジクワット

パラコート

レンザー(水和剤) レナシル

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

レンザー(水和剤) レナシル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ラッソー乳剤 アラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ボクサー プロスルホカルブ

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ゲザプリムフロアブル アトラジン

Ｓ-メトラクロール

アトラジン

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ

バサグラン液剤 ベンタゾンナトリウム塩

ブルーシアフロアブル トルピラレート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

バスタ液剤 グルホシネート

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

セレクト乳剤 クレトジム

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

プリグロックスＬ(液剤)

ながいも(むかご)

いちご

ほうれんそう

クリアターン乳剤

いちご(親株床)

スイートコーン

プリグロックスＬ(液剤)

クリアターン細粒剤F

ゲザノンゴールド

えだまめ

クリアターン細粒剤Ｆ

豆類(未成熟､但しえだまめを除く)

クリアターン乳剤

豆類(未成熟)

コンボラル

ながいも（やまのいも）

－ 除草剤21 －－除草剤20－ －除草剤21－
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

アクチノールＢ乳剤 アイオキシニル

バスタ液剤 グルホシネート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

ロロックス(水和剤) リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

グラメックス水和剤 シアナジン

ジクワット

パラコート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ゴーゴーサン細粒剤F ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ナブ乳剤 セトキシジム

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

セレクト乳剤 クレトジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

アグロマックス水和剤 プロピザミド

ナブ乳剤 セトキシジム

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

アグロマックス水和剤 プロピザミド

バスタ液剤 グルホシネート

にんじん

コンボラル

たまねぎ

モーティブ乳剤

にんにく

カイタック細粒剤Ｆ

プリグロックスL(液剤)

もりあざみ(やまごぼう)

食用ぎく

レタス(露地栽培)

カイタック乳剤

レタス

ごぼう(露地栽培)

ごぼう

アスパラガス

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル

－ 除草剤20 －

野菜

農薬名（除草剤） 有効成分作物名

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ロロックス粒剤 リニュロン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ナブ乳剤 セトキシジム

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

クレマートＵ粒剤 ブタミホス

ロロックス(水和剤) リニュロン

ナブ乳剤 セトキシジム

ジクワット

パラコート

レンザー(水和剤) レナシル

ラッソー乳剤 アラクロール

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

レンザー(水和剤) レナシル

ワンサイドＰ乳剤 フルアジホップＰ

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

ラッソー乳剤 アラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ボクサー プロスルホカルブ

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ゲザプリムフロアブル アトラジン

Ｓ-メトラクロール

アトラジン

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ

バサグラン液剤 ベンタゾンナトリウム塩

ブルーシアフロアブル トルピラレート

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

バスタ液剤 グルホシネート

ナブ乳剤 セトキシジム

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ポルトフロアブル キザロホップエチル

ホーネスト乳剤 テプラロキシジム

バスタ液剤 グルホシネート

セレクト乳剤 クレトジム

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

プリグロックスＬ(液剤)

ながいも(むかご)

いちご

ほうれんそう

クリアターン乳剤

いちご(親株床)

スイートコーン

プリグロックスＬ(液剤)

クリアターン細粒剤F

ゲザノンゴールド

えだまめ

クリアターン細粒剤Ｆ

豆類(未成熟､但しえだまめを除く)

クリアターン乳剤

豆類(未成熟)

コンボラル

ながいも（やまのいも）

－ 除草剤21 －－除草剤20－ －除草剤21－
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ジクワット

パラコート

ばれいしょ ロロックス(水和剤) リニュロン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ボクサー プロスルホカルブ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

農薬名(除草剤) 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

◎

①

②

③

④

1.

2.薬害の出やすい畑条件のときには使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。

①

②

③

3.薬剤を溶かす水量は普通の噴霧機利用のとき10a当たり100～150ℓとする。

4.

分離作物の使用方法

作物名

非結球レタス(露地栽培)

ミニトマト(露地栽培)

散布液調製の際は、原液が皮膚に接触したり、目に入ったり、吸込んだりしないよう必ずゴム手袋、防護メガネ、マスクを着用
すること。また、散布時には子供や第三者を作業現場に近づけないこと。

マイゼット(液剤)

プリグロックスＬ(液剤)

モーティブ乳剤

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル

うど

クリアターン乳剤

非結球レタス

散布は涼しいときに行い、同一人が長時間作業しないこと。また、過労時は散布しないこと。

使用量の※印は、河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くなる
おそれがある場合には使用を控える。

散布後は顔、手など皮膚の露出部を石けんなどでよく洗い、濡れた衣服などは作業後着がえ洗濯すること。

注意事項

使用除草剤の選定は雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などを留意して行う。

非ホルモン移行型の除草剤のほとんどは根部吸収性のため、砂質土、浅播(植)土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

接触型の除草剤は高温時に効果が高い。

干ばつで土壌水分の少ないときは一般に効果が劣る。

パラコートを含む除草剤の保管、管理、安全使用について(Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬Ｐ24参照)

パラコート5%を含有したプリグロックスL、マイゼットは医薬用外毒物であるので、使用に当たっては必ず製品のラベルの記載事項
をよく読み、その指示に従うとともに、特に下記の注意事項を厳守する。

保管する際は必ず鍵のかかる所に厳守して保管すること。

いも類（かんしょを除く）

－ 除草剤22 －
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(2)各農薬（除草剤）の参考及び注意事項

①

植付後処理の場合、砂土～砂壌土では使用しない。（にんにく）

アカザ科、アブラナ科、タデ科雑草を除く。砂土では使用しない。

本剤と他の薬剤(殺虫剤、殺菌剤等)との散布間隔は前後１日以上あける。（ブロッコ
リー）

べたがけ栽培では使用しない(本県での試験例なし)。（ごぼう）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

トンネル栽培では使用しない(薬害)。（にんじん）

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

トンネルやハウス内では使用しない。（トマト（露地）、なす（露地）、ピーマン（露
地）、はつかだいこん（露地）、ミニトマト（露地）、わけぎ、非結球レタス（露
地））

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

砂土では使用しない。（えだまめ）

広葉雑草(特にアカザ科)には効果が劣るので、イネ科雑草優占圃場で使用する。砂土で
は使用しない。

砂土では使用しない。（にんにく、にんじん）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

トンネルやハウス内では使用しない。定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、
なす（露地））

ハウス内では使用しない。地這栽培では使用しない。（きゅうり（露地栽培））

定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、なす（露地））

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

べたがけ栽培では使用できない(登録なし)。（ごぼう）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

薬剤の種類 参考及び注意事項

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

砂土では使用しない。（えだまめ）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（キャベツ）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

キク科、カヤツリグサ科雑草を除く。砂土では使用しない。

ツユクサ、キク科雑草を除く。砂土では使用しない。

セル苗には使用しない。（キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。砂土では使用しない。

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

コンボラル

クレマート乳剤・Ｕ粒剤

トレファノサイド乳剤

トレファノサイド粒剤2.5

ゴーゴーサン乳剤

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ

ラッソー乳剤

ダイロンゾル 散布適期は「雑草発生前から生育期（草丈15cm以下）」である。畦間処理する場合は作
物にかからないように散布する。イネ科雑草２葉期を超える場合は展着剤を加用する。
（ながいも）

フィールドスターＰ乳剤

センコル水和剤

デュアールゴールド

砂土～砂壌土では使用しない。（かぶ、ほうれんそう）

アグロマックス水和剤

ロロックス（水和剤）

ボクサー

ゲザプリムフロアブル

クリアターン乳剤

ゲザノンゴールド
マルチ栽培は薬害のおそれがあり、は種前の使用は所定量の範囲内で少なめの薬量を散
布し、は種後（発芽前）は土壌の高温または過湿が予想される場合の使用を避ける。
（スイートコーン）

イネ科雑草に対しては土壌の乾燥及び草種(イヌビエ)によって効果が劣る場合がある。
砂土では使用しない。

－ 除草剤23 －
－除草剤22－ －除草剤23－

野菜
野菜

農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ジクワット

パラコート

ばれいしょ ロロックス(水和剤) リニュロン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ボクサー プロスルホカルブ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

農薬名(除草剤) 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

◎

①

②

③

④

1.

2.薬害の出やすい畑条件のときには使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。

①

②

③

3.薬剤を溶かす水量は普通の噴霧機利用のとき10a当たり100～150ℓとする。

4.

分離作物の使用方法

作物名

非結球レタス(露地栽培)

ミニトマト(露地栽培)

散布液調製の際は、原液が皮膚に接触したり、目に入ったり、吸込んだりしないよう必ずゴム手袋、防護メガネ、マスクを着用
すること。また、散布時には子供や第三者を作業現場に近づけないこと。

マイゼット(液剤)

プリグロックスＬ(液剤)

モーティブ乳剤

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル

うど

クリアターン乳剤

非結球レタス

散布は涼しいときに行い、同一人が長時間作業しないこと。また、過労時は散布しないこと。

使用量の※印は、河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くなる
おそれがある場合には使用を控える。

散布後は顔、手など皮膚の露出部を石けんなどでよく洗い、濡れた衣服などは作業後着がえ洗濯すること。

注意事項

使用除草剤の選定は雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などを留意して行う。

非ホルモン移行型の除草剤のほとんどは根部吸収性のため、砂質土、浅播(植)土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

接触型の除草剤は高温時に効果が高い。

干ばつで土壌水分の少ないときは一般に効果が劣る。

パラコートを含む除草剤の保管、管理、安全使用について(Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬Ｐ24参照)

パラコート5%を含有したプリグロックスL、マイゼットは医薬用外毒物であるので、使用に当たっては必ず製品のラベルの記載事項
をよく読み、その指示に従うとともに、特に下記の注意事項を厳守する。

保管する際は必ず鍵のかかる所に厳守して保管すること。

いも類（かんしょを除く）

－ 除草剤22 －

野菜

(2)各農薬（除草剤）の参考及び注意事項

①

植付後処理の場合、砂土～砂壌土では使用しない。（にんにく）

アカザ科、アブラナ科、タデ科雑草を除く。砂土では使用しない。

本剤と他の薬剤(殺虫剤、殺菌剤等)との散布間隔は前後１日以上あける。（ブロッコ
リー）

べたがけ栽培では使用しない(本県での試験例なし)。（ごぼう）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

トンネル栽培では使用しない(薬害)。（にんじん）

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

トンネルやハウス内では使用しない。（トマト（露地）、なす（露地）、ピーマン（露
地）、はつかだいこん（露地）、ミニトマト（露地）、わけぎ、非結球レタス（露
地））

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

砂土では使用しない。（えだまめ）

広葉雑草(特にアカザ科)には効果が劣るので、イネ科雑草優占圃場で使用する。砂土で
は使用しない。

砂土では使用しない。（にんにく、にんじん）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

トンネルやハウス内では使用しない。定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、
なす（露地））

ハウス内では使用しない。地這栽培では使用しない。（きゅうり（露地栽培））

定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、なす（露地））

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

べたがけ栽培では使用できない(登録なし)。（ごぼう）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

薬剤の種類 参考及び注意事項

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

砂土では使用しない。（えだまめ）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（キャベツ）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

キク科、カヤツリグサ科雑草を除く。砂土では使用しない。

ツユクサ、キク科雑草を除く。砂土では使用しない。

セル苗には使用しない。（キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。砂土では使用しない。

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

コンボラル

クレマート乳剤・Ｕ粒剤

トレファノサイド乳剤

トレファノサイド粒剤2.5

ゴーゴーサン乳剤

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ

ラッソー乳剤

ダイロンゾル 散布適期は「雑草発生前から生育期（草丈15cm以下）」である。畦間処理する場合は作
物にかからないように散布する。イネ科雑草２葉期を超える場合は展着剤を加用する。
（ながいも）

フィールドスターＰ乳剤

センコル水和剤

デュアールゴールド

砂土～砂壌土では使用しない。（かぶ、ほうれんそう）

アグロマックス水和剤

ロロックス（水和剤）

ボクサー

ゲザプリムフロアブル

クリアターン乳剤

ゲザノンゴールド
マルチ栽培は薬害のおそれがあり、は種前の使用は所定量の範囲内で少なめの薬量を散
布し、は種後（発芽前）は土壌の高温または過湿が予想される場合の使用を避ける。
（スイートコーン）

イネ科雑草に対しては土壌の乾燥及び草種(イヌビエ)によって効果が劣る場合がある。
砂土では使用しない。

－ 除草剤23 －
－除草剤22－ －除草剤23－
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ジクワット

パラコート

ばれいしょ ロロックス(水和剤) リニュロン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ボクサー プロスルホカルブ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

農薬名(除草剤) 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

◎

①

②

③

④

1.

2.薬害の出やすい畑条件のときには使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。

①

②

③

3.薬剤を溶かす水量は普通の噴霧機利用のとき10a当たり100～150ℓとする。

4.

分離作物の使用方法

作物名

非結球レタス(露地栽培)

ミニトマト(露地栽培)

散布液調製の際は、原液が皮膚に接触したり、目に入ったり、吸込んだりしないよう必ずゴム手袋、防護メガネ、マスクを着用
すること。また、散布時には子供や第三者を作業現場に近づけないこと。

マイゼット(液剤)

プリグロックスＬ(液剤)

モーティブ乳剤

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル

うど

クリアターン乳剤

非結球レタス

散布は涼しいときに行い、同一人が長時間作業しないこと。また、過労時は散布しないこと。

使用量の※印は、河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くなる
おそれがある場合には使用を控える。

散布後は顔、手など皮膚の露出部を石けんなどでよく洗い、濡れた衣服などは作業後着がえ洗濯すること。

注意事項

使用除草剤の選定は雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などを留意して行う。

非ホルモン移行型の除草剤のほとんどは根部吸収性のため、砂質土、浅播(植)土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

接触型の除草剤は高温時に効果が高い。

干ばつで土壌水分の少ないときは一般に効果が劣る。

パラコートを含む除草剤の保管、管理、安全使用について(Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬Ｐ24参照)

パラコート5%を含有したプリグロックスL、マイゼットは医薬用外毒物であるので、使用に当たっては必ず製品のラベルの記載事項
をよく読み、その指示に従うとともに、特に下記の注意事項を厳守する。

保管する際は必ず鍵のかかる所に厳守して保管すること。

いも類（かんしょを除く）

－ 除草剤22 －

野菜

(2)各農薬（除草剤）の参考及び注意事項

①

植付後処理の場合、砂土～砂壌土では使用しない。（にんにく）

アカザ科、アブラナ科、タデ科雑草を除く。砂土では使用しない。

本剤と他の薬剤(殺虫剤、殺菌剤等)との散布間隔は前後１日以上あける。（ブロッコ
リー）

べたがけ栽培では使用しない(本県での試験例なし)。（ごぼう）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

トンネル栽培では使用しない(薬害)。（にんじん）

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

トンネルやハウス内では使用しない。（トマト（露地）、なす（露地）、ピーマン（露
地）、はつかだいこん（露地）、ミニトマト（露地）、わけぎ、非結球レタス（露
地））

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

砂土では使用しない。（えだまめ）

広葉雑草(特にアカザ科)には効果が劣るので、イネ科雑草優占圃場で使用する。砂土で
は使用しない。

砂土では使用しない。（にんにく、にんじん）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

トンネルやハウス内では使用しない。定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、
なす（露地））

ハウス内では使用しない。地這栽培では使用しない。（きゅうり（露地栽培））

定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、なす（露地））

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

べたがけ栽培では使用できない(登録なし)。（ごぼう）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

薬剤の種類 参考及び注意事項

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

砂土では使用しない。（えだまめ）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（キャベツ）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

キク科、カヤツリグサ科雑草を除く。砂土では使用しない。

ツユクサ、キク科雑草を除く。砂土では使用しない。

セル苗には使用しない。（キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。砂土では使用しない。

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

コンボラル

クレマート乳剤・Ｕ粒剤

トレファノサイド乳剤

トレファノサイド粒剤2.5

ゴーゴーサン乳剤

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ

ラッソー乳剤

ダイロンゾル 散布適期は「雑草発生前から生育期（草丈15cm以下）」である。畦間処理する場合は作
物にかからないように散布する。イネ科雑草２葉期を超える場合は展着剤を加用する。
（ながいも）

フィールドスターＰ乳剤

センコル水和剤

デュアールゴールド

砂土～砂壌土では使用しない。（かぶ、ほうれんそう）

アグロマックス水和剤

ロロックス（水和剤）

ボクサー

ゲザプリムフロアブル

クリアターン乳剤

ゲザノンゴールド
マルチ栽培は薬害のおそれがあり、は種前の使用は所定量の範囲内で少なめの薬量を散
布し、は種後（発芽前）は土壌の高温または過湿が予想される場合の使用を避ける。
（スイートコーン）

イネ科雑草に対しては土壌の乾燥及び草種(イヌビエ)によって効果が劣る場合がある。
砂土では使用しない。

－ 除草剤23 －
－除草剤22－ －除草剤23－
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農薬名（除草剤） 有効成分作物名

ジクワット

パラコート

ばれいしょ ロロックス(水和剤) リニュロン

ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン

クレマート乳剤 ブタミホス

ベンチオカーブ

ペンディメタリン

リニュロン

センコル水和剤 メトリブジン

デュアールゴールド Ｓ-メトラクロール

トレファノサイド粒剤2.5 トリフルラリン

トリフルラリン

ペンディメタリン

ジメテナミドＰ

ペンディメタリン

ダイロンゾル ＤＣＭＵ

ボクサー プロスルホカルブ

バスタ液剤 グルホシネート

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

ジクワット

パラコート

ジクワット

パラコート

ラウンドアップマックスロード グリホサートカリウム塩

農薬名(除草剤) 有効成分

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

トレファノサイド乳剤 トリフルラリン

ザクサ液剤 グルホシネートＰナトリウム塩

◎

①

②

③

④

1.

2.薬害の出やすい畑条件のときには使用を避けるか、基準量の最低量を散布する。

①

②

③

3.薬剤を溶かす水量は普通の噴霧機利用のとき10a当たり100～150ℓとする。

4.

分離作物の使用方法

作物名

非結球レタス(露地栽培)

ミニトマト(露地栽培)

散布液調製の際は、原液が皮膚に接触したり、目に入ったり、吸込んだりしないよう必ずゴム手袋、防護メガネ、マスクを着用
すること。また、散布時には子供や第三者を作業現場に近づけないこと。

マイゼット(液剤)

プリグロックスＬ(液剤)

モーティブ乳剤

プリグロックスＬ(液剤)

コンボラル

うど

クリアターン乳剤

非結球レタス

散布は涼しいときに行い、同一人が長時間作業しないこと。また、過労時は散布しないこと。

使用量の※印は、河川、湖沼等への流出を防止するため、使用前後の気象条件に十分注意を払い、大雨等により降水量が多くなる
おそれがある場合には使用を控える。

散布後は顔、手など皮膚の露出部を石けんなどでよく洗い、濡れた衣服などは作業後着がえ洗濯すること。

注意事項

使用除草剤の選定は雑草の種類、発生消長、気温、土壌水分などを留意して行う。

非ホルモン移行型の除草剤のほとんどは根部吸収性のため、砂質土、浅播(植)土壌水分過多のときなどに薬害を生じやすい。

接触型の除草剤は高温時に効果が高い。

干ばつで土壌水分の少ないときは一般に効果が劣る。

パラコートを含む除草剤の保管、管理、安全使用について(Ⅲ　使用上特に注意すべき農薬Ｐ24参照)

パラコート5%を含有したプリグロックスL、マイゼットは医薬用外毒物であるので、使用に当たっては必ず製品のラベルの記載事項
をよく読み、その指示に従うとともに、特に下記の注意事項を厳守する。

保管する際は必ず鍵のかかる所に厳守して保管すること。

いも類（かんしょを除く）

－ 除草剤22 －
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(2)各農薬（除草剤）の参考及び注意事項

①

植付後処理の場合、砂土～砂壌土では使用しない。（にんにく）

アカザ科、アブラナ科、タデ科雑草を除く。砂土では使用しない。

本剤と他の薬剤(殺虫剤、殺菌剤等)との散布間隔は前後１日以上あける。（ブロッコ
リー）

べたがけ栽培では使用しない(本県での試験例なし)。（ごぼう）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

トンネル栽培では使用しない(薬害)。（にんじん）

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

砂土では使用しない。

トンネルやハウス内では使用しない。（トマト（露地）、なす（露地）、ピーマン（露
地）、はつかだいこん（露地）、ミニトマト（露地）、わけぎ、非結球レタス（露
地））

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

砂土では使用しない。（えだまめ）

広葉雑草(特にアカザ科)には効果が劣るので、イネ科雑草優占圃場で使用する。砂土で
は使用しない。

砂土では使用しない。（にんにく、にんじん）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

トンネルやハウス内では使用しない。定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、
なす（露地））

ハウス内では使用しない。地這栽培では使用しない。（きゅうり（露地栽培））

定植３日前以上に使用する。（トマト（露地）、なす（露地））

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

べたがけ栽培では使用できない(登録なし)。（ごぼう）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（はくさい、キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

薬剤の種類 参考及び注意事項

土壌処理剤（茎葉兼土壌含む）

ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科雑草を除く。

砂土では使用しない。（えだまめ）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。

苗床や直播のマルチ栽培では使用しない。（キャベツ）

タデ科、アカザ科雑草に効果が劣る。

キク科、カヤツリグサ科雑草を除く。砂土では使用しない。

ツユクサ、キク科雑草を除く。砂土では使用しない。

セル苗には使用しない。（キャベツ）

トンネル栽培では薬害のおそれがある。（にんじん）

ツユクサやキク科雑草には効果が劣る。砂土では使用しない。

ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

コンボラル

クレマート乳剤・Ｕ粒剤

トレファノサイド乳剤

トレファノサイド粒剤2.5

ゴーゴーサン乳剤

ゴーゴーサン細粒剤Ｆ

ラッソー乳剤

ダイロンゾル 散布適期は「雑草発生前から生育期（草丈15cm以下）」である。畦間処理する場合は作
物にかからないように散布する。イネ科雑草２葉期を超える場合は展着剤を加用する。
（ながいも）

フィールドスターＰ乳剤

センコル水和剤

デュアールゴールド

砂土～砂壌土では使用しない。（かぶ、ほうれんそう）

アグロマックス水和剤

ロロックス（水和剤）

ボクサー

ゲザプリムフロアブル

クリアターン乳剤

ゲザノンゴールド
マルチ栽培は薬害のおそれがあり、は種前の使用は所定量の範囲内で少なめの薬量を散
布し、は種後（発芽前）は土壌の高温または過湿が予想される場合の使用を避ける。
（スイートコーン）

イネ科雑草に対しては土壌の乾燥及び草種(イヌビエ)によって効果が劣る場合がある。
砂土では使用しない。

－ 除草剤23 －
－除草剤22－ －除草剤23－
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薬剤の種類 参考及び注意事項

② 選択性茎葉処理剤

③ 非選択性茎葉処理剤

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。

ラウンドアップマックスロード 作物にかからないように散布する。

バスタ液剤 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）

プリグロックスＬ、マイゼット 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ザクサ液剤 作物にかからないように散布する。

ナブ乳剤、ワンサイドＰ乳剤、ポ
ルトフロアブル

ブルーシアフロアブル

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く(使用量35～50ml/10a)。

イネ科雑草には効果が劣る。アクチノールＢ乳剤

散布後、一時的にクロロシス症状が生じることがあるが、その後の生育、収量には影響
しない。

ながいも(やまのいも)の使用時期が収穫60日前までなので、使用時期に十分注意する。
（むかご）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ナブ乳剤

バサグラン液剤

－ 除草剤24 －

果樹

４　果樹除草剤使用指針

果
樹
類

り
ん
ご

ぶ
ど
う

な
し

お
う
と
う

も
も

一年生雑草 多年生雑草

レグロックス ジクワット 22 ○ －*1 －*1 ・300～500㎖
・70～100ℓ

－

・展着剤加用。

・
*1
本県では適用しない。

・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

ジクワット 22

パラコート 22

バスタ液剤 グルホシネート 10 ○ ○ ○ ○ ○
・500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

ザクサ液剤
グルホシネート
Ｐナトリウム塩

10 ○*2 ○
・300～500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

・
*2
りんごを除く。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・一年生雑草では少量散布専
用ノズルを使用する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○
・200～500㎖
・25～50ℓ

・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500㎖
・50ℓ

カソロン粒剤6.7 ＤＢＮ 29 ○ －
・8～10kg
・－

・局所処理する場合のみ選択
する。
・投薬量は処理箇所数に応じ
て加減する。
・連年使用はしない。
・開花期前後の使用は結実不
良などを生じるおそれがある
のでさける。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○ －
・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・通常散布とし、雑草の茎葉
から流れ落ちない程度に散布
する。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

除草剤使用上の注意

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。

ギ
シ
ギ
シ
、

タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の

難
防
除
多
年
生
雑
草
対
象
薬
剤

・800～1000㎖
・100～150ℓ

－

項目

　草生栽培園では草刈機で草を刈り取り、苗木養成畑などは人手による除草が望ましいが、労力的に間に合わない場合や草刈機を使
用できない場所では除草剤を利用する。除草剤使用の際は、一年生雑草、多年生雑草の発生状況に応じて薬剤を選択し、草の密度が
低い場合は散布量または投薬量の少ない方を、草の密度が高い場合は散布量または投薬量の多い方を選択する。また、茎葉散布は雑
草の草丈が30cm以下の時期とし、種子の飛散を防ぐため雑草の開花前に散布する。なお、牧草草生で雑草が多くなった場合は、除草
した後裸地化した部分に牧草をは種し更新する。

・薬害を出さないため、樹体に直接かからないようにする。
・除草剤の使用に当たっては薬剤のラベルの注意を読んで使用する。特にプリグロックスＬは医薬用外毒物であるパラコートを含有
する剤なので、その保管場所を万全にするとともに、使用に当たっても十分注意する。詳細はⅢ使用上特に注意すべき農薬Ｐ21参照
のこと。

・展着剤加用。
・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

刈
り
取
り
代
用
薬
剤

適用樹種Ｈ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

備　考有効成分
農薬名

（除草剤名）

プリグロックスＬ ○

投薬量／10a
散布量／10a

- 除草剤25 -

－除草剤24－ －除草剤25－
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薬剤の種類 参考及び注意事項

② 選択性茎葉処理剤

③ 非選択性茎葉処理剤

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。

ラウンドアップマックスロード 作物にかからないように散布する。

バスタ液剤 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）

プリグロックスＬ、マイゼット 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ザクサ液剤 作物にかからないように散布する。

ナブ乳剤、ワンサイドＰ乳剤、ポ
ルトフロアブル

ブルーシアフロアブル

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く(使用量35～50ml/10a)。

イネ科雑草には効果が劣る。アクチノールＢ乳剤

散布後、一時的にクロロシス症状が生じることがあるが、その後の生育、収量には影響
しない。

ながいも(やまのいも)の使用時期が収穫60日前までなので、使用時期に十分注意する。
（むかご）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ナブ乳剤

バサグラン液剤

－ 除草剤24 －

果樹

４　果樹除草剤使用指針

果
樹
類

り
ん
ご

ぶ
ど
う

な
し

お
う
と
う

も
も

一年生雑草 多年生雑草

レグロックス ジクワット 22 ○ －*1 －*1 ・300～500㎖
・70～100ℓ

－

・展着剤加用。

・
*1
本県では適用しない。

・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

ジクワット 22

パラコート 22

バスタ液剤 グルホシネート 10 ○ ○ ○ ○ ○
・500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

ザクサ液剤
グルホシネート
Ｐナトリウム塩

10 ○*2 ○
・300～500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

・
*2
りんごを除く。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・一年生雑草では少量散布専
用ノズルを使用する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○
・200～500㎖
・25～50ℓ

・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500㎖
・50ℓ

カソロン粒剤6.7 ＤＢＮ 29 ○ －
・8～10kg
・－

・局所処理する場合のみ選択
する。
・投薬量は処理箇所数に応じ
て加減する。
・連年使用はしない。
・開花期前後の使用は結実不
良などを生じるおそれがある
のでさける。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○ －
・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・通常散布とし、雑草の茎葉
から流れ落ちない程度に散布
する。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

除草剤使用上の注意

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。

ギ
シ
ギ
シ
、

タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の

難
防
除
多
年
生
雑
草
対
象
薬
剤

・800～1000㎖
・100～150ℓ

－

項目

　草生栽培園では草刈機で草を刈り取り、苗木養成畑などは人手による除草が望ましいが、労力的に間に合わない場合や草刈機を使
用できない場所では除草剤を利用する。除草剤使用の際は、一年生雑草、多年生雑草の発生状況に応じて薬剤を選択し、草の密度が
低い場合は散布量または投薬量の少ない方を、草の密度が高い場合は散布量または投薬量の多い方を選択する。また、茎葉散布は雑
草の草丈が30cm以下の時期とし、種子の飛散を防ぐため雑草の開花前に散布する。なお、牧草草生で雑草が多くなった場合は、除草
した後裸地化した部分に牧草をは種し更新する。

・薬害を出さないため、樹体に直接かからないようにする。
・除草剤の使用に当たっては薬剤のラベルの注意を読んで使用する。特にプリグロックスＬは医薬用外毒物であるパラコートを含有
する剤なので、その保管場所を万全にするとともに、使用に当たっても十分注意する。詳細はⅢ使用上特に注意すべき農薬Ｐ21参照
のこと。

・展着剤加用。
・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

刈
り
取
り
代
用
薬
剤

適用樹種Ｈ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

備　考有効成分
農薬名

（除草剤名）

プリグロックスＬ ○

投薬量／10a
散布量／10a

- 除草剤25 -

－除草剤24－ －除草剤25－

果樹
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野菜

薬剤の種類 参考及び注意事項

② 選択性茎葉処理剤

③ 非選択性茎葉処理剤

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。

ラウンドアップマックスロード 作物にかからないように散布する。

バスタ液剤 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）

プリグロックスＬ、マイゼット 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ザクサ液剤 作物にかからないように散布する。

ナブ乳剤、ワンサイドＰ乳剤、ポ
ルトフロアブル

ブルーシアフロアブル

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く(使用量35～50ml/10a)。

イネ科雑草には効果が劣る。アクチノールＢ乳剤

散布後、一時的にクロロシス症状が生じることがあるが、その後の生育、収量には影響
しない。

ながいも(やまのいも)の使用時期が収穫60日前までなので、使用時期に十分注意する。
（むかご）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ナブ乳剤

バサグラン液剤

－ 除草剤24 －

果樹

４　果樹除草剤使用指針

果
樹
類

り
ん
ご

ぶ
ど
う

な
し

お
う
と
う

も
も

一年生雑草 多年生雑草

レグロックス ジクワット 22 ○ －*1 －*1 ・300～500㎖
・70～100ℓ

－

・展着剤加用。

・
*1
本県では適用しない。

・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

ジクワット 22

パラコート 22

バスタ液剤 グルホシネート 10 ○ ○ ○ ○ ○
・500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

ザクサ液剤
グルホシネート
Ｐナトリウム塩

10 ○*2 ○
・300～500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

・
*2
りんごを除く。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・一年生雑草では少量散布専
用ノズルを使用する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○
・200～500㎖
・25～50ℓ

・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500㎖
・50ℓ

カソロン粒剤6.7 ＤＢＮ 29 ○ －
・8～10kg
・－

・局所処理する場合のみ選択
する。
・投薬量は処理箇所数に応じ
て加減する。
・連年使用はしない。
・開花期前後の使用は結実不
良などを生じるおそれがある
のでさける。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○ －
・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・通常散布とし、雑草の茎葉
から流れ落ちない程度に散布
する。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

除草剤使用上の注意

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。

ギ
シ
ギ
シ
、

タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の

難
防
除
多
年
生
雑
草
対
象
薬
剤

・800～1000㎖
・100～150ℓ

－

項目

　草生栽培園では草刈機で草を刈り取り、苗木養成畑などは人手による除草が望ましいが、労力的に間に合わない場合や草刈機を使
用できない場所では除草剤を利用する。除草剤使用の際は、一年生雑草、多年生雑草の発生状況に応じて薬剤を選択し、草の密度が
低い場合は散布量または投薬量の少ない方を、草の密度が高い場合は散布量または投薬量の多い方を選択する。また、茎葉散布は雑
草の草丈が30cm以下の時期とし、種子の飛散を防ぐため雑草の開花前に散布する。なお、牧草草生で雑草が多くなった場合は、除草
した後裸地化した部分に牧草をは種し更新する。

・薬害を出さないため、樹体に直接かからないようにする。
・除草剤の使用に当たっては薬剤のラベルの注意を読んで使用する。特にプリグロックスＬは医薬用外毒物であるパラコートを含有
する剤なので、その保管場所を万全にするとともに、使用に当たっても十分注意する。詳細はⅢ使用上特に注意すべき農薬Ｐ21参照
のこと。

・展着剤加用。
・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

刈
り
取
り
代
用
薬
剤

適用樹種Ｈ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

備　考有効成分
農薬名

（除草剤名）

プリグロックスＬ ○

投薬量／10a
散布量／10a

- 除草剤25 -

－除草剤24－ －除草剤25－

野菜
野菜

薬剤の種類 参考及び注意事項

② 選択性茎葉処理剤

③ 非選択性茎葉処理剤

イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く。

イネ科雑草を除く。かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。

ラウンドアップマックスロード 作物にかからないように散布する。

バスタ液剤 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）

プリグロックスＬ、マイゼット 作物にかからないように散布する。
接触剤のため、萌芽後の散布は絶対避ける。（ばれいしょ）
付近の作物にかからないようにする。（ばれいしょ）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ザクサ液剤 作物にかからないように散布する。

ナブ乳剤、ワンサイドＰ乳剤、ポ
ルトフロアブル

ブルーシアフロアブル

セレクト乳剤 イネ科雑草以外には効果がない。スズメノカタビラを除く(使用量35～50ml/10a)。

イネ科雑草には効果が劣る。アクチノールＢ乳剤

散布後、一時的にクロロシス症状が生じることがあるが、その後の生育、収量には影響
しない。

ながいも(やまのいも)の使用時期が収穫60日前までなので、使用時期に十分注意する。
（むかご）
ほ場に落下したむかごを収穫する場合は、土壌を混入させないように十分注意する。
（むかご）

ナブ乳剤

バサグラン液剤

－ 除草剤24 －

果樹

４　果樹除草剤使用指針

果
樹
類

り
ん
ご

ぶ
ど
う

な
し

お
う
と
う

も
も

一年生雑草 多年生雑草

レグロックス ジクワット 22 ○ －*1 －*1 ・300～500㎖
・70～100ℓ

－

・展着剤加用。

・
*1
本県では適用しない。

・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

ジクワット 22

パラコート 22

バスタ液剤 グルホシネート 10 ○ ○ ○ ○ ○
・500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

ザクサ液剤
グルホシネート
Ｐナトリウム塩

10 ○*2 ○
・300～500㎖
・100～150ℓ

・500㎖
・100～150ℓ

・展着剤不要。

・
*2
りんごを除く。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・一年生雑草では少量散布専
用ノズルを使用する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○
・200～500㎖
・25～50ℓ

・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○
・250㎖
・25ℓ

・500㎖
・50ℓ

カソロン粒剤6.7 ＤＢＮ 29 ○ －
・8～10kg
・－

・局所処理する場合のみ選択
する。
・投薬量は処理箇所数に応じ
て加減する。
・連年使用はしない。
・開花期前後の使用は結実不
良などを生じるおそれがある
のでさける。

草枯らしＭＩＣ
グリホサート
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

９ ○ －
・500～1000㎖
・50～100ℓ

・展着剤不要。
・通常散布とし、雑草の茎葉
から流れ落ちない程度に散布
する。

ラウンドアップ
マックスロード

グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

タッチダウンｉＱ
グリホサート
カリウム塩

９ ○ －
・500㎖
・50ℓ

除草剤使用上の注意

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。
・牧草草生では牧草の根まで
枯死させるため、使用しな
い。

・展着剤不要。
・少量散布専用ノズルを使用
する。

ギ
シ
ギ
シ
、

タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の

難
防
除
多
年
生
雑
草
対
象
薬
剤

・800～1000㎖
・100～150ℓ

－

項目

　草生栽培園では草刈機で草を刈り取り、苗木養成畑などは人手による除草が望ましいが、労力的に間に合わない場合や草刈機を使
用できない場所では除草剤を利用する。除草剤使用の際は、一年生雑草、多年生雑草の発生状況に応じて薬剤を選択し、草の密度が
低い場合は散布量または投薬量の少ない方を、草の密度が高い場合は散布量または投薬量の多い方を選択する。また、茎葉散布は雑
草の草丈が30cm以下の時期とし、種子の飛散を防ぐため雑草の開花前に散布する。なお、牧草草生で雑草が多くなった場合は、除草
した後裸地化した部分に牧草をは種し更新する。

・薬害を出さないため、樹体に直接かからないようにする。
・除草剤の使用に当たっては薬剤のラベルの注意を読んで使用する。特にプリグロックスＬは医薬用外毒物であるパラコートを含有
する剤なので、その保管場所を万全にするとともに、使用に当たっても十分注意する。詳細はⅢ使用上特に注意すべき農薬Ｐ21参照
のこと。

・展着剤加用。
・メヒシバ、スベリヒユには
効果が劣る。

刈
り
取
り
代
用
薬
剤

適用樹種Ｈ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド

備　考有効成分
農薬名

（除草剤名）

プリグロックスＬ ○

投薬量／10a
散布量／10a

- 除草剤25 -

－除草剤24－ －除草剤25－

果樹
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飼料作物

使用時期

･耕起前まで(雑草生育期)
･耕起整地後～は種当日(雑草発生揃期)
･リードカナリーグラスの最終刈取後（雑草生
育期：草丈50cm以下）

･更新・造成の10日前まで(雑草生育期)
･は種10日前～は種当日
(耕起整地後：雑草発生揃期)

･ワラビの展葉期(牧野、草地の更新・造成)
･ギシギシ類の展葉時期(採草14日前まで)

･新播草地定着後
（但し、ギシギシ類草丈20cm以下）
･雑草生育期(採草21日前まで)

･秋期最終刈取後30日以内

･とうもろこしの出芽前まで
（雑草生育期）

･は種後～とうもろこし２～４葉期

･は種後出芽前(雑草発生前)

･とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日前
まで）

･一年生及び多年生広葉雑草２～５葉期
(とうもろこし３～５葉期)

･とうもろこしの生育期
(雑草の３～６葉期)
(但し、収穫50日前まで)

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前

･とうもろこし２～４葉期（雑草生育期）

･は種後出芽前(雑草発生前)

･イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期以
降）（但し、は種30日まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･は種後出芽前（雑草発生前）

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･収穫7日前まで(雑草生育期:は種前又は畦間
処理)

ジメテナミドＰ　　　　　　

チフェンスルフロンメチル　　

リニュロン　　　　　　　

ワンホープ乳剤 ニコスルフロン　　　　　　　

アラクロール　　　　　　　

ベンタゾンナトリウム塩　　　バサグラン液剤(ナトリウム塩)

ペンディメタリン　　　　　　

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ　　　　　　

シャドー水和剤

アルファード液剤 トプラメゾン　　　　　　

プロスルホカルブ　　　　

5　草地・飼料作物除草剤使用指針

(1)　農薬（除草剤）使用方法

有効成分除草剤名

チフェンスルフロンメチル　　

アシュラム　　　　　　　　　

牧
　
　
　
　
草

グリホサートイソプロピルアミン塩

バンベル－Ｄ液剤

グリホサートカリウム塩　　　ラウンドアップマックスロード

草枯らしMIC

アージラン液剤

ハーモニーＤＦ

ＭＤＢＡジメチルアミン　　　

･は種後～とうもろこし２葉期(イネ科雑草２
葉期)までペンディメタリン　　　　　

ペンディメタリン　　　　　

フルチアセットメチル　

ボクサー

ベルベカット乳剤

モーティブ乳剤

ハーモニーＤＦ

ゴーゴーサン乳剤

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前(雑草発生前)

Ｓ-メトラクロール　　　 

･は種後発芽前(雑草発生前)
･生育期(とうもろこし２～４葉期)

･は種直後(雑草発生前)

アラクロール　　　　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ハロスルフロンメチル　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ジメテナミドＰ　　　　　　

Ｓ-メトラクロール　　　 　

アトラジン　　　　　　　　

グルホシネート

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

バスタ液剤

ラウンドアップマックスロード

ベンチオカーブ　　　　　　　

ラクサー乳剤

グリホサートカリウム塩　　

ゲザプリムフロアブル アトラジン　　　　　　　　

ラッソー乳剤

クリアターン乳剤

ブルーシアフロアブル トルピラレート

ゲザノンゴールド

エコトップＰ乳剤

デュアールゴールド

― 除草剤26 ―

飼料作物

草地区分 除草剤名
作用型効果
対象雑草

使用時期

造成 非ホルモン型

(更新)時 茎葉吸収移行性

非選択性

草枯らしMIC 非ホルモン型

茎葉吸収移行性

非選択性

アージラン液剤 非ホルモン型

吸収移行性

(ワラビ)

新播草地 非ホルモン型 1 　実生のギシギシ類に対して使用すること。

吸収移行性 2 　マメ科牧草には薬害を生じるので使用しない。

(遅効性) 3 　発芽１か月後を目安に散布する。

(ギシギシ類)

経年草地 非ホルモン型 1

吸収移行性

(遅効性) 2

(ギシギシ類)

アージラン液剤 非ホルモン型 1 　茎葉が十分ぬれるように散布する。

吸収移行性 2 　降雨前の散布を避ける。

(遅効性) 3 　高温時は散布を避けるか局所散布をする。

4 　全面散布の場合は、重複散布を避ける。

ギシギシ類及び 5

キク科の雑草

茎葉ホルモン型 1

吸収移行性

(ギシギシ) 2 　イネ科雑草には効果がない。

　ア　草地

参考及び注意事項

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　実生から発生するリードカナリーグラスを防除するため
には、上記方法との併用による２回散布が効果的である。

ラウンドアップ
マックスロード

多年生イネ科雑
草（リードカナ
リーグラス）

耕起整地後～は種当
日(雑草発生揃期)

耕起前まで(雑草生育
期)

１年生雑草及
び多年生雑草

　は種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

リードカナリーグラ
ス最終刈取後（雑草
生育期：草丈50cm以
下）

ハーモニーＤＦ

ハーモニーＤＦ

バンベル－Ｄ液
剤

ギシギシ類の展葉時
期（局所散布）

更新・造成の10日前
まで(雑草生育期)

は種10日前～は種当
日(耕起整地後、雑草
発生揃期)

雑草生育期(但し、採
草21日前まで)

秋期のギシギシ類の
展葉時期(但し、採草
14日前まで)

秋期最終刈取後30日
以内

１年生雑草及
び多年生雑草

新播草地定着後（但
し、ギシギシ類草丈
20cm以下）但し、採
草21日前まで

ワラビの展葉期

　播種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

　散布後２週間以上経過してから耕起、は種を行う。

　マメ科牧草には薬害を生じるのでイネ科単播草地で使
用する｡

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　利用初年目草地での使用はイネ科単播草地に限定し、
散布量は10a当たり1g（水100ℓ）とする。

　チモシーに対しては生育抑制がみられるので、刈取り
後２～４週間後に散布する。(草丈10～40cm)

　局所散布は、アメリカオニアザミに対しても効果があ
る。

－ 除草剤27 －－除草剤26－ －除草剤27－

飼料作物 飼料作物

使用時期

･耕起前まで(雑草生育期)
･耕起整地後～は種当日(雑草発生揃期)
･リードカナリーグラスの最終刈取後（雑草生
育期：草丈50cm以下）

･更新・造成の10日前まで(雑草生育期)
･は種10日前～は種当日
(耕起整地後：雑草発生揃期)

･ワラビの展葉期(牧野、草地の更新・造成)
･ギシギシ類の展葉時期(採草14日前まで)

･新播草地定着後
（但し、ギシギシ類草丈20cm以下）
･雑草生育期(採草21日前まで)

･秋期最終刈取後30日以内

･とうもろこしの出芽前まで
（雑草生育期）

･は種後～とうもろこし２～４葉期

･は種後出芽前(雑草発生前)

･とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日前
まで）

･一年生及び多年生広葉雑草２～５葉期
(とうもろこし３～５葉期)

･とうもろこしの生育期
(雑草の３～６葉期)
(但し、収穫50日前まで)

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前

･とうもろこし２～４葉期（雑草生育期）

･は種後出芽前(雑草発生前)

･イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期以
降）（但し、は種30日まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･は種後出芽前（雑草発生前）

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･収穫7日前まで(雑草生育期:は種前又は畦間
処理)

ジメテナミドＰ　　　　　　

チフェンスルフロンメチル　　

リニュロン　　　　　　　

ワンホープ乳剤 ニコスルフロン　　　　　　　

アラクロール　　　　　　　

ベンタゾンナトリウム塩　　　バサグラン液剤(ナトリウム塩)

ペンディメタリン　　　　　　

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ　　　　　　

シャドー水和剤

アルファード液剤 トプラメゾン　　　　　　

プロスルホカルブ　　　　

5　草地・飼料作物除草剤使用指針

(1)　農薬（除草剤）使用方法

有効成分除草剤名

チフェンスルフロンメチル　　

アシュラム　　　　　　　　　

牧
　
　
　
　
草

グリホサートイソプロピルアミン塩

バンベル－Ｄ液剤

グリホサートカリウム塩　　　ラウンドアップマックスロード

草枯らしMIC

アージラン液剤

ハーモニーＤＦ

ＭＤＢＡジメチルアミン　　　

･は種後～とうもろこし２葉期(イネ科雑草２
葉期)までペンディメタリン　　　　　

ペンディメタリン　　　　　

フルチアセットメチル　

ボクサー

ベルベカット乳剤

モーティブ乳剤

ハーモニーＤＦ

ゴーゴーサン乳剤

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前(雑草発生前)

Ｓ-メトラクロール　　　 

･は種後発芽前(雑草発生前)
･生育期(とうもろこし２～４葉期)

･は種直後(雑草発生前)

アラクロール　　　　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ハロスルフロンメチル　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ジメテナミドＰ　　　　　　

Ｓ-メトラクロール　　　 　

アトラジン　　　　　　　　

グルホシネート

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

バスタ液剤

ラウンドアップマックスロード

ベンチオカーブ　　　　　　　

ラクサー乳剤

グリホサートカリウム塩　　

ゲザプリムフロアブル アトラジン　　　　　　　　

ラッソー乳剤

クリアターン乳剤

ブルーシアフロアブル トルピラレート

ゲザノンゴールド

エコトップＰ乳剤

デュアールゴールド
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飼料作物

草地区分 除草剤名
作用型効果
対象雑草

使用時期

造成 非ホルモン型

(更新)時 茎葉吸収移行性

非選択性

草枯らしMIC 非ホルモン型

茎葉吸収移行性

非選択性

アージラン液剤 非ホルモン型

吸収移行性

(ワラビ)

新播草地 非ホルモン型 1 　実生のギシギシ類に対して使用すること。

吸収移行性 2 　マメ科牧草には薬害を生じるので使用しない。

(遅効性) 3 　発芽１か月後を目安に散布する。

(ギシギシ類)

経年草地 非ホルモン型 1

吸収移行性

(遅効性) 2

(ギシギシ類)

アージラン液剤 非ホルモン型 1 　茎葉が十分ぬれるように散布する。

吸収移行性 2 　降雨前の散布を避ける。

(遅効性) 3 　高温時は散布を避けるか局所散布をする。

4 　全面散布の場合は、重複散布を避ける。

ギシギシ類及び 5

キク科の雑草

茎葉ホルモン型 1

吸収移行性

(ギシギシ) 2 　イネ科雑草には効果がない。

　ア　草地

参考及び注意事項

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　実生から発生するリードカナリーグラスを防除するため
には、上記方法との併用による２回散布が効果的である。

ラウンドアップ
マックスロード

多年生イネ科雑
草（リードカナ
リーグラス）

耕起整地後～は種当
日(雑草発生揃期)

耕起前まで(雑草生育
期)

１年生雑草及
び多年生雑草

　は種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

リードカナリーグラ
ス最終刈取後（雑草
生育期：草丈50cm以
下）

ハーモニーＤＦ

ハーモニーＤＦ

バンベル－Ｄ液
剤

ギシギシ類の展葉時
期（局所散布）

更新・造成の10日前
まで(雑草生育期)

は種10日前～は種当
日(耕起整地後、雑草
発生揃期)

雑草生育期(但し、採
草21日前まで)

秋期のギシギシ類の
展葉時期(但し、採草
14日前まで)

秋期最終刈取後30日
以内

１年生雑草及
び多年生雑草

新播草地定着後（但
し、ギシギシ類草丈
20cm以下）但し、採
草21日前まで

ワラビの展葉期

　播種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

　散布後２週間以上経過してから耕起、は種を行う。

　マメ科牧草には薬害を生じるのでイネ科単播草地で使
用する｡

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　利用初年目草地での使用はイネ科単播草地に限定し、
散布量は10a当たり1g（水100ℓ）とする。

　チモシーに対しては生育抑制がみられるので、刈取り
後２～４週間後に散布する。(草丈10～40cm)

　局所散布は、アメリカオニアザミに対しても効果があ
る。

－ 除草剤27 －－除草剤26－ －除草剤27－

飼料作物

348



飼料作物

使用時期

･耕起前まで(雑草生育期)
･耕起整地後～は種当日(雑草発生揃期)
･リードカナリーグラスの最終刈取後（雑草生
育期：草丈50cm以下）

･更新・造成の10日前まで(雑草生育期)
･は種10日前～は種当日
(耕起整地後：雑草発生揃期)

･ワラビの展葉期(牧野、草地の更新・造成)
･ギシギシ類の展葉時期(採草14日前まで)

･新播草地定着後
（但し、ギシギシ類草丈20cm以下）
･雑草生育期(採草21日前まで)

･秋期最終刈取後30日以内

･とうもろこしの出芽前まで
（雑草生育期）

･は種後～とうもろこし２～４葉期

･は種後出芽前(雑草発生前)

･とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日前
まで）

･一年生及び多年生広葉雑草２～５葉期
(とうもろこし３～５葉期)

･とうもろこしの生育期
(雑草の３～６葉期)
(但し、収穫50日前まで)

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前

･とうもろこし２～４葉期（雑草生育期）

･は種後出芽前(雑草発生前)

･イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期以
降）（但し、は種30日まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･は種後出芽前（雑草発生前）

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･収穫7日前まで(雑草生育期:は種前又は畦間
処理)

ジメテナミドＰ　　　　　　

チフェンスルフロンメチル　　

リニュロン　　　　　　　

ワンホープ乳剤 ニコスルフロン　　　　　　　

アラクロール　　　　　　　

ベンタゾンナトリウム塩　　　バサグラン液剤(ナトリウム塩)

ペンディメタリン　　　　　　

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ　　　　　　

シャドー水和剤

アルファード液剤 トプラメゾン　　　　　　

プロスルホカルブ　　　　

5　草地・飼料作物除草剤使用指針

(1)　農薬（除草剤）使用方法

有効成分除草剤名

チフェンスルフロンメチル　　

アシュラム　　　　　　　　　

牧
　
　
　
　
草

グリホサートイソプロピルアミン塩

バンベル－Ｄ液剤

グリホサートカリウム塩　　　ラウンドアップマックスロード

草枯らしMIC

アージラン液剤

ハーモニーＤＦ

ＭＤＢＡジメチルアミン　　　

･は種後～とうもろこし２葉期(イネ科雑草２
葉期)までペンディメタリン　　　　　

ペンディメタリン　　　　　

フルチアセットメチル　

ボクサー

ベルベカット乳剤

モーティブ乳剤

ハーモニーＤＦ

ゴーゴーサン乳剤

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前(雑草発生前)

Ｓ-メトラクロール　　　 

･は種後発芽前(雑草発生前)
･生育期(とうもろこし２～４葉期)

･は種直後(雑草発生前)

アラクロール　　　　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ハロスルフロンメチル　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ジメテナミドＰ　　　　　　

Ｓ-メトラクロール　　　 　

アトラジン　　　　　　　　

グルホシネート

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

バスタ液剤

ラウンドアップマックスロード

ベンチオカーブ　　　　　　　

ラクサー乳剤

グリホサートカリウム塩　　

ゲザプリムフロアブル アトラジン　　　　　　　　

ラッソー乳剤

クリアターン乳剤

ブルーシアフロアブル トルピラレート

ゲザノンゴールド

エコトップＰ乳剤

デュアールゴールド
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飼料作物

草地区分 除草剤名
作用型効果
対象雑草

使用時期

造成 非ホルモン型

(更新)時 茎葉吸収移行性

非選択性

草枯らしMIC 非ホルモン型

茎葉吸収移行性

非選択性

アージラン液剤 非ホルモン型

吸収移行性

(ワラビ)

新播草地 非ホルモン型 1 　実生のギシギシ類に対して使用すること。

吸収移行性 2 　マメ科牧草には薬害を生じるので使用しない。

(遅効性) 3 　発芽１か月後を目安に散布する。

(ギシギシ類)

経年草地 非ホルモン型 1

吸収移行性

(遅効性) 2

(ギシギシ類)

アージラン液剤 非ホルモン型 1 　茎葉が十分ぬれるように散布する。

吸収移行性 2 　降雨前の散布を避ける。

(遅効性) 3 　高温時は散布を避けるか局所散布をする。

4 　全面散布の場合は、重複散布を避ける。

ギシギシ類及び 5

キク科の雑草

茎葉ホルモン型 1

吸収移行性

(ギシギシ) 2 　イネ科雑草には効果がない。

　ア　草地

参考及び注意事項

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　実生から発生するリードカナリーグラスを防除するため
には、上記方法との併用による２回散布が効果的である。

ラウンドアップ
マックスロード

多年生イネ科雑
草（リードカナ
リーグラス）

耕起整地後～は種当
日(雑草発生揃期)

耕起前まで(雑草生育
期)

１年生雑草及
び多年生雑草

　は種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

リードカナリーグラ
ス最終刈取後（雑草
生育期：草丈50cm以
下）

ハーモニーＤＦ

ハーモニーＤＦ

バンベル－Ｄ液
剤

ギシギシ類の展葉時
期（局所散布）

更新・造成の10日前
まで(雑草生育期)

は種10日前～は種当
日(耕起整地後、雑草
発生揃期)

雑草生育期(但し、採
草21日前まで)

秋期のギシギシ類の
展葉時期(但し、採草
14日前まで)

秋期最終刈取後30日
以内

１年生雑草及
び多年生雑草

新播草地定着後（但
し、ギシギシ類草丈
20cm以下）但し、採
草21日前まで

ワラビの展葉期

　播種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

　散布後２週間以上経過してから耕起、は種を行う。

　マメ科牧草には薬害を生じるのでイネ科単播草地で使
用する｡

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　利用初年目草地での使用はイネ科単播草地に限定し、
散布量は10a当たり1g（水100ℓ）とする。

　チモシーに対しては生育抑制がみられるので、刈取り
後２～４週間後に散布する。(草丈10～40cm)

　局所散布は、アメリカオニアザミに対しても効果があ
る。

－ 除草剤27 －－除草剤26－ －除草剤27－

飼料作物 飼料作物

使用時期

･耕起前まで(雑草生育期)
･耕起整地後～は種当日(雑草発生揃期)
･リードカナリーグラスの最終刈取後（雑草生
育期：草丈50cm以下）

･更新・造成の10日前まで(雑草生育期)
･は種10日前～は種当日
(耕起整地後：雑草発生揃期)

･ワラビの展葉期(牧野、草地の更新・造成)
･ギシギシ類の展葉時期(採草14日前まで)

･新播草地定着後
（但し、ギシギシ類草丈20cm以下）
･雑草生育期(採草21日前まで)

･秋期最終刈取後30日以内

･とうもろこしの出芽前まで
（雑草生育期）

･は種後～とうもろこし２～４葉期

･は種後出芽前(雑草発生前)

･とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日前
まで）

･一年生及び多年生広葉雑草２～５葉期
(とうもろこし３～５葉期)

･とうもろこしの生育期
(雑草の３～６葉期)
(但し、収穫50日前まで)

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前

･とうもろこし２～４葉期（雑草生育期）

･は種後出芽前(雑草発生前)

･イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期以
降）（但し、は種30日まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･は種後出芽前（雑草発生前）

･とうもろこし３～７葉期（但し、収穫45日前
まで）

･収穫7日前まで(雑草生育期:は種前又は畦間
処理)

ジメテナミドＰ　　　　　　

チフェンスルフロンメチル　　

リニュロン　　　　　　　

ワンホープ乳剤 ニコスルフロン　　　　　　　

アラクロール　　　　　　　

ベンタゾンナトリウム塩　　　バサグラン液剤(ナトリウム塩)

ペンディメタリン　　　　　　

フィールドスターＰ乳剤 ジメテナミドＰ　　　　　　

シャドー水和剤

アルファード液剤 トプラメゾン　　　　　　

プロスルホカルブ　　　　

5　草地・飼料作物除草剤使用指針

(1)　農薬（除草剤）使用方法

有効成分除草剤名

チフェンスルフロンメチル　　

アシュラム　　　　　　　　　

牧
　
　
　
　
草

グリホサートイソプロピルアミン塩

バンベル－Ｄ液剤

グリホサートカリウム塩　　　ラウンドアップマックスロード

草枯らしMIC

アージラン液剤

ハーモニーＤＦ

ＭＤＢＡジメチルアミン　　　

･は種後～とうもろこし２葉期(イネ科雑草２
葉期)までペンディメタリン　　　　　

ペンディメタリン　　　　　

フルチアセットメチル　

ボクサー

ベルベカット乳剤

モーティブ乳剤

ハーモニーＤＦ

ゴーゴーサン乳剤

･は種後出芽前(雑草発生前)

･は種後出芽前(雑草発生前)

Ｓ-メトラクロール　　　 

･は種後発芽前(雑草発生前)
･生育期(とうもろこし２～４葉期)

･は種直後(雑草発生前)

アラクロール　　　　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ハロスルフロンメチル　　　　

リニュロン　　　　　　　　

ジメテナミドＰ　　　　　　

Ｓ-メトラクロール　　　 　

アトラジン　　　　　　　　

グルホシネート

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

バスタ液剤

ラウンドアップマックスロード

ベンチオカーブ　　　　　　　

ラクサー乳剤

グリホサートカリウム塩　　

ゲザプリムフロアブル アトラジン　　　　　　　　

ラッソー乳剤

クリアターン乳剤

ブルーシアフロアブル トルピラレート

ゲザノンゴールド

エコトップＰ乳剤

デュアールゴールド

― 除草剤26 ―

飼料作物

草地区分 除草剤名
作用型効果
対象雑草

使用時期

造成 非ホルモン型

(更新)時 茎葉吸収移行性

非選択性

草枯らしMIC 非ホルモン型

茎葉吸収移行性

非選択性

アージラン液剤 非ホルモン型

吸収移行性

(ワラビ)

新播草地 非ホルモン型 1 　実生のギシギシ類に対して使用すること。

吸収移行性 2 　マメ科牧草には薬害を生じるので使用しない。

(遅効性) 3 　発芽１か月後を目安に散布する。

(ギシギシ類)

経年草地 非ホルモン型 1

吸収移行性

(遅効性) 2

(ギシギシ類)

アージラン液剤 非ホルモン型 1 　茎葉が十分ぬれるように散布する。

吸収移行性 2 　降雨前の散布を避ける。

(遅効性) 3 　高温時は散布を避けるか局所散布をする。

4 　全面散布の場合は、重複散布を避ける。

ギシギシ類及び 5

キク科の雑草

茎葉ホルモン型 1

吸収移行性

(ギシギシ) 2 　イネ科雑草には効果がない。

　ア　草地

参考及び注意事項

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　実生から発生するリードカナリーグラスを防除するため
には、上記方法との併用による２回散布が効果的である。

ラウンドアップ
マックスロード

多年生イネ科雑
草（リードカナ
リーグラス）

耕起整地後～は種当
日(雑草発生揃期)

耕起前まで(雑草生育
期)

１年生雑草及
び多年生雑草

　は種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

リードカナリーグラ
ス最終刈取後（雑草
生育期：草丈50cm以
下）

ハーモニーＤＦ

ハーモニーＤＦ

バンベル－Ｄ液
剤

ギシギシ類の展葉時
期（局所散布）

更新・造成の10日前
まで(雑草生育期)

は種10日前～は種当
日(耕起整地後、雑草
発生揃期)

雑草生育期(但し、採
草21日前まで)

秋期のギシギシ類の
展葉時期(但し、採草
14日前まで)

秋期最終刈取後30日
以内

１年生雑草及
び多年生雑草

新播草地定着後（但
し、ギシギシ類草丈
20cm以下）但し、採
草21日前まで

ワラビの展葉期

　播種予定の21日以上前には種床を造成し、雑草が出揃っ
た時点で散布するのが効果的である。

　散布後２週間以上経過してから耕起、は種を行う。

　マメ科牧草には薬害を生じるのでイネ科単播草地で使
用する｡

　散布後10日以上経過してから耕起、は種を行う。

　利用初年目草地での使用はイネ科単播草地に限定し、
散布量は10a当たり1g（水100ℓ）とする。

　チモシーに対しては生育抑制がみられるので、刈取り
後２～４週間後に散布する。(草丈10～40cm)

　局所散布は、アメリカオニアザミに対しても効果があ
る。

－ 除草剤27 －－除草剤26－ －除草剤27－

飼料作物

349



飼料作物

除草剤名(対象雑草)

1

2

3

4

5

6

7

8

とうもろこし収穫７日前まで(雑草生育期：
は種前又は畦間処理）
雑草茎葉散布

バスタ液剤
(１年生雑草)

フィールドスターＰ乳剤はアカザ科、タデ科
及びアブラナ科などの一部広葉雑草に対する
効果が劣るので、他の除草剤と併用する。

ブルーシアフロアブル
(１年生雑草)

とうもろこし３～５葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

とうもろこし６～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

フィールドスターＰ乳剤
(１年生雑草、但しアカザ科・ア
ブラナ科・タデ科を除く)

は種後出芽前（雑草発生前）
全面土壌散布

ボクサー
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
雑草茎葉散布又は全面土壌散布

ベルベカット乳剤
(イチビ)

イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期
以降）（但し、は種30日まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

アルファード液剤
(１年生雑草)

とうもろこし３～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

は種直後(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゴーゴーサン乳剤
(１年生雑草)

モーティブ乳剤
(１年生雑草)

ベルベカット乳剤使用時には展着剤を混用し
ない。

は種後～とうもろこし２葉期（イネ科雑草
２葉期まで）全面土壌散布

ゲザノンゴールド
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

デュアールゴールド
(１年生雑草)

ラクサー乳剤
(１年生雑草)

ハーモニーＤＦ
(ギシギシ類)

とうもろこし２～４葉期(雑草生育期)
雑草茎葉散布又は全面散布

は種後発芽前(雑草発生前)
生育期（とうもろこし２～４葉期）
全面土壌散布

とうもろこし生育期
（但し、収穫50日前まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

バサグラン液剤(ナトリウム塩)
(１年生雑草、但しイネ科を除く)

クリアターン乳剤
(１年生雑草)

メトラクロール（Ｓ-メトラクロール）を含む
ゲザノンゴールドとデュアールゴールドとの
体系処理は避ける。

アカザの多発ほ場ではワンホープ乳剤の処理
量は10a当たり、水100ℓに150mℓとする。

ラッソー乳剤
(１年生雑草)

は種後出芽前
全面土壌散布

エコトップＰ乳剤
(１年生雑草) バサグラン液剤(ナトリウム塩)、ベルベカッ

ト乳剤及びシャドー水和剤はイチビに対する
効果が高い。

シャドー水和剤
（一年生及び多年生広葉雑草）

とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日
前まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

一年生及び多年生広葉雑草2～5葉期(とうも
ろこし３～５葉期)
雑草茎葉散布又は全面散布

ワンホープ乳剤
(１年生雑草及び多年生イネ科雑
草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゲザプリムフロアブル、エコトップＰ乳剤、
シャドー水和剤、クリアターン乳剤、ラク
サー乳剤、ハーモニーＤＦ及びフィールドス
ターＰ乳剤は砂土では使用しない。

ボクサーはアカザに対する効果が劣るので、
他の除草剤と併用する。

イ　飼料用とうもろこし

使用時期・処理方法

ゲザプリムフロアブル
(１年生雑草)

は種後～とうもろこし２～４葉期
全面土壌散布及び雑草茎葉散布

参考及び注意事項

アトラジンを含むゲザプリムフロアブルとゲ
ザノンゴールドとの体系処理は避ける。

ラウンドアップマックスロード
（１年生及び多年生雑草）

とうもろこし出芽前まで（雑草生育期）
雑草茎葉散布

－ 除草剤28 －

飼料作物

ゲザプリムフロアブル × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゲザノンゴールド × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デュアールゴールド ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴーゴーサン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラッソー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エコトップＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリアターン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラクサー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モーティブ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボクサー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フィールドスターＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブ
ル
ー

シ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル

土壌処理剤と茎葉処理剤の組合わせ適否表

土壌処理剤

ゲ
ザ
プ
リ
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル

ワ
ン
ホ
ー

プ
乳
剤

シ
ャ

ド
ー

水
和
剤

バ
サ
グ
ラ
ン
液
剤

ハ
ー

モ
ニ
ー

D
F

ベ
ル
ベ
カ
ッ

ト
乳
剤

ア
ル
フ
ァ
ー

ド
液
剤

ゲ
ザ
ノ
ン
ゴ
ー

ル
ド

茎葉処理剤

バ
ス
タ
液
剤
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飼料作物 飼料作物

除草剤名(対象雑草)

1

2

3

4

5

6

7

8

とうもろこし収穫７日前まで(雑草生育期：
は種前又は畦間処理）
雑草茎葉散布

バスタ液剤
(１年生雑草)

フィールドスターＰ乳剤はアカザ科、タデ科
及びアブラナ科などの一部広葉雑草に対する
効果が劣るので、他の除草剤と併用する。

ブルーシアフロアブル
(１年生雑草)

とうもろこし３～５葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

とうもろこし６～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

フィールドスターＰ乳剤
(１年生雑草、但しアカザ科・ア
ブラナ科・タデ科を除く)

は種後出芽前（雑草発生前）
全面土壌散布

ボクサー
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
雑草茎葉散布又は全面土壌散布

ベルベカット乳剤
(イチビ)

イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期
以降）（但し、は種30日まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

アルファード液剤
(１年生雑草)

とうもろこし３～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

は種直後(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゴーゴーサン乳剤
(１年生雑草)

モーティブ乳剤
(１年生雑草)

ベルベカット乳剤使用時には展着剤を混用し
ない。

は種後～とうもろこし２葉期（イネ科雑草
２葉期まで）全面土壌散布

ゲザノンゴールド
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

デュアールゴールド
(１年生雑草)

ラクサー乳剤
(１年生雑草)

ハーモニーＤＦ
(ギシギシ類)

とうもろこし２～４葉期(雑草生育期)
雑草茎葉散布又は全面散布

は種後発芽前(雑草発生前)
生育期（とうもろこし２～４葉期）
全面土壌散布

とうもろこし生育期
（但し、収穫50日前まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

バサグラン液剤(ナトリウム塩)
(１年生雑草、但しイネ科を除く)

クリアターン乳剤
(１年生雑草)

メトラクロール（Ｓ-メトラクロール）を含む
ゲザノンゴールドとデュアールゴールドとの
体系処理は避ける。

アカザの多発ほ場ではワンホープ乳剤の処理
量は10a当たり、水100ℓに150mℓとする。

ラッソー乳剤
(１年生雑草)

は種後出芽前
全面土壌散布

エコトップＰ乳剤
(１年生雑草) バサグラン液剤(ナトリウム塩)、ベルベカッ

ト乳剤及びシャドー水和剤はイチビに対する
効果が高い。

シャドー水和剤
（一年生及び多年生広葉雑草）

とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日
前まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

一年生及び多年生広葉雑草2～5葉期(とうも
ろこし３～５葉期)
雑草茎葉散布又は全面散布

ワンホープ乳剤
(１年生雑草及び多年生イネ科雑
草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゲザプリムフロアブル、エコトップＰ乳剤、
シャドー水和剤、クリアターン乳剤、ラク
サー乳剤、ハーモニーＤＦ及びフィールドス
ターＰ乳剤は砂土では使用しない。

ボクサーはアカザに対する効果が劣るので、
他の除草剤と併用する。

イ　飼料用とうもろこし

使用時期・処理方法

ゲザプリムフロアブル
(１年生雑草)

は種後～とうもろこし２～４葉期
全面土壌散布及び雑草茎葉散布

参考及び注意事項

アトラジンを含むゲザプリムフロアブルとゲ
ザノンゴールドとの体系処理は避ける。

ラウンドアップマックスロード
（１年生及び多年生雑草）

とうもろこし出芽前まで（雑草生育期）
雑草茎葉散布

－ 除草剤28 －

飼料作物

ゲザプリムフロアブル × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゲザノンゴールド × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デュアールゴールド ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴーゴーサン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラッソー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エコトップＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリアターン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラクサー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モーティブ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボクサー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フィールドスターＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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飼料作物

除草剤名(対象雑草)

1

2

3

4

5

6

7

8

とうもろこし収穫７日前まで(雑草生育期：
は種前又は畦間処理）
雑草茎葉散布

バスタ液剤
(１年生雑草)

フィールドスターＰ乳剤はアカザ科、タデ科
及びアブラナ科などの一部広葉雑草に対する
効果が劣るので、他の除草剤と併用する。

ブルーシアフロアブル
(１年生雑草)

とうもろこし３～５葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

とうもろこし６～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

フィールドスターＰ乳剤
(１年生雑草、但しアカザ科・ア
ブラナ科・タデ科を除く)

は種後出芽前（雑草発生前）
全面土壌散布

ボクサー
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
雑草茎葉散布又は全面土壌散布

ベルベカット乳剤
(イチビ)

イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期
以降）（但し、は種30日まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

アルファード液剤
(１年生雑草)

とうもろこし３～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

は種直後(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゴーゴーサン乳剤
(１年生雑草)

モーティブ乳剤
(１年生雑草)

ベルベカット乳剤使用時には展着剤を混用し
ない。

は種後～とうもろこし２葉期（イネ科雑草
２葉期まで）全面土壌散布

ゲザノンゴールド
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

デュアールゴールド
(１年生雑草)

ラクサー乳剤
(１年生雑草)

ハーモニーＤＦ
(ギシギシ類)

とうもろこし２～４葉期(雑草生育期)
雑草茎葉散布又は全面散布

は種後発芽前(雑草発生前)
生育期（とうもろこし２～４葉期）
全面土壌散布

とうもろこし生育期
（但し、収穫50日前まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

バサグラン液剤(ナトリウム塩)
(１年生雑草、但しイネ科を除く)

クリアターン乳剤
(１年生雑草)

メトラクロール（Ｓ-メトラクロール）を含む
ゲザノンゴールドとデュアールゴールドとの
体系処理は避ける。

アカザの多発ほ場ではワンホープ乳剤の処理
量は10a当たり、水100ℓに150mℓとする。

ラッソー乳剤
(１年生雑草)

は種後出芽前
全面土壌散布

エコトップＰ乳剤
(１年生雑草) バサグラン液剤(ナトリウム塩)、ベルベカッ

ト乳剤及びシャドー水和剤はイチビに対する
効果が高い。

シャドー水和剤
（一年生及び多年生広葉雑草）

とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日
前まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

一年生及び多年生広葉雑草2～5葉期(とうも
ろこし３～５葉期)
雑草茎葉散布又は全面散布

ワンホープ乳剤
(１年生雑草及び多年生イネ科雑
草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゲザプリムフロアブル、エコトップＰ乳剤、
シャドー水和剤、クリアターン乳剤、ラク
サー乳剤、ハーモニーＤＦ及びフィールドス
ターＰ乳剤は砂土では使用しない。

ボクサーはアカザに対する効果が劣るので、
他の除草剤と併用する。

イ　飼料用とうもろこし

使用時期・処理方法

ゲザプリムフロアブル
(１年生雑草)

は種後～とうもろこし２～４葉期
全面土壌散布及び雑草茎葉散布

参考及び注意事項

アトラジンを含むゲザプリムフロアブルとゲ
ザノンゴールドとの体系処理は避ける。

ラウンドアップマックスロード
（１年生及び多年生雑草）

とうもろこし出芽前まで（雑草生育期）
雑草茎葉散布

－ 除草剤28 －

飼料作物

ゲザプリムフロアブル × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゲザノンゴールド × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デュアールゴールド ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴーゴーサン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラッソー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エコトップＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリアターン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラクサー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モーティブ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボクサー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フィールドスターＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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除草剤名(対象雑草)

1

2

3

4

5

6

7

8

とうもろこし収穫７日前まで(雑草生育期：
は種前又は畦間処理）
雑草茎葉散布

バスタ液剤
(１年生雑草)

フィールドスターＰ乳剤はアカザ科、タデ科
及びアブラナ科などの一部広葉雑草に対する
効果が劣るので、他の除草剤と併用する。

ブルーシアフロアブル
(１年生雑草)

とうもろこし３～５葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

とうもろこし６～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

フィールドスターＰ乳剤
(１年生雑草、但しアカザ科・ア
ブラナ科・タデ科を除く)

は種後出芽前（雑草発生前）
全面土壌散布

ボクサー
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
雑草茎葉散布又は全面土壌散布

ベルベカット乳剤
(イチビ)

イチビの３～８葉期（とうもろこし４葉期
以降）（但し、は種30日まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

アルファード液剤
(１年生雑草)

とうもろこし３～７葉期
但し、収穫45日前まで
雑草茎葉散布又は全面散布

は種直後(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゴーゴーサン乳剤
(１年生雑草)

モーティブ乳剤
(１年生雑草)

ベルベカット乳剤使用時には展着剤を混用し
ない。

は種後～とうもろこし２葉期（イネ科雑草
２葉期まで）全面土壌散布

ゲザノンゴールド
(１年生雑草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

デュアールゴールド
(１年生雑草)

ラクサー乳剤
(１年生雑草)

ハーモニーＤＦ
(ギシギシ類)

とうもろこし２～４葉期(雑草生育期)
雑草茎葉散布又は全面散布

は種後発芽前(雑草発生前)
生育期（とうもろこし２～４葉期）
全面土壌散布

とうもろこし生育期
（但し、収穫50日前まで）雑草茎葉散布又
は全面散布

バサグラン液剤(ナトリウム塩)
(１年生雑草、但しイネ科を除く)

クリアターン乳剤
(１年生雑草)

メトラクロール（Ｓ-メトラクロール）を含む
ゲザノンゴールドとデュアールゴールドとの
体系処理は避ける。

アカザの多発ほ場ではワンホープ乳剤の処理
量は10a当たり、水100ℓに150mℓとする。

ラッソー乳剤
(１年生雑草)

は種後出芽前
全面土壌散布

エコトップＰ乳剤
(１年生雑草) バサグラン液剤(ナトリウム塩)、ベルベカッ

ト乳剤及びシャドー水和剤はイチビに対する
効果が高い。

シャドー水和剤
（一年生及び多年生広葉雑草）

とうもろこし３～５葉期（但し、収穫30日
前まで）
雑草茎葉散布又は全面散布

一年生及び多年生広葉雑草2～5葉期(とうも
ろこし３～５葉期)
雑草茎葉散布又は全面散布

ワンホープ乳剤
(１年生雑草及び多年生イネ科雑
草)

は種後出芽前(雑草発生前)
全面土壌散布

ゲザプリムフロアブル、エコトップＰ乳剤、
シャドー水和剤、クリアターン乳剤、ラク
サー乳剤、ハーモニーＤＦ及びフィールドス
ターＰ乳剤は砂土では使用しない。

ボクサーはアカザに対する効果が劣るので、
他の除草剤と併用する。

イ　飼料用とうもろこし

使用時期・処理方法

ゲザプリムフロアブル
(１年生雑草)

は種後～とうもろこし２～４葉期
全面土壌散布及び雑草茎葉散布

参考及び注意事項

アトラジンを含むゲザプリムフロアブルとゲ
ザノンゴールドとの体系処理は避ける。

ラウンドアップマックスロード
（１年生及び多年生雑草）

とうもろこし出芽前まで（雑草生育期）
雑草茎葉散布

－ 除草剤28 －

飼料作物

ゲザプリムフロアブル × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゲザノンゴールド × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デュアールゴールド ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴーゴーサン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラッソー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エコトップＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリアターン乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラクサー乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モーティブ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボクサー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フィールドスターＰ乳剤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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土壌処理剤と茎葉処理剤の組合わせ適否表
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花き

トレファノサイド乳剤

ゴーゴーサン乳剤

ゴーゴーサン乳剤

ナブ乳剤

ゆり トレファノサイド乳剤

バスタ液剤

ザクサ液剤

6　花き除草剤使用指針

(1)　農薬（除草剤）使用方法

作物名
農薬名

(除草剤)
有効成分

農薬使用方法

使用時期 使用方法・処理方法

きく

トリフルラリン 定植後

ペンディメタリン
定植前(雑草発生
前)、定植後（雑草
発生前）

りんどう

ペンディメタリン
萌芽前(雑草発生
前)

セトキシジム

雑草生育期（イネ
科雑草３～６葉
期、スズメノカタ
ビラを除く）

トリフルラリン 植付後～萌芽前

花き類
観葉植物

グルホシネート
雑草生育期
（畦間処理）

グルホシネートＰナ
トリウム塩

雑草生育期
（畦間処理）

参考及び注意事項

全面土壌散布

雑草茎葉散布

雑草茎葉散布

露地栽培で登録

作物にかからないよ
うに散布する。

作物にかからないよ
うに散布する。

畦間土壌散布

全面土壌散布

全面土壌散布

雑草茎葉散布又は全面
散布
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花き

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

花き

トレファノサイド乳剤

ゴーゴーサン乳剤

ゴーゴーサン乳剤

ナブ乳剤

ゆり トレファノサイド乳剤

バスタ液剤

ザクサ液剤

6　花き除草剤使用指針

(1)　農薬（除草剤）使用方法

作物名
農薬名

(除草剤)
有効成分

農薬使用方法

使用時期 使用方法・処理方法

きく

トリフルラリン 定植後

ペンディメタリン
定植前(雑草発生
前)、定植後（雑草
発生前）

りんどう

ペンディメタリン
萌芽前(雑草発生
前)

セトキシジム

雑草生育期（イネ
科雑草３～６葉
期、スズメノカタ
ビラを除く）

トリフルラリン 植付後～萌芽前

花き類
観葉植物

グルホシネート
雑草生育期
（畦間処理）

グルホシネートＰナ
トリウム塩

雑草生育期
（畦間処理）

参考及び注意事項

全面土壌散布

雑草茎葉散布

雑草茎葉散布

露地栽培で登録

作物にかからないよ
うに散布する。

作物にかからないよ
うに散布する。

畦間土壌散布

全面土壌散布

全面土壌散布

雑草茎葉散布又は全面
散布
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